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一
九
一

0
年
代
か
ら
三

0
年
代
に
か
け
て
ー
黄
金
期

日
本
に
お
け
る
ロ
マ
ン
・

ー

ロ
ラ
ン
受
容
史

訳

デ
ィ
デ
ィ
エ
・
シ
ッ
シ
ュ

シ
ッ
シ
ュ
由
紀
子

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
思
想
と
著
作
は
二
十
世
紀
の
日
本
の
有
識
者
に
多
大
な
影
響
を
与
え
、
そ
れ
が
い
か
に
多
岐
に
亘
っ
た
か
を
た
ど

る
こ
と
は
非
常
に
示
唆
に
富
む
。

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
受
容
の
背
景
に
は
、
十
九
世
紀
終
盤
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
顕
著
で
あ
っ
た
、
外
国
文
化
と
の
接
触
・
吸
収

と
い
う
大
き
な
う
ね
り
が
あ
る
。
当
時
、
フ
ラ
ン
ス
の
知
的
文
化
は
特
別
の
威
光
を
放
ち
、
フ
ラ
ン
ス
を
愛
す
知
識
人
が
活
躍
し
た
。

八
九
九
年
に
は
政
治
的
・
社
会
的
考
察
雑
誌
「
中
央
公
論
」
が
刊
行
さ
れ
、
「
白
樺
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
想
・
芸
術
を
紹
介
し
、

九
五
年
か
ら
一
九
二
八
年
の
間
に
出
版
さ
れ
た
「
太
陽
」
は
、
五
―
―
―
―
号
を
数
え
、
主
に
外
国
文
学
紹
介
に
貢
献
し
た
。

こ
の
よ
う
な
文
脈
で
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
日
本
に
紹
介
さ
れ
て
い
く
が
、
大
正
時
代
を
は
さ
ん
だ
一
九
一

0
年
代
か
ら
二

0
年
代
は
、

後
に
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
様
に
、
は
か
な
く
て
も
、
あ
る
程
度
の
民
主
化
が
見
ら
れ
た
。

日
本
で
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
紹
介
に
大
い
に
貢
献
す
る
の
が
二
十
人
ほ
ど
の
優
れ
た
翻
訳
者
た
ち
だ
。
彼
ら
の
多
く
は
、
単
に
翻
訳

一

八
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い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

家
で
は
な
く、

自
ら
が
社
会
的
に
参
画
す
る
識
者

・
作
家
・

芸
術
家
だ
っ
た
。
中
で
も
象
徴
的
な
名
前
を
幾
つ
か
挙
げ
て
み
た
い
。

烈
に
批
判
す
る
。

ま
ず
、
高
村
光
太
郎

(
-
八
八
三
ー

一
九
五
六
）
。
彫
刻
家

・
詩
人
で
あ
る
高
村
光
太
郎
は
ロ
ラ
ン
の
信
奉
者
の
中
で
も
最
年
長
で、

一
九

0
八
年
に
は
パ

リ
に
滞
在
し
て
い
る
。
彼
は

一
九

―一

年
に
、
日
本
で
初
め
て
、
ロ
ラ
ン
の
『
今
日
の
音
楽
家
た
ち
』
の
部
分
訳
を

発
表
し
、

一
九

一
三
年
に
は

「
ジ
ャ
ン
1
1
ク
リ
ス
ト
フ
』
第
四
巻
の
冒
頭
『
流
沙
』
を
訳
し
て
い
る
。

次
に
、
大
仏
次
郎

(
-
八
九
七
＼

一
九
七
三
）
。
彼
は
非
常
に
典
味
深
い
人
物
で
、
大
衆
文
学
の
代
表
的
作
家
で
あ
り
、
近
代
フ
ラ
ン

ス
の
実
情
に
詳
し
く
、

一
九
三

0
年
に

『
ド
レ
フ
ェ
ス
事
件
』
、
三
五
年
に
「
プ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
将
軍
の
悲
劇
』
、
五
九
年
に
は
『
パ
ナ
マ
事

件
」
を
ホ
日
い
て
い
る
。
大
仏
は
、

一
九
ニ―

年
に

『
先
駆
者
た
ち
』
、
一
九
二
二
年
に
は
『
ク
レ
ラ
ン
ボ
ー
』
を
訳
し、

軍
国
主
義
を
痛

一
九
二
四
年
に
は

「
ピ
エ
ー
ル
と
リ
ュ
ー
ス
』
を
訳
し
て
い
る
が
、
原
作
の
発
表
か
ら
あ
ま
り
待
た
ず
に
翻
訳
が
出
て

ロ
ラ
ン
の
真
の
信
奉
者
と
し
て
、
大
仏
は
左
派
的
・
革
新
的
な
思
想
を
隠
さ
ず
、

一
九
三
三
年
の
五
月
二
十
八
日

付
の
読
売
新
聞
紙
上
で
、
ナ
チ
ス
が
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
指
揮
で
断
行
し
た
焚
書

（
ふ
ん
し
ょ
）
に
抗
議
し、

諄
厳
あ
る
ド
イ
ツ
人
に
訴
え
た
。

次
に
、
片
山
敬
彦

(
-
八
九
八
ー

一
九
六

一
）
。
詩
人
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
文
学
者
で
あ
っ
た
片
山
は
日
本
で
最
初
の
「
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ

ン
の
友
の
会
」
の
創
設
に
尽
力
し
、

一
九
二
六
年
に

『
愛
と
死
の
戯
れ
』
、
一
九
三
八
年
に
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
』
を
訳
し
、

一

九
三
二
年
に
は
ロ

マ
ン
・
ロ
ラ
ン
自
身
の
要
請
で
、
雑
誌
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
の
一
―

二
号
に
フ
ラ
ン
ス
語
で
『
ゲ
ー
テ
に
捧
ぐ
ー
日
本
か

ら
の
贈
り
物
J

と
い
う
題
で
ゲ
ー
テ
に
関
す
る
考
察
を
寄
せ
て
い
る
。

以
上
、
ロ

マ
ン

・
ロ

ラ
ン
紹
介
に
貢
献
し
た
人
物
と
し
て
、

高
村
・
大
仏
・
片
山
を
挙
げ
た
。

作
品
に
注
目
す
る
と、

「
ジ
ャ
ン
1
1
ク
リ
ス
ト
フ
』
は、

れ
、

一
九

一
七
ー

一
九

一
八
年
に
、
国
民
文
庫
刊
行
会
か
ら
全
訳
六
巻
が
出
版
さ

一
九
二
0
年
か
ら

一
九
二
四
年
に
か
け
て
、
豊
島
与
志
雄
(
-
八
九

0
_
―
九
五
五
）
に
よ
る
新
訳
四
巻
が
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ

る
。
そ
の
後

一
九
三
五
年
に
岩
波
文
血
に
収
録
さ
れ
、
今
日
も
店
頭
に
並
ん
で
い
る
。
そ
の
他
、

一
九
二
五
年
に
『
狼
』
、

一
九
二
六
年

に

「
愛
と
死
の
戯
れ

J

(
二
七
年
に
岩
波
文
庫
）、

『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯』

(
-
九
三
八
）
な
ど
の
邦
訳
の
発
表
が
続
く。
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す
が
、

際
に
会
い
、

そ
の
記
述
が
日
記
に
残
さ
れ
て
い
る
。

お
り
、

「
改
造
」
を
主
宰
し
た
山
本
実
彦
(
-
八
八
五
ー

一
九
五
二
）
は
後
に
、

日
本
に
お
け
る
ロ
ラ
ン
人
気
は
、
間
も
な
く
作
家
自
身
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

交
わ
す
。
相
手
は
成
瀬
正
一
で
、
東
京
帝
国
大
学
の
学
生
だ
っ
た
成
瀬
は
四
月
十
五
日
付
で
ロ
ラ
ン
に
敬
意
に
溢
れ
る
感
動
的
な
手
紙
を

書
き
、
五
月
二
十
三
日
付
の
ロ
ラ
ン
の
返
事
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
葉
や
思
想
を
学
び
続
け
な
さ
い
。
で
も
、

ア
ジ
ア
の
偉
大
な
思
想
も
十
分
に
吸
収
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。
我
々
は
、
こ
の

二
つ
の
世
界
の
宝
が
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
働
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
は
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
ほ
ど
お
互
い
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。
こ
の

二
つ
の
大
河

は
合
流
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
」
こ
れ
を
読
む
と
、

介
す
る
よ
う
に
タ
ゴ
ー
ル
に
託
し
た
こ
と
も
驚
き
で
は
な
い
。
そ
の
後
、

一
九
二
三
年
四
月
九
日
付
の
尾
崎
喜
八
(
-
八
九
ニ
ー
一

九
七
四
）
宛
て
の
手
紙
に

は
日
本
へ
の
大
き
な
関
心
が
示
さ
れ
、

る
。
彼
は
日
本
と
外
国
の
交
流
を
歓
迎
し
て
い
る
が
、

ロ
ラ
ン
が
、

当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
通
っ

て
い
た
誤
解
や
先
入
観
と
は
無
縁
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か

イ
ギ
リ
ス
の
み
が
優
先
さ
れ
ぬ
よ
う
願
い
、
以
下
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
日

本
が
イ
ギ
リ
ス
の
言
葉
や
思
想
の
み
を
通
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
知
ろ
う
と
し
た
の
は
遺
憾
な
こ
と
で
し
た
。
私
は
イ
ギ
リ
ス
を
賞
賛
し
ま

一
部
の
エ
リ
ー
ト
を
除
け
ば
、
お
よ
そ
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
は
、

を
深
め
る
こ
と
に
お
い
て
最
も
劣
っ
て
い
る
の
で
す
。
」
彼
は
続
け
て
、
他
人
を
認
め
な
い
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
と
は
逆
に
、
ラ
テ

は
後
述
す
る
。

そ
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
、

万
六
千
部、

「
ミ
レ
ー
』
二
万
六
千
部
、

『卿
子
座
の
流
星
群」

ロ
ラ
ン
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
の
中
で
、
他
の
民
族
の
魂
を
感
じ
友
好

ロ
ラ
ン
は
数
々
の

日
本
人
と
書
簡
を
交
わ
し
、
何
人
か
と
は
実

一
九

一
九
年
に
書
い
た
『
精
神
の
独
立
宣
言
』
を
日
本
で
紹

一
九
一

五
年
に
は
、
初
め
て
日
本
人
読
者
と
書
簡
を

フ
ラ
ン
ス
で
ロ
ラ
ン
と
面
会
す
る
が
、

詳
細
に
つ
い
て

文
庫
本
の
出
版
で
、

読
者
は
急
増
す
る
。
終
戦
前
ま
で
の
販
売
部
数
を
見
る
と
、
『
ジ
ャ
ン
11
ク
リ
ス
ト
フ
』
は
二
十
万
四
千
五
百
部

に
上
り
、
次
い
で

「
魅
せ
ら
れ
た
る
魂
』
が
九
万
三
千
部
、
『
愛
と
死
の
戯
れ
』
が
八
万
三
千
五
百
部
、
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
』
三

一
万
七
千
五
百
部
と
続
く
。

ロ
ラ
ン
の
思
想
の
浸
透
に
は
知
識
人
向
け
の
雑
誌
『
中
央
公
論
』
や
『
改
造
』
な
ど
が
大
い
に
貢
献
し
て
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伝
え
て
い
る
。

ン
民
族
は
国
家
主
義
的
な
傾
向
は
あ
る
と
し
て
も
、
人
種
差
別
的
先
入
観
を
持
た
ず
、
日
本
人
と
よ
り
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
け
る
と
し

て
、
日
本
人
の
本
質
は
ラ
テ
ン
民
族
に
似
て
い
る
と
い
う
。
「
日
本
人
は
イ
ギ
リ
ス
人
や
ア
メ
リ
カ
人
た
ち
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
人
や
イ
タ

リ
ア
人
、
ま
た
は
ス
ラ
プ
人
と
の
方
が
気
が
合
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
本
人
の
本
質
は
繊
細
で
神
経
質
で
あ
り
、
彼
ら
に
非
常

に
近
い
の
で
す
。
」

一
九
二
五
年
十
二
月
十
六
日
付
の
尾
崎
宛
の
手
紙
を
読
む
と
、
翌
年

一
月
二
十
九
日
に
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
友
の
会

の
メ
ン
パ
ー
が
躾
ま
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
て
い
た
ロ
ラ
ン
が
、
彼
ら
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
当
時
未
発
表
で
あ
っ
た
「
内
面
の
旅
路
』

の
中
の

「
周
航
』
と
い
う
章
か
ら
二
＼
三
ペ
ー
ジ
を
抜
粋
し
て
送
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ロ
ラ
ン
の
信
奉
者
の
中
で
、
最
も
多
く
の
書
簡
を
交
わ
し
た
の
が
片
山
敏
彦
だ
。
日
本
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
ロ
ラ
ン
は
不

満
で、

一
九
二
五
年
三
月
十
日
の
手
紙
に
は

「一

刻
も
早
く
、
日
本
と
い
う
悠
久
の
国
の
新
し
い
思
想
を
知
ら
し
め
る
ぺ
き
で
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
日
本
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
大
国
は
な
い
で
し
ょ
う
。
日
本
は
賞
賛
さ
れ
て
も
、
賞
賛
の
対
象
は
的
外
れ
で
、
偏
っ
て
い
る
の

で
す
。
日
本
人
の
知
性
と
力
に
驚
く
あ
ま
り
、
そ
の
内
な
る
瑞
々
し
さ
．
感
情
の
深
さ
・
誠
実
さ
を
全
く
見
過
ご
し
て
い
る
の
で
す
。
」

ロ
ラ
ン
は
更
に
続
け
、
友
の
会
が
集
う
こ
と
を
喜
び
、
遥
か
遠
く
の
信
奉
者
と
ロ
ラ
ン
を
つ
な
ぐ
も
の
、
そ
れ
は
孤
独
で
あ
る
と
書
く。

そ
し
て
、
日
本
で
ロ
ラ
ン
の
友
た
ち
が
感
じ
て
い
る
孤
独
感
を
ロ
ラ
ン
自
身
も
感
じ
て
い
る
と
言
う
。
片
山
に
宛
て
た
一
九
二
六
年
八
月

一
日
付
の
手
紙
で
、
ロ
ラ
ン
は
彼
の
著
作
の
翻
訳
許
可
を
与
え
て
い
る
。
「
友
よ
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
友
の
会
の
メ
ン
バ
ー
よ
、
尾
崎

喜
八
、
貴
方
、
倉
田
百
三

・
高
田
・
吉
田
は
も
ち
ろ
ん
、
貴
方
の
友
人
に
、
い
つ
で
も
、
私
の
作
品
の
ど
れ
で
も
翻
訳
し
出
版
す
る
許
可

を
与
え
ま
す
。
」
こ
の
手
紙
の
中
で
、
ロ
ラ
ン
は
友
人
で
あ
る
シ
ャ
ル
ル
・
ヴ
ィ
ル
ド
ラ
ッ
ク
の
日
本
滞
在
に
つ
い
て
語
り
、
ヴ
ィ
ル
ド

ラ
ッ
ク
が
日
本
の
国
家
主
義
台
頭
を
懸
念
し
て
い
る
と
伝
え
な
が
ら
も
「
人
々
の
最
良
の
部
分
こ
そ
最
も
隠
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
」
と
、

日
本
の
国
家
・

国
民
に
関
し
て
悲
観
的
に
な
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
。

話
に
つ
い
て
語
り
、
タ
ゴ
ー
ル
は
日
本
を
買
賛
し
、

ロ
ラ
ン
は
既
に
来
日
を
果
た
し
て
い
た
友
人
タ
ゴ
ー
ル
と
の
対

日
本
人
の
こ
と
を
「
ア
ジ
ア
そ
し
て
世
界
の
天
性
の
貴
族
た
ち
」
と
呼
ん
で
い
る
と
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さ
て
、

ロ
ラ
ン
に
会
っ
た
翻
訳
者
と
し
て
は
、

一
九
二
九
年
七
月

一
九
二
八
年
九
月
八
日
に
上
田
秋
夫
(
-
八
九
九
ー
一
九
九
五
）
、

ニ
H
に
は
片
山
敏
彦
が
ロ
ラ
ン
を
訪
ね
、
日
記
に
詳
細
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ラ
ン
は
日
本
人
と
の
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
会
話
に
は
苦
労

し
て
い
る
様
子
だ
が
、
片
山
の
人
柄
に
強
い
印
象
を
受
け
、

「彼
の
男
ら
し
く
優
し
い
気
高
さ
（
精
神
の
美
し
さ
）
」
と
い
う
言
葉
で
、
片

山
の
知
性
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
へ
の
造
詣
の
深
さ
に
感
心
し
て
い
る
。
「
彼
は
と
て
も
好
感
の
持
て
る
理
知
的
な
頻
を
し
て
い
る
。
率

直
で
過
度
の
遠
慮
が
な
く
、
ち
ょ
う
ど
い
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

芸
術
を
熟
知
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
以
上
に
我
々
の
こ
と
に
通
じ
て
い
る
。
」

一
九
二
九
年
十
月
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
傾
倒
す
る
一
人
の
青
年
か
ら
本
が
送
ら
れ
る
。
宮
本
正
清
か
ら
で
あ
っ
た
。
彼
に
つ
い
て
も
後
述

す
る
が
、
こ
の
本
は
ロ
ラ
ン
の
六
十
歳
を
祝
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
「
ロ
マ
ン
・
ロ
オ
ラ
ン
物
語

・
ジ
ャ
ン
1
1
ク
リ
ス
ト
フ
』
と
い
う
表

題
だ
っ
た
。

一
九
二
九
年
十
月
四
日
の
ロ
ラ
ン
の
日
記
を
読
む
と
、
遥
か
彼
方
か
ら
届
い
た
あ
る
信
奉
者
か
ら
の
贈
り
物
に
つ
い
て
こ
う

記
し
て
い
る
。
「
宮
本
正
清
か
ら
本
が
届
く
。
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
の
抜
粋
を
彼
自
身
が
訳
し
た
よ
う
だ
。
吉
江
喬
松
の
序
文
あ
り
。

東
京
で
一
九
二
六
年
に
出
版
。
ラ
イ
ン
河
流
域
の
人
々
が
日
本
風
に
描
か
れ
た
お
か
し
な
口
絵
が
付
い
て
い
る
。
（
六
日
）
宮
本
正
清
は

私
へ
の
敬
意
に
満
ち
た
フ
ラ
ン
ス
語
の
長
い
手
紙
を
同
封
し
て
い
た
。
こ
の
手
紙
を
八
年
間
温
め
、
や
っ
と
送
る
決
心
を
し
た
と
い
う
。

私
の
著
作
が
き
っ
か
け
で
、
片
山
・

高
村
・

尾
崎
・
上
田
・

高
田
・
吉
田
と
知
り
合
っ
た
そ
う
だ
。
彼
は
片
山
と
上
田
と
同
郷
ら
し
い
。
」

宮
本
の
言
葉
と
し
て
、
「
で
も
、
私
た
ち
は
、
東
京
で
、
ジ
ャ
ン
1
1
ク
リ
ス
ト
フ
の
友
愛
の
手
に
導
か
れ
、
永
遠
の
光
へ
の
愛
の
中
で
出

会
っ
た
の
で
す
。
」
と
書
き
留
め
て
い
る
。

宮
本
の
綴
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
ロ
ラ
ン
の
作
家
と
し
て
の
自
尊
心
を
大
い
に
喜
ば
せ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
は
、
片
山
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
立
つ
前
に
、

宮
本
と
二
人
で
奈
良
の
寺
に
行
き
、
非
公
開
の
仏
像
の
見
学
許
可
を
求
め
た
と
き
の
こ
と
で
、
「
こ
れ
か
ら
ロ
マ
ン
・
ロ

ラ
ン
に
会
い
に
行
く
」
と
言

っ
た
こ
と
で
、
寺
側
か
ら
す
ん
な
り
と
許
可
を
得
た
と
い
う
話
だ
。
宮
本
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
ロ
ラ
ン
は

未
だ
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
国
へ
の
関
心
を
募
ら
せ
、
日
本
の
教
育
制
度
に
対
し
て
、
宮
本
が
、
「
科
学
的
知
識
を
偏
璽
し
、
人
間
性
に

欠
け
、
子
供
の
才
能
の
開
花
に
貢
献
し
な
い
」
と
批
判
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
書
き
留
め
て
い
る
。
ロ
ラ
ン
は
同
時
に
、
日
本
の
青
年
た
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で
あ
っ
た
落
合
孝
幸
は
、
開
戦
直
後
の
フ
ラ
ン
ス
に
い
て
、

ち
の
あ
る
傾
向
へ
の
焼
き
を
問
さ
な
い
。
そ
れ
は
中
国
の
青
年
た
ち
に
も
通
じ
る
こ
と
で
、
彼
の
著
作
の
中
で
も
、
特
に
悲
観
的
な
作
品

（『
ア
エ
ル
ト
』
や
『
敗
れ
し
人
々
』
）
を
好
ん
で
読
ん
で
い
る
こ
と
だ
。

る
と
推
測
し
て
い
る
。

む
の
は
抑
圧
感
か
ら
だ
ろ
う
と
ボ日
き
、
自
ら
が
希
望
の
使
者
に
な
り
、
彼
ら
が
悲
観
論
に
陥
ら
ぬ
よ
う
望
ん
で
い
る
。
彼
は
、

宮
本
に
、

そ
し
て
宮
本
を
通
し
て
全
て
の
日
本
の
青
年
た
ち
に
希
望
を
失
わ
な
い
よ
う
に
と
、
続
け
る
。
「
私
の
『
敗
れ
し
人
々
』
が
若
者
を
惹
き

つ
け
る
の
は
、
か
の
地
に
、
大
き
な
悲
し
み
と
精
神
的
抑
圧
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
私
の
青
春
時
代
も
そ
う
で
し
た
。
私
は
そ
れ
に
打

ち
勝
っ
た
の
で
す
。
友
よ
、
私
と
一
緒
に
打
ち
勝
ち
ま
し
ょ
う
。
魂
の
軍
勢
は
無
数
で
す
。
」

ラ
ン
ス
に
い
た
高
田
博
厚
(
-
九

0
0
ー
一
九
八
七
）
だ
。
彼
は
『
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
生
涯
』
の
訳
者
で
も
あ
り
、
ガ
ン
ジ
ー
と
ロ
ラ

ン
の
胸
像
を
残
し
て
い
る
。

ロ
ラ
ン
は
一
九
三
二
年
に
は
、
英
語
で
読
ん
で
い
た
倉
田
百
三
(
-
八
九
一
ー
一
九
四
三
）

の
弟
子
』
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
に
序
文
を
載
せ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
見
る
と
、

ロ
ラ
ン
が
自
分
の
著
作
が
日
本
で
広
く
読
ま
れ
る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
日
本

人
と
交
わ
し
た
れ日簡
か
ら
は
、
し
ば
し
ば
父
親
の
よ
う
な
眼
差
し
が
感
じ
ら
れ
、
作
家
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
ロ
ラ
ン
は
、
日

本
の
独
，
H
性
を
収
頂
し
、
気
逍
う
の
と
同
時
に
、

こ
の
国
と
ア
ジ
ア
の
未
来
に
ど
ん
な
影
を
落
と
す
か
を
漠
然
と
危
惧
し
て
い
る
。
『
戦
時
の
日
記
』
の
一
九
一
八
年
七
月
二
十
日
に
は
、

成
瀬
の
米
訪
に
期
し
て
こ
う
書
い
て
い
る
「
日
本
は
国
家

マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
ズ
ム
を
標
榜
し
、
軍
国
主
義
国
家
ド
イ
ツ
に
酷
似
し
て
い
る
。

n本
は
そ
の
最
悪
の
教
義
を
ド
イ
ツ
以
上
に
容
赦
な
く
実
行
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
」

さ
て
、
こ
こ
で
、

一
九
三

一
年
十
二
月、

ロ
ラ
ン
は
、
彼
ら
の
精
神
的
抑
圧
が
い
か
に
大
き
い
か
を
物
語

一
九
二
九
年
十

一
月
十
囲
日
付
け
の
宮
本
宛
の
返
事
に
も
、
日
本
の
青
年
た
ち
が
『
敗
れ
し
人
々
』
を
こ
れ
程
好

ロ
ラ
ン
は
ヴ
ィ
ル
ヌ
ー
プ
に
ガ
ン
ジ
ー
を
迎
え
る
が
、
こ
れ
に
立
ち
会
っ
た
日
本
人
彫
刻
家
が
い
る
。
当
時
フ

日
本
が
、
侵
略
と
支
配
と
い
う
欧
米
諸
国
の
悪
の
最
た
る
も
の
に
執
着
す
る
こ
と
が
、

―
っ
煎
要
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
と
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
傾
倒
し
、

一
九
三
八
年
か
ら
外
務
省
の
嘱
託

の
『
出
家
と
そ

一
九
四

0
年
の
春
、
パ
リ
で
雑
誌
「
改
造
」
の
社
長
山
本
実
彦
に
会
う
。
そ
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ロ
ラ
ン
は
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
を
受
け
皿
に
お
い
て
、
「
な
ぜ
で
す
か
」
と
私
に
向
き
直
っ
た
。
そ
し
て
、
今
日
出
会
っ
た

ば
か
り
の
異
国
の
若
者
の
云
い
分
に
も
じ
っ
く
り
耳
を
傾
け
よ
う
と
す
る
誠
意
の
こ
も
っ
た
ま
な
ざ
し
で
、
私
を
見
つ
め
た
。

「
な
ぜ
な
ら
同
じ
理
想
を
実
現
す
る
た
め
に
、
と
も
に
命
を
か
け
て
た
た
か
っ
て
き
た
は
ず
な
の
に
、
革
命
が
成
功
す
る
と
す
ぐ

に
疑
い
あ
っ
た
り
、
憎
み
合
っ
た
り
、
は
て
は
か
つ
て
の
同
士
を
殺
し
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
い
わ
ゆ
る
政
治
屋
が
私
利
私
欲
の

た
め
に
互
い
に
術
策
や
陰
謀
を
た
く
ま
し
く
し
て
争
い
合
い
、
打
倒
し
合
う
の
と
余
り
変
り
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
」

と
、
私
は
言
葉
を
選
び
な
が
ら
、
ぽ
つ
り
ぼ
つ
り
と
述
ぺ
た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
そ
れ
ま
で
に
若
さ
の
余
り
、
世
の
中
に

は
醜
い
争

い
が
多
す
ぎ
る
と
思
い
つ
め
て
い
た
気
持
ち
が
、
胸

一
ぱ
い
に
こ
み
上
げ
て
く
る
の
を
覚
え
た
。
ま
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
私
の

眼
に
見
入
っ
て
い
た
ロ
ラ
ン
の
顔
が
、
そ
の
と
き
不
意
に
人
な
つ
こ
く
、
や
さ
し
く
ほ
ほ
え
ん
だ
。

A
 C

e
 q
u
e
 c'est q
u
e
 la politique, m
o
n
s
i
e
u
r
・
7̀
 

〔
そ
れ
は
ね
、
政
治
は
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
、
き
み
。
〕

私
の
胸
の
奥
底
ま
で
見
と
お
し
た
こ
の
的
確
簡
潔
な
回
答
を
耳
に
し
て
、
私
は
あ
た
り
が
ぱ
っ
と
明
る
く
な
る
の
を
感
じ
た
。
日

ご
ろ
ロ
ラ
ン
の
作
品
を
読
ん
で
ば
ら
ば
ら
に
得
て
い
た
知
識
が
、
そ
の
瞬
間
さ
っ
と
よ
り
集

っ
て
生
き
も
の
に
な
っ
た
と
い
お
う
か
、

す
る
と
、

「
ソ
連

の
指
導
者
た
ち
は
ほ
ん
と
う
に
民
衆
の
た
め
を
思
う
こ
と
で
行
動
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
も
疑
わ
れ
て
な
り
ま

せ
ん
。」

・
思
わ
ず
日
を
は
さ
ん
だ
。

し
て
、
も
う

一
人
の

日
本
人
、

高
田
博
厚
を
伴
っ
て
、
ロ
ラ
ン
の
い
る
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
行
き
を
決
め
る
。
高
田
は
ガ
ン
ジ
ー
と
ロ
ラ
ン
の
対

而
に
同
席
し
た
彫
刻
家
だ
。
落
合
は
、
後
に
こ
の
面
談
の
席
で
政
治
の
話
に
な
っ
た
時
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

以
下
抜
枠
。
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ロ
ラ
ン
の
慈
父
の
よ
う
な
眼
差
し
に
、
「
し
っ
か
り
し
た
ま

え
、
負
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
よ
」
と
い
う
無
言
の
励
ま
し
も
読
み
取
っ
て
い
た
。

若
き
落
合
は
師
で
あ
る
ロ
ラ
ン
の
前
で
緊
張
し
た
様
子
で
、
崇
拝
と
も
言
え
る
調
子
で
彼
の
感
動
が
伝
わ
っ
て
来
る
。
落
合
の
記
録
に

も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
四
月
三
十
日
の
面
談
は
、
単
な
る
表
敬
訪
問
で
は
な
く
、
様
々
な
璽
要
な
テ
ー
マ
が
議
論
さ
れ
た
。
実
は
、
こ
の

と
き
の
こ
と
を
ロ
ラ
ン
自
身
が
書
き
残
し
て
い
る
。

二
0
0六
年
三
月
、

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
で
私
が
閲
覧
し
た
こ
の
日
の
日
記
の
内
容
を
以
下
に
記
す
。
「
パ
リ
か
ら
彫
刻
家
高
田
が

日
本
の
著
名
な
雑
誌
社
社
長
を
連
れ
て
き
た
。
東
京
の
月
刊
雑
誌
『
改
造
』
を
主
宰
す
る
山
本
実
彦
で
、
秘
書
の
落
合
孝
幸
を
伴
っ
て
来

た
。
」
ロ
ラ
ン
は
落
合
を
山
本
の
秘
書
だ
と
勘
違
い
し
て
い
る
。
「
山
本
は
イ
タ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
西
洋
諸
国
を
歴
訪
し

て
い
る
。
五
十
代
で
あ
ろ
う
。
小
柄
で
が
っ
し
り
。
顔
は
大
き
く
ま
じ
め
。
利
発
で
自
由
な
判
断
が
で
き
る
こ
と
は
中
国
に
対
す
る
見
解

を
聞
く
だ
け
で
わ
か
る
。
彼
は
中
国
を
四
十
回
以
上
訪
れ
、
蒋
介
石
な
ど
著
名
な
政
治
家
や
文
化
人
の
全
て
と
会
っ
て
い
る
。
彼
ら
が
知

性
と
政
治
的
手
腕
に
お
い
て
、
い
か
な
る
日
本
の
政
治
家
よ
り
優
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
と
言
う
。
戦
争
が
中
国
と
日
本
の
両
国
に

も
た
ら
す
結
末
を
案
じ
て
い
る
。
私
は
こ
れ
に
意
見
で
き
る
ほ
ど
の
知
識
は
な
く
、
第
一
、
両
国
に
親
愛
な
る
友
が
い
る
。
そ
の
代
わ
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
戦
争
に
つ
い
て
の
彼
の
質
問
に
は
自
由
に
答
え
る
。
特
に
三
人
の
独
裁
者
に
つ
い
て
。
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
既
に
私
は
十
分
に
敵
意
を
表
明
し
、
打
倒
を
訴
え
て
き
た
が
、
三
人
の
独
裁
者
の
中
で
は
一
番
の
天
才
だ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
の
根

本
は
バ
ラ
ン
ス
に
欠
け
、
不
安
定
。
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
最
も
平
凡
だ
。
頭
は
い
い
が
化
粧
の
濃
い
、
差
し
詰
め
喜
劇
役
者
か
悲
劇
役
者
か
。

ス
タ
ー
リ
ン
は
革
命
の
金
床
で
四
十
年
間
打
た
れ
抜
い
た
鋼
鉄
の
よ
う
な
男
で
、
自
ら
革
命
を
体
現
す
る
。
一
日
た
り
と
て
舵
（
か
じ
）

を
離
し
た
こ
と
は
な
く
、
想
像
を
絶
す
る
不
屈
さ
で
戦
い
と
陰
謀
の
地
獄
の
真
っ
只
中
を
生
き
抜
い
て
い
る
。
ゴ
ー
リ
キ
ー
に
つ
い
て
も

長
々
と
話
す
。
文
学
・
芸
術
・
科
学
の
権
威
と
し
て
の
彼
の
役
目
に
つ
い
て
、
私
た
ち
の
深
い
友
情
に
つ
い
て
。
山
本
い
わ
く
日
本
の
知

不
意
に
生
き
生
き
と
動
き
出
し
た
思
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
私
は
、
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識
人
た
ち
は
西
洋
の
知
識
人
の
よ
う
な
地
位
に
な
い
。

フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
下
の
イ
タ
リ
ア
で
さ
え
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
ペ
ネ
デ
ッ
ト
・
ク

ロ
ー
チ
ェ
に
手
を
出
せ
な
い
こ
と
に
彼
は
驚
愕
し
て
い
る
。
数
年
前
に
、
彼
は
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
日
本
に
招
き
、
ア
メ
リ
カ
で
再
会

し
た
ば
か
り
だ
そ
う
だ
。
方
程
式
の
世
界
に
生
き
る
偉
大
な
科
学
者
が
漏
ら
す
現
実
的
な
失
意
の
言
葉
は
、
し
ば
し
ば
私
を
驚
か
せ
て
き

た
が
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
山
本
に
『
こ
の
戦
争
に
は
何
の
目
的
も
な
い
。
』
と
漏
ら
し
た
そ
う
だ
。
（
ウ
ェ
ル
ズ
も
、
人
類
の
未
来
は

三
か
ら
四
の
帝
国
主
義
国
家
間
の
執
拗
な
対
立
に
要
約
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
、
悲
観
的
だ
。
）
私
は
彼
に
言
っ
た
。
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
合
衆
国
、

も
し
く
は
、
星
座
に
な
ら
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
と
英
国
を
究
極
の
基
軸
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
国
家
の
建
設
が
進
む
こ
と
を
願
う
。
』
こ

こ
数
年
の
経
緯
を
見
て
も
、
も
は
や
統
一
な
し
に
小
国
家
が
単
独
で
存
続
す
る
道
は
な
い
。

山
本
は
、
私
に
日
本
で
講
演
す
る
よ
う
勧
め
る
。
私
の
著
作
も
よ
く
読
ま
れ
、
ジ
ッ
ド
や
ヴ
ァ
レ
リ
ー
も
読
ま
れ
て
い
る
ら
し
い
。
ス

タ
ン
ダ
ー
ル
の
愛
読
者
の
会
も
あ
る
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
根
付
か
な
か
っ
た
と
い
う
。
山
本
は
東
京
で
ク
ロ
ー
デ
ル
と

も
面
識
が
あ
り
、
近
日
中
に
ま
た
会
う
そ
う
だ
。
」

以
上
は
一
九
四

0
年
四
月
三
十
日
の
記
録
の
全
部
で
あ
る
。
こ
の
面
談
が
決
し
て
儀
礼
的
な
堅
苦
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
戦
争
と
い
う
切
迫
し
た
問
題
は
も
ち
ろ
ん
文
学
の
話
な
ど
、
話
は
あ
ら
ゆ
る
テ
ー
マ
に
及
び
、
ロ
ラ
ン
の
先
見
の
明
を
示
す
見
解

が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
今
日
、
超
国
家
と
呼
ば
れ
る
帝
国
主
義
国
家
間
の
紛
争
に
言
及
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
合
衆
国
と
言
う
連
邦
型
統
一

か
、
星
座
の
よ
う
な
連
合
型
統
一
化
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。
彼
は
、
大
戦
後
の
冷
戦
構
造
を
予
知
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
一
論
議
の
争

点
と
な
る
統
一
概
念
の
相
違
を
認
識
し
て
い
る
。

一
九
四

0
年
に
な
る
と
、
政
局
の
変
化
は
ロ
ラ
ン
信
奉
者
に
数
々
の
試
練
を
も
た
ら
す
。

2
．
戦
時
期
＼
試
練
の
時
代
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軍
国
主
義
・
強
権
主
義
は
三

0
年
代
か
ら
顕
著
に
な
る
が
、

ち
は
当
局
か
ら
警
戒
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ロ
ラ
ン
の
著
作
及
び
そ
の
読
者
た

ロ
ラ
ン
信
奉
者
た
ち
の
中
に
も
、
高
村
光
太
郎
の
よ
う
に
、
ロ
ラ
ン
に
背
き
、
国
家
主
義
に

傾
い
た
者
も
出
て
く
る
。
し
か
し
、
最
も
真
摯
で
信
念
あ
る
者
達
は
、
彼
ら
の
知
性
に
も
劣
ら
な
い
強
さ
で
、
こ
の
試
練
に
耐
え
抜
い
て

行
く
。
三
国
同
盟
の
締
結
後
も
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
威
光
は
保
た
れ
、
二
つ
の
公
的
機
関
が
存
続
し
た
。
そ
れ
は
、
偉
大
な
駐
日
大
使
ポ
ー

ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
東
京
日
仏
会
館
と
京
都
の
関
西
日
仏
学
館
だ
。
時
局
の
悪
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
文

化
と
触
れ
る
機
会
が
保
た
れ
た
こ
と
は
、
国
家
権
力
か
ら
危
険
視
さ
れ
た
多
く
の
日
本
人
知
識
人
に
と
っ
て
大
き
な
支
え
で
あ
っ
た
は
ず

だ
。
当
時
の
警
察
の
調
査
資
料
を
見
る
と
、
関
西
日
仏
学
館
で
行
わ
れ
る
「
文
化
運
動
」
と
「
人
民
戦
線
」
運
動
と
の
接
触
が
警
戒
さ
れ

る

一
方
、
数
ケ
国
語
を
話
す
知
識
人
た
ち
が
名
指
し
で
警
戒
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

の
た
め
に
、

日
本
が
枢
軸
国
に
加
わ
っ
た
こ
と
で
、

マ
ル
ク
が
答
え
る
場
面
だ
。

こ
れ
ら
知
識
人
の
多
く
は
学
者
だ
っ
た
。
宮
本
正
清
(
-
八
九
八
ー
一
九
八
二
）
に
つ
い
て
詳
し
く
述
ぺ
よ
う
。
彼
を
見
れ
ば
、
抵
抗

ロ
ラ
ン
の
言
葉
が
い
か
に
大
き
な
支
え
に
な
っ
た
か
が
わ
か
る
。

一
八
九
八
年
に
高
知
に
生
ま
れ
、
東
京
の
学
生
だ
っ
た
宮
本
は
、
一
九
二
七
年
、
関
西
日
仏
学
館
設
立
の
た
め
に
京
都
に
来
、
そ
の
後
、

学
館
の
教
師
と
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
と
し
て
、
宮
本
は
長
年
の
ロ
ラ
ン
の
読
者
で
あ
り
、
一
九
二
九
年
に
彼
が
ロ
ラ
ン
の
交
わ
し
た

書
簡
に
つ
い
て
は
前
述
の
通
り
だ
。

宮
本
正
清
は
、
四

0
年
代
の
困
難
な
時
代
に
大
役
を
果
た
し
て
行
く
。
国
家
総
動
員
法
の
時
代
に
、
『
魅
せ
ら
れ
た
る
魂
』
の
初
の
全

訳
に
取
り
組
む
の
だ
。
検
閲
は
日
常
的
で
、
一
九
四

0
年
十
月
、
『
魅
せ
ら
れ
た
る
魂
』
の
第
一
巻
が
岩
波
文
庫
か
ら
出
版
さ
れ
、
四
一

年
に
は
治
安
維
持
法
の
強
化
で
更
に
思
想
弾
圧
が
強
ま
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宮
本
は
こ
の
年
、
第
ニ
・
三
•
四
巻
を
四
二
年
に

は
五
•
六
・
七
を
出
す
が
、
白
抜
き
部
分
な
ど
、
検
閲
箇
所
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
受
け
ら
れ
る
（
当
局
の
指
示
や
出
版
側
の
配
慮
で
削

除
さ
れ
た
の
は
、
六
巻
で
は
五
箇
所
、
七
巻
で
は
二
十
三
箇
所
）
。
そ
の
一
例
が
、
ア
ン
ネ
ッ
ト
と
マ
ル
ク
の
会
話
で
、
「
戦
争
が
お
前
を

捕
ま
え
に
き
た
ら
ど
う
す
る
の
？
」
と
、
問
う
ア
ン
ネ
ッ
ト
に
、
「
僕
は
『
ノ
ン
』
と
い
う
で
し
ょ
う
」
と
、
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開
か
れ
た
こ
の
国
で
、

後
の
一
九
五
四
年
の
秋
、
『
魅
せ
ら
れ
た
る
魂
』
の
文
庫
本
再
版
に
際
し
て
、
宮
本
は
あ
と
が
き
に
書
い
た
。
「
こ
の
翻
訳
は
、

0
年
か
ら
四
二
年
に
わ
た
っ
て
、
戦
時
中
に
岩
波
文
庫
と
し
て
、
日
本
で
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
多
く
の
意
味
を
持
っ
て
い

た
。
当
時
の
日
本
を
覆
っ
て
い
た
排
他
的
、
反
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
、
重
い
、
窒
息
的
な
空
気
の
中
で
、
日
に
日
に
深
刻
に
な
っ
て
行
く
鎖

国
的
な
、
狭
量
な
、
軍
国
主
義
と
国
家
主
義
の
圧
迫
と
、
酷
し
い
、
窮
屈
な
物
質
上
の
統
制
の
下
で
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
作
品
を
出
版

す
る
こ
と
自
体
が
す
で
に
―
つ
の
大
き
な
抵
抗
で
あ
っ
た
。
…
…
」

一
九
四
二
年
八
月
、
『
魅
せ
ら
れ
た
る
魂
』
第
七
巻
、
一
万
三
千
部
が
印
刷
出
版
さ
れ
る
。
こ
の
年
、
「
横
浜
事
件
」
が
起
き
る
。
共
産

主
義
者
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
た
六
十
人
ほ
ど
の
編
集
者
・
記
者
が
逮
捕
さ
れ
、
拷
問
を
受
け
、
十
分
な
審
議
も
な
い
ま
ま
有
罪
を
宣
告
さ

れ
、
更
に
四
人
が
獄
死
し
た
事
件
だ
。
一
方
、
「
中
央
公
論
」
や
「
改
造
」
が
廃
刊
に
追
い
込
ま
れ
る
。
一
九
一
九
年
創
刊
の
「
改
造
」

の
主
宰
者
こ
そ
、
一
九
四

0
年
四
月
に
ロ
ラ
ン
を
訪
問
し
た
山
本
実
彦
だ
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
ロ
ラ
ン
に
傾
倒
す
る
こ
と
は
密
か
な
非
合

法
的
な
行
為
と
な
る
が
、
ロ
ラ
ン
の
火
は
灯
し
続
け
ら
れ
る
。
一
九
四
五
年
六
月
十
五
日
、
宮
本
は
関
西
日
仏
学
館
の
教
師
ジ
ャ
ン
1
1

ピ

エ
ー
ル
・
オ
ー
シ
ュ
コ
ル
ヌ
と
共
に
不
当
に
逮
捕
さ
れ
、
拷
問
を
受
け
る
。
終
戦
の
翌
日
、
八
月
十
六
日
に
釈
放
さ
れ
た
宮
本
は
彼
の
味

わ
っ
た
苦
し
み
と
取
り
戻
し
た
自
由
へ
の
歓
喜
を
二
篇
の
詩
に
し
て
い
る
。
そ
の
一
っ
は
「
焼
き
殺
さ
れ
た
い
と
し
子
ら
へ
」
と
い
う
題

で
、
逮
捕
時
に
押
収
さ
れ
、
焼
か
れ
た
資
料
を
さ
し
て
い
る
。

一
九
四
五
年
以
降
ー
復
典
の
時
代

日
本
人
に
と
っ
て
、
敗
戦
は
政
治
的
・
知
的
・
精
神
的
自
由
の
獲
得
を
意
味
し
た
。
敗
戦
に
打
ち
ひ
し
が
れ
な
が
ら
も
、
再
び
外
国
に

ロ
ラ
ン
の
普
遍
主
義
•
平
和
主
義
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
再
び
注
目
を
集
め
、
読
者
の
心
を
掴
む
。
戦
後
の
ロ
ラ
ン
人

3
 

30 

戦
時
下
の
国
家
に
あ
る
ま
じ
き
問
答
と
し
て
削
除
さ
れ
た
の
だ
。

一
九
四
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気
の
再
燃
の
背
景
に
は
、
み
す
ず
書
房
創
設
者
で
あ
る
小
尾
俊
人
の
、
精
力
的
で
忍
耐
強
い
仕
事
が
あ
っ
た
。
小
尾
は
、
「
ロ
マ
ン
・
ロ

ラ
ン
全
集
」
の
編
集
に
取
り
組
む
。

戦
後
の
出
版
界
は
占
領
軍
の
監
視
下
に
あ
り
、
軍
事
政
権
下
で
体
制
転
覆
を
煽
る
と
危
険
視
さ
れ
た
ロ
ラ
ン
の
著
作
は
、
占
領
軍
か
ら

も
敵
対
視
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。

み
す
ず
書
房
は
、
忍
耐
強
く
何
年
も
か
け
て
翻
訳
家
た
ち
の
努
力
を
結
集
し
、
目
的
は
達
成
さ
れ
る
。

そ
の
陰
に
、
ロ
ラ
ン
自
ら
が
日
本
の
友
人
に
宛
て
た
一
通
の
手
紙
が
あ
っ
た
。
前
述
の
一
九
二
六
年
八
月
一
日
付
の
手
紙
で
、
ロ
ラ
ン

は
片
山
に
宛
て
て
、
彼
の
著
作
の
ど
れ
で
も
訳
し
て
よ
い
と
、
書
い
て
い
た
の
だ
。
「
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集
」
は
、
一
九
四
七
年
か
ら

一
九
五
四
年
の
七
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
第
一
期
五
十
巻
が
予
定
さ
れ
、
そ
の
後
、
第
二
期
を
経
て
、
一
九
七
九
年
か
ら
一
九
八
五
年
に

か
け
て
の
第
三
期
に
は
四
十
三
巻
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

み
す
ず
書
房
か
ら
の
出
版
が
、
ロ
ラ
ン
の
著
作
へ
の
反
響
を
大
い
に
高
め
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
ロ
ラ
ン
の
書
簡
・
日
記
の
全
部
は
入
っ

て
い
な
い
の
で
、
正
確
に
は
「
全
集
」
で
は
な
い
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
未
発
表
の
原
稿
（
日
本
人
に
宛
て
た
多
く
の
手
紙
な
ど
）
の
邦
訳

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
読
む
た
め
に
は
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
財
団
の
資
料
を
管
理
す
る
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
で
閲
覧
す
る
か
、

み
す
ず
書
房
の
邦
訳
に
当
た
る
か
の
ど
ち
ら
か
だ
。
一
九
七
五
年
の
数
字
に
よ
る
と
『
ジ
ャ
ン
1
1
ク
リ
ス
ト
フ
』
の
延
ぺ
販
売
部
数
は
五

十
五
万
四
千
部
、
『
魅
せ
ら
れ
た
る
魂
』
は
六
十
二
万
七
千
九
百
部
で
あ
り
、
反
響
の
大
き
さ
を
十
分
物
語
っ
て
い
る
。

戦
後
の
ロ
ラ
ン
の
影
響
は
文
学
界
に
留
ま
ら
ず
、
音
楽
界
・
演
刺
界
・
映
画
界
に
も
及
ぷ
。
一
九
五

0
年
『
ピ
エ
ー
ル
と
リ
ュ
ー
ス
』

を
今
井
正
監
督
が
映
画
化
し
た
『
ま
た
逢
う
日
ま
で
』
が
大
ヒ
ッ
ト
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
戦
後
の
復
興
期
は
ロ
ラ
ン
研
究
に
と
っ
て
も
再
生
（
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
）
の
時
代
と
な
る
。
一
九
四
九
年
に
は
「
日
本
・

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
友
の
会
」
が
創
立
さ
れ
、
参
画
し
た
著
名
な
知
識
人
や
学
者
の
中
に
は
ラ
プ
レ
ー
の
研
究
で
も
知
ら
れ
る
渡
辺
＿
夫

（
一
九

0
1
|
―
九
七
五
）
が
い
る
。
後
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
大
江
健
三
郎
も
彼
の
教
え
子
だ
っ
た
。
渡
辺
は
一
九
四
八
年
に
、
「
ロ
マ
ン
・
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「
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
派
」
と
も
呼
ぺ
る
日
本
の
知
識
人
の
典
型
が
宮
本
正
消
で
あ
る
と
し
て
も
、

幸
い
彼
は
一
人
で
は
な
い
。

H
本
で

の
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
存
在
の
大
き
さ
が
証
明
す
る
の
は
、
い
か
な
る
状
況
で
も
、
自
由
で
断
固
と
し
た
勇
敢
な
人
た
ち
が
こ
の
国
に
い

た
と
言
う
事
実
だ
ろ
う
。
彼
ら
は
、
そ
の
知
性
に
ふ
さ
わ
し
い
強
さ
を
持
っ
て
い
た
。
ロ
ラ
ン
が
作
家
と
し
て
幸
巡
だ
っ
た
の
は
、
時
代

に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
試
線
に
立
ち
向
か
い
、

信
念
を
行
動
に
移
せ
る
信
奉
者
た
ち
に
恵
ま
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
今
日
の
状
況
は
、
も

ち
ろ
ん
三
十
年
前
と
は
変
わ
っ
た
。
し
か
し
、
時
と
し
て
、
彼
の
影
愕
を
再
認
識
す
る
機
会
は
あ
る
。
最
近
で
は
、

二

0
0六
年
十
二
月

に
、
内
山
本
正
清
の
邦
訳
を
も
と
に
三
味
線
奏
者
今
藤
政
太
郎
の
作

lUl
．
油
出
、
竹
田
兵
砂
子
脚
色
、

吉
行
和
子
の
朗
読
で
、
『
ピ
エ
ー
ル

と
リ
ュ
ー
ス
」
が
東
京
で
上
演
さ
れ
た
。
＾
「
藤
は
学
庄
時
代
に
こ
の
作
品
を
読
み
感
銘
を
受
け
て
い
た
と
い
う
。
「
抵
抗
」
の
作
家
ロ
マ

ン

・
ロ
ラ
ン
の
姿
は
、

rl
本
の
今
後
の
時
勢
に
か
か
わ
ら
ず
、
水
遥
に
生
き
続
け
る
だ
ろ
う
。

＊
 

＊
 

＊
 

ロ
ラ
ン
を
偲
び
て
」
と
い
う
文
章
を
書
き
、
戦
争
に
至
っ
た
経
緯
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

を
紐
り
返
さ
ぬ
た
め
に
」
と
、
訴
え
て
い
る
。

先
に
述
ぺ
た
よ
う
に
、
京
都
が
ロ
ラ
ン
研
究
の
拠
点
に
な
っ
た
の
は
、
宮
本
正
清
の
功
績
が
大
き
か
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
検
閲

や
投
獄
と
い
う
戦
時
中
の
試
線
を
耐
え
抜
い
た
後
、
宮
本
は
、
関
西
日
仏
学
館
に
復
職
し
、
そ
の
後
大
阪
市
立
大
学
教
授
に
な
る
。
一
九

五
0
年

に
は
大
学
教
授
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
ヘ
招
聘
さ
れ
、
研
究
の
傍
ら
、
ア
ル
バ
ン
・

ミ

ッ
シ
ェ
ル
社
と
の
交
渉
に
当
た
っ
た
。
『
魅
せ

ら
れ
た
る
魂
』
の
他
に
、
『
コ
ラ
・
プ
ル
ニ
ョ
ン
』
な
ど
を
訳
し
た
彼
は
、
一
九
八
二
年
十
一
月
十
六

H
に
亡
く
な
る
ま
で
、
ロ
マ
ン
・

ロ
ラ
ン
の
思
想
の
普
及
に
努
め
、
一
九
七
一
年
、
収
集
し
た
ロ
ラ
ン
関
係
の
資
料
が
分
散
し
な
い
よ
う
に
、
京
都
に
財
団
法
人
「
ロ
マ
ン
・

ロ
ラ
ン
研
究
所
」
を
設
立
し
た
。

ロ
ラ
ン
の
志
を
熟
考
し
、
「
か
つ
て
の
愚
か
さ

-13-



本
稿
は
、

l'A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
R
o
m
a
m
 R
o
l
l
a
n
d
 
(
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
協
会
）
主
催
で
、
二

0
0六
年
三
月
十
日
に
パ
リ
高
等
師
範
学
校
で
行
わ

れ
た
講
演

c
《

P
r
e
s
e
n
c
e
d
e
 R
o
m
a
i
n
 R
o
l
l
a
n
d
 a
u
 J
a
p
o
n
"
を
短
縮
し
、
加
筆
・
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
講
演
内
容
は
、
同
タ
イ
ト
ル
で

E
t
u
d
e
s
 R
o
l
l
a
n
d
i
e
n
n
e
s
 N
u
m
e
r
o
 1
6
「
ロ
ラ
ン
研
究
第
十
六
号
」
と
し
て
同
協
会
か
ら
二

0
0六
年
十
月
に
発
行
。
）

2

前
記
講
演
に
先
立
ち
、
み
す
ず
害
房
創
設
者
で
あ
る
小
尾
俊
人
氏
よ
り
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
受
容
史
を
総
括
す
る
大
且
の
手
書
き
資
料
を
戴
き
、

貴
重
な
原
典
と
な
っ
た
。
脚
中
で
は
「
小
尾
手
杏
き
資
料
」
と
記
す
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
の
プ
レ
ヴ
ォ
女
史
に
は
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン

財
団
所
有
の
未
発
表
書
簡
や
日
記
の
閲
覧
の
た
め
協
力
を
戴
い
た
。
闘
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
研
究
所
か
ら
は
、
宮
本
ヱ
イ
子
夫
人
の
ご
厚
意
で
、
宮
本

正
清
先
生
の
蔵
書
を
拝
借
し
、
機
関
誌
「
ユ
ニ
テ
」
の
全
号
を
頂
戴
す
る
な
ど
、
情
報
収
集
の
た
め
に
多
大
な
ご
支
援
を
戴
い
た
。
全
て
の
方
々
に

感
謝
し
御
礼
申
し
上
げ
る
。

3

小
尾
手
書
き
資
料

4

ユ
ニ
テ
ニ
十
三
号

(
-
九
九
六
年
三
月
）
小
尾
俊
人
「
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
日
本
人
た
ち
②
」

p
p
.
3
2
-
3
3

5

小
尾
手
書
き
資
料

6

ユ
ニ
テ
ニ
十
八
号
（
二

0
0
一
年
四
月
）
小
尾
俊
人
「
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集
の
出
発
の
頃
」
（
参
考
資
料
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
邦
訳
出
版
年
表
p
p
.

3
1
-
3
3
)
 

7

ユ
ニ
テ
十
七
号
(
-
九
九

0
年
三
月
）
小
尾
俊
人
「
日
本
に
お
け
る
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
受
容
史
1
」
p
.
16 

8
 
L
es
 V
o
i
x
,
 Ky

o
t
o
 51
号
(
-
九
九

0
年
夏
）

M
a
r
i
e
-
L
a
u
r
e
 P
r
e
v
o
s
t
 "R
e
n
c
o
n
t
r
e
s
 J
a
p
o
n
a
i
s
e
s
"
 (
マ
リ
ー
11

ロ
ー
ル
・
プ
レ
ヴ
ォ
ー

「
日
本
人
と
の
出
会
い
」
）
p
.
 16
 

9
 
J
o
u
r
n
a
l
 des
 an
n
e
e
s
 d
e
 g
u
e
r
r
e
 1

9
1
4ー

1
9
1
9
,
A
l
b
i
n
 M
i
c
h
e
l
,
 Pa

r
i
s
,
 19

5
2
,
 p.
 36

9
 
(「齢
H
時
の
日
記
一
十
竺
四
ー

一
九
一
九
」

p
.
3
6
9
で

こ
の
手
紙
に
つ
い
て
記
述
）

10

同
上

p
.
3
7
0

11

一
九
二
五
年
三
月
十
日
付
、
片
山
宛
の
手
紙

12

ロ
ラ
ン
は
手
紙
を
送
る
前
に
タ
イ
プ
コ
ピ
ー
さ
せ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
に
残
さ
れ
た
資
料
に
は
タ
イ
プ
ミ
ス
か
八
月
九
日
と
あ
る
。

13

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
沓
館
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
財
団
所
有
資
料
中
一
九
二
六
年
八
月
九
日
付
の
手
紙
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同
上

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
財
団
J
o
u
r
n
a
l

―
九
二
八
年
九
月
八
日

同
上

一
九
二
九
年
七
月
二
日

同
上

同
上
一
九
二
九
年
十
月
四
日

同
上

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
財
団
一
九
二
九
年
十
一
月
十
四
日
付
け
宮
本
宛
の
手
紙

宮
本
に
よ
る
邦
訳
は
『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集
』
三
六
、

P
.
4
7
3
 
(
一
九
七
九
、
み
す
ず
書
房）

21

同
上

22

例
え
ば
、
一
九
三

0
年
二
月
四
日
付
の
片
山
宛
の
手
紙
は
愛
情
の
こ
も
っ
た
語
り
で
綴
ら
れ
、
一
九
三

0
年
五
月
八
日
の
上
田
宛
の
手
紙
で
は
自

ら
「
父
親
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。

J
o
u
r
n
a
l
d
e
s
 a
n
n
e
e
s
 d
e
 g
u
e
r
r
e

『
戦
時
の
日
記
一
九
一
四
ー

一
九
一
九
」
に
は

"
p
e
t
i
t
N
a
r
u
s
e
"
 

（
成
瀬
君
）
と
い
う
表
現
が
あ
る
。

23 
J
o
u
r
n
a
l
 d
e
s
 a
n
n
e
e
s
 d
e
 g
u
e
r
r
e
 p. 
1
5
3
8
 
(『齢
H
時
の
日
記
一
九
一
四
ー
一
九
一
九
』

p.
1
5
3
8
)
 

24

ユ
ニ
テ
ニ
十
三
号
(
-
九
九
六
年
三
月
）
落
合
孝
幸
「
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
面
影
」

p
p
.
4
8ー

4
9

25

ナ
ポ
レ
オ
ン
を
指
し
て
当
時
の
ロ
ー
マ
教
皇
が
用
い
た
表
現

26

ユ
ニ
テ
三
十
二
号
（
二

0
0五
年
四
月
）
園
部
逸
夫
「
加
古
祐
二
郎
と
瀧
川
事
件
な
ど
」
p
.
9

2
7
宮
本
正
清
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
ユ
ニ
テ
十
六
•
特
集
宮
本
正
清
追
悼
号
(
-
九
八
八
年
十
一
月
）
に
詳
し
い
。
巻
頭
に
略
年
譜
゜

28

ユ
ニ
テ
ニ
十
八
号
（
二

0
0
一
年
四
月
）
小
尾
俊
人
「
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集
の
出
発
の
頃
」
（
参
考
資
料
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
邦
訳
出
版
年
表
p
p

3
1ー

3
3
)

29 
L
'
A
m
e
 en
c
h
a
n
t
e
e
,
 A
l
b
i
n
 M
i
c
h
e
l
,
 P
a
r
i
s
,
 1
9
5
1
(
初
版
一
九
三
四
〕

p. 
7
2
3
 

30

ユ
ニ
テ
ニ
十
号
記
念
特
集
(
-
九
九
三
年
三
月
）
宮
本
正
清
没
後
十
年
記
念
講
演
小
尾
俊
人
「
ふ
し
ぎ
な
静
け
さ
」

p
p
.
5
4ー

5
5

31

「
魅
せ
ら
れ
た
る
魂
（
一
）
』
宮
本
正
清
訳
（
岩
波
文
庫

一
九
八
九
）

p
.
4
7
6
 

20 19 18 17 16 15 14 
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ユ
ニ
テ
十
六
号
(
-
九
八
八
年
十
一
月
）

p
p
.
 2

-
3
 

戦
後
の
出
版
諸
事
情
に
つ
い
て
は
ユ
ニ
テ
ニ
十
八
号
（
二
0
0
一
年
四
月
）
小
尾
俊
人
「
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集
の
出
発
の
頃
」
に
詳
し
い
。

p
p
.
 1

5
ー

1
8

34

小
尾
手
書
き
資
料

35

ユ
ニ
テ
十
七
号
（
一
九
九

0
年
三
月
）
小
尾
俊
人
「
日
本
に
お
け
る
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
受
容
史
ー
」

p.
1
7
 

36

ユ
ニ
テ
ニ
十
三
号
（
一
九
九
六
年
三
月
）
小
尾
俊
人
「
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
日
本
人
た
ち
②
」
p
p
.
3
6
-
3
7

33 32 

（甲
南
大
学
助
教
授
•
仏
文

学
）
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戦
間
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
状
況
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
こ
の
時
代
の
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
文
学
・
思
想
を
め
ぐ
る
三
つ
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
論
究
し
た
い
。

ー
つ
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
仏
・
独
・
伊
関
係
、
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
の
動
向
に
対
す
る
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
見

方
で
あ
る
。
『
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
』
の
作
家
は
、
こ
の
時
期
、
『
魅
せ
ら
れ
た
る
魂
』
な
ど
の
作
品
を
書
き
つ
つ
、
イ
タ
リ
ア
の
フ
ァ

シ
ズ
ム
、
ま
た
ド
イ
ツ
の
ナ
チ
ズ
ム
の
動
き
を
ど
う
見
て
い
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
要
は
、
そ
れ
が
ロ
ラ
ン
の
文
学
・
思
想
に

ど
う
い
う
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
つ
目
は
、
ロ
シ
ア
革
命
と
そ
の
後
の
ソ
連
の
動
向
に
対
す
る
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
見
方
で
あ
る
。
ロ
ラ
ン
は
、
ロ
シ
ア
革
命
を
擁
護

し
、
レ
ー
ニ
ン
や
ゴ
ー
リ
キ
ー
に
共
感
を
寄
せ
、
ロ
ラ
ン
な
り
に
社
会
主
義
や
そ
の
社
会
に
つ
い
て
の
イ
デ
ー
、
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
た
が
、

や
が
て
ス
タ
ー
リ
ン
体
制
と
な
っ
た
ソ
連
を
ど
う
見
た
か
と
い
う
問
題
は
、
み
ず
か
ら
訪
ソ
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
と
も
会
見
し
て
い
る
ル
ポ

ル
タ
ー
ジ
ュ
「
モ
ス
ク
ワ
紀
行
』
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
現
在
、
な
お
明
ら
か
に
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
こ
で
も
、
ソ
連
お
よ

び
社
会
主
義
な
い
し
共
産
主
義
に
対
す
る
ロ
ラ
ン
の
見
方
は
、
彼
の
文
学
・
思
想
に
ど
う
作
用
し
た
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
帰
着
す
る
。

そ
し
て
三
つ
目
の
テ
ー
マ
は
、
戦
間
期
の
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
が
、
ガ
ン
ジ
ー
な
ど
イ
ン
ド
の
思
想
に
関
心
を
も
つ
に
い
た
っ
た
内
面
の

プ
ロ
セ
ス
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
関
わ
り
に
お
け
る
ロ
ラ
ン
の
思
想
・
信
条
、
あ
る
い
は
精
神
の
内
奥
を
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い

戦
間
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ロ
マ
ン
・

ロ
ラ
ン

山

日

俊

章
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戦
後
と

『
自
由
芸
術
』

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
戦
間
期
な
い
し
両
大
戦
間
と
い
う
言
葉
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
い
う

l
'
e
n
t
r
e
'
d
e
u
x
'
g
u
e
r
r
e
s
と
い
う
言
葉
が
定
着

し
、
こ
と
も
な
げ
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
実
に
恐
ろ
し
い
言
葉
で
、
二
つ
の
世
界
大
戦
の
間
に
二
十
年
ほ
ど
の
間
隔
し
か

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
言
葉
で
あ
ろ
う
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
多
く
の
人
び
と
が
両
次
大
戦
を
経
験
し
た
わ
け
で
、
し
か
も
先
の
大

戦
が
終
わ
っ
て
結
ば
れ
た
講
和
条
約
が
、
次
の
大
戦
の
原
因
と
も
な
り
か
ね
な
い
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
る
と
い
う
現
実
が
あ
っ
た
。
こ
の

時
期
、
す
な
わ
ち
第

一
次
大
戦
が
終
結
し
た

一
九
一
八
年
十
一
月
か
ら
、
第
二
次
大
戦
が
勃
発
す
る
一
九
三
九
年
九
月
ま
で
の
年
月
、
ロ

マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
五
十
二
歳
か
ら
七
十
三
歳
の
年
齢
を
生
き
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
こ
に
お
け
る
彼
の
文
学
的
・
思
想
的
営
為
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

第

一
次
大
戦
の
終
結
直
後
、

一
九

一
九
年
三
月
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
十
字
路
と
も
い
う
ぺ
き
ベ
ル
ギ
ー
の
プ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
お
い
て
、

r
自
由
芸
術
』
L
、A
r
l
Libre
と
称
す
る
雑
誌
が
発
行
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
画
家
ポ
ー
ル
・
コ
ラ
ン

P
a
u
l
C
o
l
i
n
 

（
一
八
九
ニ
ー

一
九
八
五
）
、
当
時
二
十
七
歳
の
編
集
に
よ
る
も
の
で
、
最
初
は
半
月
刊
、
後
に
は
月
刊
と
な
っ
て
一
九
二

二
年
六
月
ま
で
、

五
十
三
サ
に
わ
た
っ
て
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
こ
の
雑
誌
に
つ
い
て
、
「
戦
後
の
当
初
数
年
間
の
国
際
的
な

芸
術
・
思
想
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
最
も
貰
重
な
も
の
」
と
評
価
し
た
。

芸
術
の
独
立
を
主
張
す
る
『
自
由
芸
術
』
の
指
針
の
一
っ
は
、
大
戦
中
の
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
「
戦
い
を
超
え
」
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た
。
「
西
欧
の
知
識
人
の
共
感
の
絆
」
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
を
謳
う
『
自
由
芸
術
』
は
、
戦
後
の

「
世
界
の
再
生
に
協

JJ
す
る
」
こ
と
を
主
張
す
る
が
、
し
か
し
ま
だ
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ

講
和
会
議
が
進
行
中
で
、

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
ド
イ
ツ
へ
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の
報
復
熱
で
世
論
が
沸
騰
し
て
い
る
さ
な
か
に
、
昨
日
ま
で
の
敵
国
と
の
融
和
を
求
め
る
こ
と
は
、
多
く
の
敵
を
つ
く
る
こ
と
で
も
あ
っ

た
。
ポ
ー
ル
・
コ
ラ
ン
は
、
す
で
に
第
四
号
(
-
九
一
九
年
五
月
）
に
お
い
て
、
同
誌
が
「
敗
北
主
義
」

d
e
f
a
i
t
i
s
m
e
の
烙
印
を
捺
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
に
正
面
か
ら
反
駁
し
た
。

す
な
わ
ち
、
コ
ラ
ン
は
、
「
わ
れ
わ
れ
の
指
導
者
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
」
を
擁
護
す
る
こ
と
が
敗
北
主
義
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
た
し
か

に
敗
北
主
義
者
で
あ
る
と
い
い
、
「
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
良
心
を
裏
切
ら
ず
に
わ
れ
わ
れ
の
世
代
の
魂
を
救
っ
た
唯
一
の

指
導
者
で
あ
る
」
と
い
う
。
そ
し
て
ま
た
彼
は
、
バ
ル
ビ
ュ
ス

H
e
n
r
i
B
a
r
b
u
s
s
e
 
(
一
八
七
三
ー
一
九
三
五
）
や
、
年
代
の
よ
り
近
い

デ
ュ
ア
メ
ル

G
e
o
r
g
e
s
D
u
h
a
m
e
l
 
(
一
八
八
四
ー
一
九
六
六
）
の
よ
う
に
、
戦
場
に
あ
っ
て
な
お
「
自
己
の
最
良
の
部
分
と
の
崇
高
で

内
密
な
対
話
を
中
断
し
な
か
っ
た
」
人
び
と
に
敬
意
を
表
し
つ
つ
、
「
人
道
主
義
と
平
和
主
義
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
を
信
じ
る
こ
と
が
、
あ

る
い
は
ま
た
「
武
装
解
除
さ
れ
て
勝
利
者
の
意
の
ま
ま
に
さ
れ
て
い
る
敵
を
侮
辱
す
る
連
中
」
を
侮
る
こ
と
が
敗
北
主
義
な
ら
ば
、
わ
れ

わ
れ
は
い
か
に
も
敗
北
主
義
者
で
あ
る
と
論
じ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
『
自
由
芸
術
』
は
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
を
師
表
と
し
つ
つ
、
平
和
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
た
人
間
と
芸
術
の
自
由
を
叫
び
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
旗
織
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
諸
国
の
芸
術
・
文
学
・
思
想
の
動
き
を
報
じ
る
ほ
か
、
各
国
の
芸
術
家
・
知
識
人

ら
に
誌
面
を
提
供
し
、
そ
の
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
の
運
動
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
自
身
の
関
わ
り
を
挙
げ
れ
ば
、
第
八
号
(
-
九
一
九
年
七
月
）
に
、
ロ
ラ
ン
の
起
草
に
な
る
『
精
神
の

独
立
宣
言
』
が
ロ
ラ
ン
ほ
か
十
ニ
カ
国
五
十
名
の
作
家
・
知
識
人
ら
の
署
名
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
、
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
、
エ
レ
ン
・
ケ
イ
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
マ
ン
、
ジ
ュ
ー
ル
・
ロ
マ
ン
、
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
、
シ
ュ
テ

フ
ァ
ン
・
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
ら
、
戦
間
期
に
活
動
す
る
国
際
的
な
自
由
主
義
知
識
人
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
講
和
条
約
調
印
と

同
時
に
公
表
さ
れ
た
こ
の
『
宣
言
』
は
、
大
戦
中
の
ロ
ラ
ン
の
孤
独
な
闘
い
の
結
晶
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
、
戦
後
の
ロ
ラ
ン
の
言
論

活
動
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
へ
の
訴
え
で
あ
っ
た
。

-19-



ら
の
前
に
は
、

こ
の
論
争
は
、
当
時
の
状
況
を
反
映
し
、
知
識
人
の
在
り
方
の
い
わ
ば
倫
理
性
を
強
く
問
う
も
の
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
。

一
方
で
革
命
の
生
み
の
苦
し
み
の
中
か
ら
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
を
樹
立
し
つ
つ
あ
る
国
が
あ
り
、
ま
た
ス
パ
ル
タ
ク
ス
団
の

J

と
で
あ
る
と
固
く
信
じ
て
い
ま
す
」
と
直
言
し
た
の
で
あ
っ
た
。

報
じ
た
が
、
こ
れ
が
機
縁
と
な
っ
て
、

が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
自
由
芸
術
』
は
ま
た
、
同
じ
一
九
一
九
年
八
月
号
を
手
始
め
に
、
バ
ル
ビ
ュ
ス
を
中
心
と
す
る
ク
ラ
ル
テ
運
動
に
つ
い
て
大
々
的
に

や
が
て
こ
の
ク
ラ
ル
テ
運
動
に
加
わ
る
こ
と
を
留
保
す
る
ロ
ラ
ン
と
バ
ル
ビ
ュ
ス
と
の
間
に
論
争

こ
の
論
争
に
つ
い
て
少
々
触
れ
る
と
、
発
端
は

一
九
ニ

―
年
十
二
月
の
『
ク
ラ
ル
テ
』

C
l
a
r
t
e
誌
に
、
バ
ル
ビ
ュ
ス
が
『
義
務
の
他

の
半
面
ー
—

ロ
ラ
ン

主
義
に
つ
い
て
』
と
題
す
る
論
説
を
発
表
し
、
ク
ラ
ル
テ
運
動
に
加
わ
る
こ
と
を
留
保
す
る
ロ
ラ
ン
に
対
し
て
、精

神
の
独
立
を
信
奉
す
る
知
識
人
に
は
政
治
行
動
へ
の
無
関
心
、
い
な
嫌
悪
さ
え
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
は
「
超
脱
」
あ
る
い
は
象
牙

の
塔

へ
の
隈
遁
で
あ
る
と
批
判
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
バ
ル
ビ
ュ
ス
は
、
知
識
人
の
義
務
は
古
い
社
会
組
織
を
破
壊
す
ぺ
き
批
評

活
動
と
と
も
に
、
新
し
い
秩
序
の
建
設
に
積
極
的
に
参
画
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
、
そ
の
後
者
の
義
務
に
関
わ
ろ
う
と
し
な
い
傾
向
を
ロ

ラ
ン
主
義
と
決
め
つ
け
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
ラ
ン
は
、
『
自
由
芸
術
』
(
-
九
二
二
年

一
月
）
に
寄
せ
た
公
開
書
簡
で
こ
う
述
ぺ
た
。
「
私
を
知
り
私
の
著
書
を

た
だ
の

一
冊
で
も
読
ん
だ
人
な
ら
、
そ
の
語
調
が
〈
超
脱
し
た
〉
人
間
の
も
の
で
あ
る
か
I

そ
れ
と
も
逆
に
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
苦

し
み
に
心
を
引
き
裂
か
れ
、
そ
の
よ
う
な
苦
し
み
を
少
な
く
す
る
か
、
あ
る
い
は
和
ら
げ
る
か
す
る
た
め
に
闘
っ
て
い
る
人
間
の
も
の
で

あ
る
か
が
分
か
る
で
し
ょ
う
」
。
そ
し
て
ロ
ラ
ン
は
、
『
ク
ラ
ル
テ
』
の
発
足
当
初
か
ら
創
設
者
た
ち
の
精
神
と
は
一
致
し
な
い
こ
と
を
感

じ
て
き
た
と
し
つ
つ
、
バ
ル
ビ
ュ
ス
の
文
章
を
引
用
し
、
「
『
ク
ラ
ル
テ
』
の
一
般
的
諸
原
則
が
（
…
…
）
規
定
し
て
い
る
革
命
的
社
会
幾

何
学
に
誤
算
は
あ
り
え
な
い
」
と
す
る
、
そ
う
し
た
い
わ
ば
教
条
主
義
を
批
判
す
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
「
私
は
ま
た
、
あ
な
た
が
共
産

主
義
の
大
義
の
た
め
に
な
し
う
る
最
大
の
奉
仕
は
、
そ
の
弁
護
を
お
こ
な
う
こ
と
で
は
な
く
、
率
直
か
つ
真
正
な
批
判
を
そ
れ
に
加
え
る

つ
ま
り
、
彼
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一
九
二
三
年
二
月
、
月
刊
誌
と
し
て
誕
生
し
た
『
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
』

E
u
r
o
p
e
は
、
編
集
主
幹
に
作
家
の
ル
ネ
・
ア
ル
コ
ス

R
e
n
e

A
r
c
o
s
 
(
一
八
八
一
ー
一
九
五
九
）
と
ポ
ー
ル
・
コ
ラ
ン
が
当
た
り
、

当
初
は
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
名
を
掲
げ
て
い
な
い
が
、

慾
悪
の
も
と
に
発
行
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
ろ
う
。

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
に
拠
る
言
論
活
動
と
『
魅
せ
ら
れ
た
る
魂
』

ン
の
名
を
と
ど
め
る
雑
誌
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
で
あ
る
。

蛉
起
が
鎮
圧
さ
れ
て
革
命
と
反
革
命
が
せ
め
ぎ
あ
う
中
で
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
が
誕
生
す
る
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
他
方
、
米

英
仏
日
の
四
連
合
国
が
ロ
シ
ア
革
命
に
対
す
る
干
渉
戦
争
を
起
こ
し
、
あ
る
い
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
も
と
づ
く
賠
償
問
題
で
苛
敏
誅

求
す
る
疲
弊
し
た
戦
勝
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
現
実
は
、
正
義
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
国
境
の
内
側
に
の
み
と
ど

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
知
識
人
に
と
っ
て
、
座
視
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
バ
ル
ビ
ュ
ス
1
1

ロ
ラ
ン
論
争
は
、
そ
う
し
た
諸
状
況
の
倫
理

性
の
も
と
で
理
解
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
が
、
当
時
誕
生
し
て
間
も
な
い
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
影
響
下
に
あ
っ
た
バ
ル
ビ
ュ
ス
に
対
し
て
、
理

想
主
義
者
で
あ
る
が
ゆ
え
に
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
現
実
に
妥
協
し
え
な
い
ロ
ラ
ン
の
懐
疑
が
作
用
し
、
二
度
の
応
酬
が
あ
っ
た
も
の

の
、
争
点
は
対
立
し
た
ま
ま
に
終
わ
っ
た
。
だ
が
、
こ
こ
に
は
、
両
者
の
対
立
を
超
え
て
、
そ
の
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ひ
い
て
は
世
界
に

お
け
る
人
間
の
「
当
為
」
あ
る
い
は
ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン
を
め
ぐ
る
争
点
の
原
型
が
見
出
さ
れ
る
と
い
う
点
で
、
忘
れ
が
た
い
も
の
で
あ
っ

『
自
由
芸
術
』
は
、

ほ
か
に
も
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
デ
ュ
ア
メ
ル
の
『
戦
争
と
文
学
』
と
い
う
戦
争
体
験
者
な
ら
で
は
の
痛
切
な
論
説
、

あ
る
い
は
マ
ル
セ
ル
・
マ
ル
チ
ネ
の
『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
作
品
へ
の
序
説
』
と
題
す
る
連
載
も
の
な
ど
、
い
ま
な
お
有
意
義
な
論
稿
を

掲
載
し
、
歴
史
の
評
価
に
耐
え
う
る
成
果
を
残
し
た
が
、
こ
れ
を
い
わ
ば
発
展
的
に
継
承
し
た
も
の
が
、
創
刊
者
と
し
て
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ

ロ
ラ
ン
の
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戦
間
期
の
ロ
ラ
ン
の
言
論
活
動
は
、
主
と
し
て
こ
の
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
誌
を
舞
台
に
展
開
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、

三

0
年
代
前
半

に
同
誌
に
発
表
さ
れ
た
論
説
の
多
く
は
、
『
闘
争
の
十
五
年
』

Q
u
i
n
z
e
a
n
s
 d
e
 c
o
m
b
a
t
 
(
一
九
三
五
）
と
し
て
一
冊
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
内
容
を
見
れ
ば
、
そ
の
間
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
実
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
が
、
一
九

二

0
年
代
に
お
い
て
は
三

つ
の
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
が
あ
っ
て
、
第
一
は
独
仏
和
解
の
た
め
に
、
第
二
は
イ
タ
リ
ア
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
抗
し

て、

第
三
は
ソ
連
擁
護
の
た
め
に
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

第

一
の
独
仏
和
解
の
た
め
に
と
い
う
こ
と
で
は
、
『
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
』
の
作
家
の
考
え
は
き
わ
め
て
明
瞭
で
あ
る
。
以
前
の
両

大
戦
間
、
す
な
わ
ち
普
仏
戦
争
が
終
わ
っ
た
一
八
七
一
年
か
ら
第
一
次
大
戦
勃
発
ま
で
の
大
戦
間
を
舞
台
に
、
ド
イ
ツ
人
の
音
楽
家
を
主

人
公
と
す
る
大
河
小
説
を
書
き
、
作
者
自
身
と
ほ
ぽ
同
時
代
の
独
仏
間
の
歴
史
的
運
命
を
超
克
な
い
し
は
克
服
す
ぺ
き
人
間
像
を
描
き
上

フ
ラ
ト

リ

シ
ッ

ド

げ
た
ロ
ラ
ン
は
、
独
仏
の
戦
い
を
「
兄
弟
殺
し
」
と
し
て
糾
弾
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
一
九
二
三
年
の
ル
ー
ル
占
領
（
ド
イ
ツ
の
賠
償
義

務
不
履
行
を
理
由
と
し
て
ル
ー
ル
地
方
に
フ
ラ
ン
ス
軍
を
進
駐
さ
せ
た
）
に
際
し
、
こ
れ
は
「
独
仏
間
の
戦
争
再
開
と
両
国
相
互
の
破
壊

を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
」
と
強
く
批
判
し
た
。

い
う
ロ
ラ
ン
の
声
は
悲
痛
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
ま
た
、

一
九
二

0
年
代
と

フ
ラ
ン
ス
の
「
抑
圧
者
た
ち
は
、
恐
る
ぺ
き
未
来
に
彼
ら
の
子
ど
も
を
陥
れ
て
い
る
」
と

ロ
ラ
ン
は
、
同
じ

一
九
二
三
年
の
冬
、
『
ド
イ
ツ
の
不
幸
な
人
び
と
の
救
援
を
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
訴
え
る
』
と
い
う
ア

ピ
ー
ル
を
発
し
、
「
苦
悩
を
前
に
し
て
は
、
も
は
や
勝
者
も
敗
者
も
な
い
」
と
し
て
こ
う
訴
え
る
。
「
ド
イ
ツ
の
民
衆
が
餓
死
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
罪
の
な
い
多
数
の
人
び
と
が
戦
争
の
災
厄
の
結
果
を
む
ご
た
ら
し
く
も
償
っ
て
い
る
。
（
…
…
）
い
に
し
え
の
騎
士
道
の
フ
ラ

ン
ス

ー

カ
強
い
ユ
ゴ
ー
は
そ
の
最
後
の
歌
い
手
で
あ
っ
た

ー
ー

は
、
戦
場
に
手
を
差
し
の
ぺ
、
そ
の
傷
に
包
帯
を
し
た
も
の
だ
っ
た
。

四
年
前
に
戦
争
は
終
わ
っ
た
、
と
人
び
と
は
言
い
、
大
地
の
新
た
な
生
命
が
そ
の
収
穫
物
に
よ
る
盛
ん
な
風
化
で
戦
場
を
覆
い
隠
し
て
い

る
。
し
か
し
敗
者
は
依
然
と
し
て
横
た
わ
っ
て
お
り
、
救
い
の
手
も
な
く
死
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
」

こ
う
し
て
、
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
や
オ
リ
ヴ
ィ
エ
た
ち
の
次
の
世
代
を
案
じ
、
か
つ
彼
ら
に
訴
え
か
け
る
ロ
ラ
ン
は
、
第
二
の
ラ
イ
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ト
モ
チ
ー
フ
、

つ
ま
り
イ
タ
リ
ア
に
台
頭
す
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
抗
し
て
声
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ
タ
リ
ア
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
、
終
戦
直
後
の
一
九
一
九
年
三
月
に
結
成
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
戦
闘
フ
ァ
ッ
シ
を
起
源
と
す
る
が
、
こ
れ
は

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
ら
の

〈
革
命
行
動
フ
ァ
ッ
シ
〉
の
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
し
た
も
の
で
、
や
が
て
フ
ァ
シ
ス
ト
党
を
名
乗
り
、

ロ
ー
マ
ヘ
進
軍
し
て

一
九
二
二
年
十
月
に
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
が
政
権
を
掌
握
し
た
。
こ
の
政
権
は
以
後
二
十
年
に
わ
た
る
長
期
支
配
を
続
け

る
こ
と
に
な
る
が
、

一
九
二
五
年
一
月
に
は
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
に
よ
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
独
裁
宣
言
、
翌
二
六
年
に
は
統
領
（
ド
ゥ
ー
チ
ェ
）
就

任
と
い
う
よ
う
に
独
裁
体
制
を
確
立
し
た
。

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
そ
の
年
、

一
九
二
六
年
四
月
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
ト
リ
ポ
リ
に
お
け
る
戦
争
挑
発
行
為
に
抗
議
し
て
、
『
戦
争
と

そ
の
挑
発
の
手
先
ら
に
抗
し
て
』
と
い
う

一
文
を
書
い
た
の
を
初
め
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
ヘ
の
批
判
を
展
開
し
て
い
く
が
、

『
闘
争
の
十
五
年
』
の
序
文
と
し
て
載
せ
た
「
パ
ノ
ラ
マ
」
に
こ
う
書
い
て
い
る
。

「
イ
タ
リ
ア
は
、
私
の
青
年
時
代
、
私
の
心
情
と
思
想
の
生
活
、
ま
た
私
の
友
情
に
お
い
て
、
非
常
に
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い

た
の
で
、
私
の
運
命
と
イ
タ
リ
ア
の
運
命
と
は
か
ら
み
あ
わ
な
い
で
は
い
な
か
っ
た
。
（
…
…
）
イ
タ
リ
ア
人
に
対
す
る
イ
タ
リ
ア
・

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
罪
悪
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
す
る
罪
悪
、
す
な
わ
ち
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
が
振
り
か
ざ
し
た
戦
争
の
脅
威
が
加
え
ら
れ
た
。

（
…
…
）
戦
争
に
反
対
す
る
者
は
、
戦
争
挑
発
の
手
先
と
の
闘
争
に
入
る
ぺ
き
で
あ
っ
た
。
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
が
ト
リ
ポ
リ
で
戦
争
を

あ
お
り
た
て
た
翌
日
、
＇
~
私
は
(
•
…
•
'
)
そ
の
闘
争
に
入
っ
た
。
」

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
読
者
は
よ
く
知
る
よ
う
に
、
大
作
『
魅
せ
ら
れ
た
る
魂
』
が
書
か
れ
た
の
は
、
一
九
ニ
―
年
六
月
か
ら
一
九
三
三

年
九
月
に
か
け
て
の
十
二
年
間
で
あ
り
、
こ
れ
は
い
ま
少
々
振
り
返
っ
た
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
台
頭
か
ら
独
裁
的
支
配
の
確
立
に

い
た
る
時
期
と
ほ
ぼ
爾
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
魅
せ
ら
れ
た
る
魂
』
は
、
一
八
七
五
年
生
ま
れ
と
さ
れ
て
い
る
主
人
公
ア
ン
ネ
ッ
ト
・
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後
に
流
行
す
る
言
葉
を
用
い
る
な
ら
ば
、

こ
こ
で
本
論
の

二

つ
目
の
テ
ー
マ
で
あ
る
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
ロ
シ
ア
革
命
お
よ
び
ソ
連
に
つ
い
て
の
見
方
（
こ
れ
は
前
記
第
三
の
ラ

イ
ト
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
ソ
連
擁
護
と
璽
な
る
）
に
移
り
た
い
。

ロ
ラ
ン
は
、

ご
十

一
歳
の
と
き
、
ト
ル
ス
ト
イ
に
手
紙
を
書
い
て
以
来
、
ト
ル
ス
ト
イ
を
通
し
て
ロ
シ
ア
の
魂
と
も
い
う
ぺ
き
も
の
に

触
れ
、
戦
前

一
九

―
一
年
に

『
ト
ル
ス
ト
イ
の
生
涯
』
を
著
し
て
い
た
が
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
深
い
大
き
な
愛
へ
の
心
服
に
よ
っ
て
、
ロ
シ

ア
民
族
、
ロ
シ
ア
の
民
衆
に
対
す
る
い
わ
ば
愛
着
を
感
じ
て
い
た
。
ロ
シ
ア
革
命
に
対
す
る
ロ
ラ
ン
の
共
感
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
革
命

息
想
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
ト
ル
ス
ト
イ
と
い
う
鏡
に
映
し
た
鏡
像
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
す
で
に
一
九

0
五
年
の

革
命
の
敗
北
を
知
る
ロ
ラ
ン
は
、
『
ト
ル
ス
ト
イ
の
生
涯
』
に
お
い
て
こ
う
書
い
て
い
る
。

ロ
ラ
ン
の
ロ
シ
ア
革
命
観
・
ソ
連
観
と
イ
ン
ド
思
想

J

の
よ
う
に
、

リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
の

ニ
卜
三
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
生
涯
を
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
実
際
の
歴
史
の
年
代
で
は
、

リ
万
国
閲
覧
会
あ
た
り
か
ら
、
こ
の
作
品
が
完
結
さ
れ
た
一
九
三
三
年
ま
で
を
背
景
と
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、
こ
の
作
品
の
舞
台
背
漿
は
、
作
者
ロ
ラ
ン
が
生
き
て
き
た
、
そ
し
て
現
在
な
お
生
き
て
い
る
二
十
世
紀
の
現
実
で
あ
り
、
同
時
代
史

な
の

で
あ
る
。

ロ
ラ
ン
は
作
家
と
し
て
も
っ
と
も
む
ず
か
し
い
方
法
を
選
び
、
あ
え
て
そ
れ
に
挑
戦
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
作
品
の
第
六
巻
、

も
う
終
わ
り
に
近
い

「
予
告
す
る
者
』
の
第
二
部
「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
五
月
」
に
お
い
て
、
主
人
公
の
息
子
マ
ル
ク
が
フ
ァ
シ
ス
ト
に
よ
っ

て
刺
殺
さ
れ
る
と
い
う
場
面
が
描
か
れ
も
す
る
こ
と
に
な
る
。

ロ
ラ
ン
は
評
論
な
り
論
説
な
り
で
取
り
上
げ
る
フ
ァ
シ
ス
ト
批
判
を
、
小
説
に
描
き
こ
む
と
い
う
手
法
、
第
二
次
大
戦

い
わ
ゆ
る

litterature
e
n
g
a
g
e
e
を
先
取
り
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

一
九

0
0年
の
パ
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的
で
、

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
で
さ
え
あ
る
と
言

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「特
に

ロ
シ
ア
民
族
は
す
ぺ
て
の
民
族
の
中
で
も
真
の
キ
リ
ス
ト
教
が
浸
透
し
た
国
民
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
来
る
ぺ
き
革
命
は

キ
リ
ス
ト
教
の
名
に
よ
っ
て
結
合
と
愛
の
掟
を
実
現
す
ぺ
き
で
あ
る
。
(
…
…
)
と
こ
ろ
で
こ
の
愛
の
掟
は
、
悪
に
対
す
る
無
抵
抗

の
掟
に
も
と
づ
く
の
で
な
け
れ
ば
成
就
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
る
。
」

こ
れ
は
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
な
ら
で
は
の
高
邁
な
革
命
観
で
あ
る
。
ロ
ラ
ン
は
こ
の
美
し
い
眼
鏡
で
一
九
一
七
年
の
十
月
革
命
を
見
、
こ

れ
を

「
新
し
き
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
出
現
と
と
ら
え
、
た
と
え
ば
一
九
一
九
年
十
月
に
は
、
『
ロ
シ
ア
の
兄
弟
の
た
め
に
|
—
飢
餓
封
鎖
に

反
対
し
て
』
と
い
う
一
文
を
『
ユ
マ
ニ
テ
』
紙
に
寄
せ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
そ
こ
で
こ
う
述
ぺ
る
。

て
も
、 「

連
合
国
で
あ
る
と
ゲ
ル
マ
ン
国
で
あ
る
と
中
立
国
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
結
束
し
た
プ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
に

よ
る
ロ
シ
ア
革
命
の
鎖
圧
行
動
は
忌
ま
わ
し
い
犯
罪
で
あ
る
。
（
…
…
）
古
び
て
腐
敗
し
た
秩
序
を
更
新
す
る
試
み
は
い
ず
れ
も
圧

し
泊
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
ロ
シ
ア
の
わ
れ
わ
れ
の
兄
弟
の
混
沌
と
し
た
、
し
か
も
壮
大
な
努
力
が
今
日
圧
し
潰
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
。

し
か
し
、
よ
り
正
し
く
よ
り
人
間
的
な
新
し
い
秩
序
に
対
す
る
永
遠
の
憧
憬
は
、
決
し
て
消
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
千
回
絞
め
殺
さ
れ

そ
れ
は
千

一
回
よ
み
が
え
る
で
あ
ろ
う
。
」

こ
の
ロ
シ
ア
革
命
論
は
、
先
に
見
た
バ
ル
ビ
ュ
ス
の
歴
史
的
必
然
論
な
い
し
共
産
主
義
無
謬
論
と
は
似
而
非
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
と

も
か
く
こ
の
頃
の
ロ
ラ
ン
の
見
方
は
そ
う
し
た
も
の
で
、
そ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
践
の
厳
し
さ
、
厳
密
さ
に
比
ぺ
て
、
革
命
観
は
か
な
り
主
観

さ
て
、
こ
の
ロ
シ

ア
革
命
観
と
の
関
わ
り
で
、
本
論
の
三
つ
目
の
テ
ー
マ
、
イ
ン
ド
思
想
に
つ
い
て
こ
こ
で
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
な
ぜ
、
こ
の
時
期
、
イ
ン
ド
の
思
想
に
深
い
思
い
入
れ
を
示
し
、
タ
ゴ
ー
ル
、
ガ
ン
ジ
ー
、
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
、
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ロ
ラ
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
に
宛
て
て
公
開
状
を
掛
き
、
「
大
統
領
閣
下
、
こ
ん
に
ち
諸
国
の
政
治
を
指

＃
す
る
お
そ
る
ぺ

き
名
杵
を
担
っ
て
い
る
す
ぺ
て
の
人
び
と
の
中
で
、
た
だ
あ
な
た
だ
け
が
、
世
界
的
な
道
徳
的
権
威
を
享
有
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
す

ぺ
て
の
人
が
あ
な
た
を
信
穎
し
て
お
り
ま
す
」
と
し
て
、

「
み
ず
か
ら
の
道
を
見
出
そ
う
と
し
、
（
…
…
）
模
索
し
て
い
る
こ

れ
ら
請
国
民
に
助
力
を
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
」
と
、
い
わ
ば
哀
願
し
た
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
は
、
モ
ン
ロ
ー
主
義
の
伝
統
と
い
う
こ
と

か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
身
を
退
い
て
国
際
辿
盟
に
も
加
盟
し
な
か
っ
た
。

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
は

H
已
救
済
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

ー
ー

こ
の
絶
望
的
と
も
い
え
る
認
識
が
、
ロ
ラ
ン
に
ロ
シ
ア
革
命
の
可
能
性
に
期

待
を
抱
か
せ
た
と
同
時
に
、
も
う

一
っ
、
非
必
カ
・
不
服
従
の
思
想
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
と
戦
う
イ
ン
ド
が
、
ロ
ラ
ン
の
言
葉
を
引
用
す

れ
ば

「
ガ
ン
ジ
ー
の
遠
い
品
が
私
の
思
想
の
地
平
線
に
あ
ら
わ
れ
、
私
は
西
欧
に
向
か
っ
て
そ
の
光
を
投
射
す
る
鏡
に
な
ろ
う
と
し
て
い

た
」
（
「
闘
争
の
十
五
年
J
)

の
で
あ
る
。

「
そ
の
数
年
間
、
私
の
精
神
を
支
配
し
て
い
た
大
き
な
彩
態
は
、
ガ
ン
ジ
ー
の
影
界
で
あ
っ
た
。
彼
に
捧
げ
た
私
の
小
著
は
、

九

――_＿
年

一月
に
脱
稿
し
た
ば
か
り
で
あ

っ
た
。」

ち
た
て
た
城
砦
が
立
ち
現
れ
る
の
を
見
た
。
そ
し
て
私
は
、

ロ
ラ
ン

は
い
う
。
「
私
は
、
私
が
愛
す
る
人
た
ち
の
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
の
西
欧
の
た
め
に
、
嵐
を
防
ぐ
に
は
ど
う
い
う
避
難
所
が
、

ど
う
い
う
胸
壁
が
よ
い
か
探
し
求
め
て
い
た
。
そ

の
時
、
私
は
、
イ
ン
ダ
ス
の
平
原
か
ら
、
弱
々
し
い
が
し
か
し
不
屈
な
マ
ハ
ト
マ
が
う

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
そ
の
城
砦
を
再
建
し
よ
う
と
努
め
た
の
で
あ
る
。
」
（
同
巾2
)

終
戦
直
後
、

ロ
ラ
ン
が
必
死
に
出
日
を
求
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

あ
る

い
は
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
に
つ
い
て
の
祈
内
を
あ
ら
わ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
ら
か
な
こ
と
は
、
大
戦
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

が
ず
た
ず
た
に
な
り
な
が
ら
も
、
な
お
み
ず
か
ら
の
力
で
対
立
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
禍
根
を
残
し
て
い
る
現
実
を
前
に
し
て
、
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い
」
と
。

そ
の
間
の
事
情
を
も
う
少
し
見
て
お
き
た
い
。
タ
ゴ
ー
ル
ら
と
の
親
交
な
ど
を
通
し
て
、
「
私
は
イ
ン
ド
思
想
の
内
奥
に
一
層
深
く
入

る
こ
と
が
で
き
た
。
私
が
そ
こ
に
類
似
の
特
質
を
見
出
し
た
こ
と
は
、
か
な
り
大
き
な
発
見
で
あ
っ
た
。
（
…
…
）
出
獄
直
後
で
、

重
症

の
治
療
中
で
あ
っ
た
ガ
ン
ジ
ー
が
、
一
九
二
四
年
三
月
、
最
初
の
手
紙
を
私
に
送
っ
て
き
た
。
（
…
…
）
私
は
続
く
数
年
の
間
、
西
欧
に

お
け
る
ガ
ン
ジ
ー
の
思
想
の
代
弁
者
と
な
り
、
彼
の
論
説
集
『
若
い
イ
ン
ド
』
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
の
序
説
で
、
彼
の
思
想
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
社
会
活
動
に
結
び
つ
け
よ
う
と
努
め
た
。
」

し
か
し
、
と
ロ
ラ
ン
は
強
調
す
る
。
「
ど
う
い
う
時
で
も
、
私
は
ロ
シ
ア
革
命
の
大
義
と
、
闘
争
の
中
で
の
新
し
い
世
界
の
ヘ
ラ
ク
レ

ス
的
建
設
を
見
捨
て
ず
、
ま
た
後
方
に
追
い
や
り
さ
え
し
な
か
っ
た
。
私
は
水
と
火
を
融
合
さ
せ
、
イ
ン
ド
の
思
想
と
モ
ス
ク
ワ
の
思
想

と
を
調
和
さ
せ
る
と
い
う
、
逆
説
的
な
仕
事
に
献
身
し
て
い
た
」
。
そ
し
て
彼
は
、
『
若
い
イ
ン
ド
』
の
序
説
に
お
い
て
も
、
こ
う
断
言
し

た
。
「
マ
ハ
ト
マ
の
非
暴
力
と
、
そ
の
明
白
な
反
対
者
で
あ
る
革
命
家
た
ち
の
暴
力
と
の
隔
た
り
は
、
こ
の
英
雄
的
な
不
服
従
と
、
あ
ら

ゆ
る
圧
政
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
り
あ
ら
ゆ
る
反
動
の
セ
メ
ン
ト
で
あ
る
、
永
遠
の
服
従
者
の
卑
屈
な
不
動
心
と
の
隔
た
り
よ
り
は
小
さ

ロ
ラ
ン
は
ま
た
、
戦
前
の
苦
い
思
い
出
に
立
ち
返
り
つ
つ
語
る
。
「
私
は
先
駆
者
『
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
』
の
終
わ
り
で
、
戦
争
勃

発
の

二
年
前
、
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
が
手
を
結
ぶ
よ
う
懇
請
し
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
二
国
は
《
西
欧
の
二
つ
の
翼
で
あ
り
、
片
方
が

折
れ
る
と
片
方
で
は
飛
ぺ
な
く
な
る
》
か
ら
で
あ
る
。
ー
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
戦
後
、
私
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
の
戦
闘
的
共
産
主

義
と
ガ
ン
ジ
ー
が
組
織
し
指
導
す
る
不
服
従
運
動
の
な
か
に
、
革
命
の
二
つ
の
大
き
な
翼
を
見
た
い
と
思
っ
た
。
（
…
…
）
ソ
連
と
ガ
ン

ジ
ー
の
イ
ン
ド
と
の

二
つ
の
理
論
は
、
現
在
ま
さ
に
陥
ろ
う
と
し
て
い
る
破
滅
か
ら
人
間
世
界
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
、

二
つ
の
最

も
壮
大
で
最
も
有
効
な
実
験
、
た
だ
二
つ
の
有
効
な
実
験
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
」
（
同
書
）

ロ
ラ
ン
は
、
そ
う
し
た
願
望
は
少
し
も
実
ら
な
か
っ
た
と
言
う
が
、
し
か
し
、
ロ
シ
ア
革
命
と
イ
ン
ド
の
非
暴
カ
・
不
服
従
抵
抗
と
を

両
眼
に
収
め
つ
つ
、
こ
れ
ら
二
つ
の
戦
い
が
新
し
い
時
代
を
切
り
開
い
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
期
待
す
る
、
そ
の
よ
う
な
見
方
を
し
て
い
た
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ロ
ラ
ン
は
イ
ン
ド
の
独
立
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
彼
の
期
待
の
正
し
さ
は

歴
史
が
証
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
ロ
ラ
ン
の
こ
の
正
し
さ
は
、
時
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
政
略
論
か
ら
の
タ
ン
ポ
レ
ー
ル
な
も

の
で
は
な
く
、
人
間
と
世
界
に
つ
い
て
の
深
い
思
索
と
認
識
に
も
と
づ
く
普
遍
的
か
つ
恒
常
的
な
正
し
さ
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
今
日
な
お

は
味
を
持
ち
得
て
い
る
と
言

っ
て
よ
い
。

一
九
三

0
年
代
に
入
っ
て
、
経
済
恐
慌
、
ナ
チ
ス
の
政
権
獲
得
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
対
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
対
立
の
激
化
、
人
民
戦
線
の
高
ま

り
、
ソ
辿
へ
の
信
望
と
そ
れ
へ
の
反
動
、
新
た
な
戦
争
の
危
機
の
顕
在
化
、
と
い
っ
た
諸
状
況
が
相
次
ぎ
、
か
つ
輻
轍
し
て
い
く
中
で
、

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
世
界
認
識、

言
論
活
動
に
も
変
化
が
表
れ
て
く
る
。

一
九
三

0
年

一
月
、
ロ
ラ
ン
は
『
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
つ
い
て
』
と
題
す
る
一
文
を
草
し
、
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
の
運

動
で
あ
る

「
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
名
脊
会
員
に
推
さ
れ
た
が
こ
れ
を
断
っ
た
と
し
た
上
で
、
カ
レ
ル
ギ
ー
の
「
理
想
主
義
的
無
邪
気

さ
の
後
光
を
沿
せ
て
い
る
誠
実
な
善
意
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
〈
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〉
の
衣
の
下
に
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
巨
大
な

利
害
と
未
来
に
対
す
る
脅
威
の
敷
物
を
見
る
」
と
し
て
こ
れ
を
警
戒
し
、
翻
っ
て
ソ
連
の
誤
り
を
非
難
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
し
て
こ
う

断
言
す
る
。

「
当
初
の
大
き
な
夢
、
剣
の
よ
う
に
鋭
利
で
純
粋
な
レ
ー
ニ
ン
の
思
想
が
ぶ
つ
か
っ
た
失
敗
が
、
た
と
え
い
か
な
る
も
の
で

あ
る
に
せ
よ

|
ー

ソ
連
は
つ
ね
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
反
動
』
に
対
す
る
不
可
欠
の
障
壁
、
あ
ら
ゆ
る
形
の
も
と
に
西
欧
の
血
脈
の
中
に
忍

び
込
む
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
必
須
の
抑
止
力
と
し
て
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
（
『
闘
争
の
十
五
年
』
）

当
時
、
欧
米
諸
国
は
経
済
恐
慌
に
見
舞
わ
れ
、
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
・
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
流
入
し
た
資
金
で
賠
償

金
を
支
払
っ
て
い
た
実
情
で
あ
っ
た
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
恐
慌
に
よ
る
資
金
の
引
き
揚
げ
に
よ
っ
て
経
済
が
急
速
に
危
機
状
態
に
陥
っ
た
。

一
九
―
.-0
年
代

人
が
枇
界
に
：
人
と
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
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公
務

U
給
与
の
文
払
い
が
困
難
に
な
り
、
失
業
者
が
増
大
す
る
中
で
、
と
り
わ
け
国
粋
主
義
派
は
恐
慌
の
原
因
を
賠
償
負
担
の
せ
い
で
あ

る
と
し
て
騒
ぎ
立
て
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
一
九
三
0
年
九
月
に
行
わ
れ
た
総
選
挙
に
お
い
て
、
ナ
チ
党
は
そ
れ
ま
で
の
十
二
議

席
か
ら

一
躍

一
〇
七
議
席
を
獲
得
し
、
投
栗
総
数
の
一
八
％
に
相
当
す
る
六
五

0
万
票
を
得
票
し
た
。
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
崩
壊
は
間

も
な
く
で
あ
る
。
二
年
後
の

一
九
三
二
年
七
月
の
総
選
挙
で
は
、
ナ
チ
党
は
全
体
の
三
七
・

ニ
％
の
得
票
を
し
、

二
三

0
議
席
で
第
一
党

と
な
る
。
し
か
し
ま
だ
過
半
数
に
は
達
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
右
翼
の
中
央
党
と
の
連
立
政
府
と
い
う
形
で
、
翌
三
三
年
一
月
、
ヒ
ト

ラ
ー
1
1

パ
ー
ベ
ン
政
府
が
成
立
し
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
念
願
の
政
権
獲
得
を
実
現
し
た
わ
け
で
あ
っ
た
。

こ
の
間
の
社
会
状
況
を
見
る
と
、
失
業
者
の
数
が
増
え
る
の
に
比
例
し
て
ナ
チ
党
へ
の
投
票
数
が
増
え
、

三
三
年
の
ナ
チ
党
員
は
三
九

0
万
人
を
越
え
、
と
り
わ
け
若
い
世
代
、
十
八
歳
か
ら
三
十
歳
ま
で
が
そ
の
四
ニ

・
七
％
、
三
十
一
歳
か
ら
四
十
歳
ま
で
が
二
七
・

ニ
％、

合
わ
せ
る
と
ほ
ぼ
七

0
％
に
の
ぽ
っ
た
。
一
般
に
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
当
時
の
ド
イ
ツ
人
の
価
値
観
や
庶
民
感
情
の
過
激
な
代
弁
者
で
あ
っ
た

と
か
、
ヒ
ト
ラ
ー
神
話
の
秘
密
は
民
衆
自
身
の
心
の
中
に
あ
っ
た
と
か
言
わ
れ
る
が
、
特
に
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
若
い

人
た
ち
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
、
政
権
を
獲
得
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
若
者
が
不
安
定
な
社
会
は
危
険
で
あ
る
。
政
権
に
つ
い
た
ヒ
ト

ラ
ー
が
、
そ
の
後
た
だ
ち
に
憲
法
の
甚
本
的
人
権
を
停
止
し
た
り
、
あ
る
い
は
全
権
委
任
法
を
通
し
て
政
党
政
治
を
崩
壊
さ
せ
、
ナ
チ
党

を
唯

一
の
合
法
政
党
と
し
た
こ
と
な
ど
、
第
三
帝
国
の
い
わ
ゆ
る
国
民
革
命
が
始
ま
る
こ
と
は
こ
こ
に
改
め
る
ま
で
も
な
い
。

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
、

当
時
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

」
の
編
集
長
で
あ
っ
た
ジ
ャ
ン
・
ゲ
エ
ノ

J
e
a
n
G
u
e
h
e
n
n
o
 
(
一
八
九

0
|
―
九
七
八
）

に
、
次
の
よ
う
な
手
紙
を
杏
い
て
い
る
。

「r
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

」
誌
が
ド
イ
ツ
の
諸
事
件
に
決
し
て
無
関
心
に
な
ら
ず
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
、
と
り
わ
け
自
由
思
想

や
知
識
人
に
対
す
る
未
曾
有
の
暴
行
に
対
抗
す
る
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
を
と
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
私
に
は
思
わ
れ
ま
す
。
」
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そ
し
て
ロ
ラ
ン
は
、

そ
の
手
紙
を
賓
い
た
翌
日
、
す
な
わ
ち
一
九
三
三
年
三
月
二
日
付
の
論
説
、
『
ヒ
ト
ラ
ー
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
抗
し

て
」
を
手
始
め
に
、
矢
継
ぎ
早
に
お
よ
そ
二
十
篇
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
批
判
を
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
に
掲
載
し
た
。
前
記
表
題
の
論
説
は
こ
う
い

う
も
の
で
あ
る

「
褐
色
の
ペ
ス
ト
が
初
手
か
ら
黒
色
の
ペ
ス
ト
を
凌
駕
し
た
。
ヒ
ト
ラ
ー
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
、
数
週
間
の
う
ち
に
、

そ
の
師
で
あ

り
手
本
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
十
年
間
か
け
て
し
た
以
上
の
、
卑
劣
な
暴
力
を
積
み
重
ね
た
。
（
…
…
）
わ
れ
わ
れ
は

世
界
の
世
論
に
、
こ
れ
ら
の
陰
謀
、
こ
れ
ら
の
虚
偽
を
告
発
す
る
。
す
な
わ
ち
、

ー

暴
力
的
反
動
の
一
党
派
の
手
中
に
収
め
ら
れ

た
す
ぺ
て
の
公
権
力
、
ー
あ
ら
か
じ
め
犯
罪
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
公
的
な
承
認
‘

|
ー

息
の
根
を
止
め
ら
れ
た
一
切
の
言
論
と
思
想

の
自
由
、

ー

各
種
の
ア
カ
デ
ミ
ー
に
ま
で
政
治
が
傲
慢
に
干
渉
し
、
自
己
の
意
見
を
守
る
勇
気
を
持
っ
た
ま
れ
な
作
家
や
芸
術
家

を
追
放
し
た
事
実
、
ー

革

命
的
諸
党
派
の
み
な
ら
ず
、
社
会
主
義
者
や
プ
ル
ジ
ョ
ワ
自
由
主
義
者
の
も
っ
と
も
思
慮
深
い
人
び
と

の
逮
捕
、

ー
ー

ド
イ
ツ
全
土
に
わ
た
る
戒
厳
令
の
施
行
、

l

近
代
文
明
す
ぺ
て
の
甚
盤
で
あ
る
基
本
的
な
自
由
と
権
利
の
停
止
、

で
あ
る
。
」

ロ
ラ
ン
は
ま
た
、
ケ
ル
ン
の
新
聞
が
ロ
ラ
ン
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
こ
と
に
関
し
て
、
こ
う
反
問
し
た
。

「
私
が
ド
イ
ツ
を
愛
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
私
は
外
国
の
不
正
や
無
理
解
に
対
し
て
絶
え
ず
ド
イ
ツ
を
擁
護
し
て
き
た
こ
と
、

そ
れ
は
確
か
な
事
実
で
す
。
し
か
し
、
私
の
愛
す
る
ド
イ
ツ
、
私
の
精
神
を
培
っ
て
く
れ
た
ド
イ
ツ
は
、
偉
大
な
世
界
市
民
の
ド
イ

ツ
、
ー

他
民
族
の
幸
福
や
不
幸
を
自
国
民
の
幸
不
幸
と
し
て
感
じ
と
っ
た
人
た
ち
の
‘
_
—
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
種
や
精
神
の

交
わ
り
（
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
）

の
た
め
に
働
い
た
人
び
と
の
ド
イ
ツ
な
の
で
す
。
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フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
闘
い

彼
が
信
じ
る
真
の
ド
イ
ツ
ヘ
の
愛
沿
を
抱
き
続
け
る
と
述
ぺ
る
の
で
あ
っ
た
。

た
だ
あ
な
た
方
だ
け
な
の
で
す
。
」
(
-
九
三
三
年
五
月
十
四
日
）

そ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
は
、
今
日
の
《
国
家
的
》
政
府
に
よ
り
、
鉤
十
字
の
ド
イ
ツ
に
よ
っ
て
、
踏
み
に
じ
ら
れ
、
血
ま
み
れ
に
さ

れ
、
悔
辱
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
鉤
十
字
の
ド
イ
ツ
は
、
自
由
主
義
精
神
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
、

平
和
主
義
者
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
、

社
会
上
義
者
、
「労
働
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
を
樹
立
し
よ
う
と
す
る
共
産
主
義
者
を
外
へ
排
除
し
て
い
る
の
で
す
。

ー
ー
こ

の

《
ナ
シ
ョ
ナ
ル
1
1

フ
ァ
シ
ス
ト
》
の
ド
イ
ツ
が
真
の
ド
イ
ツ
の
最
悪
の
敵
で
あ
る
こ
と
、

ー
|
こ
の
ド
イ
ツ
が
真
の
ド
イ
ツ
を
破

滅
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
、

謀
に
つ
い
て
語
る
ほ
う
を
好
ん
で
お
ら
れ
る
。
あ
な
た
方
に
対
し
て
陰
謀
を
た
く
ら
ん
で
い
る
の
は
、
あ
な
た
方
、
あ
な
た
方
自
身
、

自
国
に
対
す
る
陰
謀
を
語
る
ほ
う
を
好
む
、
と
い
う
の
は
、

言
論
の
自
由
を
失
っ
て
い
る
国
か
、
あ
る
い
は
他
国
の
自
由
を
導
重
し
な

い
国
か
の
通
弊
で
あ
ろ
う
が
、

ど
を
示
し
て
い
る
が
、

ど
う
し
て
あ
な
た
方
に
は
分
か
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
（
…
…
）
あ
な
た
方
は
、
ド
イ
ツ
に
対
す
る
陰

ロ
ラ
ン
は
、

偉
大
な
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
の
国
ド
イ
ツ
が
そ
う
し
た
有
様
に
な
っ
た
こ
と
を
砥
え
つ
つ
も
、

こ
う
し
て
次
々
と
発
せ
ら
れ
る
ロ
ラ
ン
の
批
判
の
矢
は
、
す
で
に
六
十
代
の
後
半
に
入
っ
て
し
か
も
病
気
が
ち
の
ロ
ラ
ン
の
決
意
の
ほ

そ
れ
は
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
わ
れ
わ
れ
の
間
に
は
、
死
闘
あ
る
の
み
！
」
（
三
四
年
二
月
十
日
）
と
い
う
言
葉
が
示

す
よ
う
に
、
第

一
次
大
戦
時
の
「
戦
い
を
超
え
て
」
と
い
う
立
場
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
た
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
の
場
合
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

ラ
ッ

セ
ル
も
第

一
次
大
戦

に
反
対
し
て
平
和
主
義
の
立
場
を
貫
き
通
し
た
が
、
ナ
チ
ズ
ム
を
批
判
し
て
第
二
次
大
戦
は
支
持
し
た
。
こ
れ
に
は
当
然
、
二
つ
の
大
戦
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の
匝
因
や
経
綽
、

こ
ご
、
t
t
 
ロ
ラ
ン
に
せ
よ
ラ
ッ
セ
ル
に
せ
よ
、
先
の
大
戦
は
理
性
的
に
考
え
て
、
双
方
に
正
義
も
正
当
な
理
由
も
な
く
、
ま
さ
し
く
帝
国
主

義
的
な
利
害
得
失
の
争
い
で
あ
る
と
し
て
反
対
し
た
。
少
な
く
と
も
そ
の
争
い
は
政
治
的
に
解
決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
理
性
と
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
の
立
場
を
貫
く
こ
と
か
ら
は
、
そ
う
し
た
考
え
が
導
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
両
者
と
も
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
感
情
の
操

作
か
ら
超
脱
し
え
た
存
在
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

ひ
い
て
は
本
質
の
違
い
が
関
係
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
問
題
に
深
く
立
ち
入
る
こ
と
は
控
え
た
い
。

フ
ァ
シ
ズ
ム
と
な
れ
ば
、
こ
れ
は
理
性
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
立
場
ゆ
え
に
、
単
に
客
観
視
し
え
な
い
、
打
倒
す
べ
き
対
象

に
述

い
な
か
っ
た
。

ロ
ラ
ン
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
観
は
こ
う
い
う
も
の
で
あ
る
。

「
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
、
資
本
主
義
的
反
動
の
最
後
の
痙
緊
I

お
そ
ら
く
は
致
命
的
な
痙
攣
で
あ
る
。
国
家
と
そ
の
政
治
的
生
命
に

害
縣
を
伝
染
さ
せ
て
い
る
腐
り
つ
つ
あ
る
政
体
の
あ
ら
ゆ
る
病
原
体

ー

帝
固
主
義
、
国
家
主
義
、
人
種
主
義
、
植
民
地
の
犯
罪
行

為、

国
際
的
財
界
に
よ
る
労
働
界
の
搾
取
、
い
か
が
わ
し
い
利
権
あ
さ
り
の
あ
ら
ゆ
る
巨
大
な
形
態
、
堕
落
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
知

能
が
ド
ゥ
ー
チ
ェ
や
フ
ュ
ー
ラ
ー
た
ち
に
捧
げ
て
い
る
高
慢
と
隷
従
の
あ
ら
ゆ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
痴
呆
化
、
こ
れ
ら
が
何
倍
も
の

カ
で
活
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
…
…
」
（
『
パ
リ
の
民
衆
に
訴
え
る
』
二
月
六
日
の
フ
ァ
シ
ス
ト
暴
動
の
の
ち
に
）

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
形
態
と
し
て
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
特
質
で
あ
る
全
体
主
義
、
議
会
政
治
の
否
定
、

こ
れ
が
書
か
れ
た
の
は
一
九
三
四
年
で
あ
る
が
、
ロ
ラ
ン
は
お
そ
ら
く
、
レ
ー
ニ
ン
の
著
名
な
『
帝
国
主
義
論
』
を
読
ん
で
い
た
で
あ

ろ
う
。
レ
ー
―
ー
ン
と
同
様
、
彼
も
資
本
主
義
の
最
終
段
階
と
し
て
の
帝
国
主
義
と
い
う
見
解
を
と
り
、
そ
の
特
徴
と
し
て
の
独
占
、
そ
の

一
党
独
裁
、
市
民
的
・
政
治
的
自
由
の

抑
圧
、
対
外
的
侵
略
政
策
、
さ
ら
に
は
も
っ
ぱ
ら
感
情
に
訴
え
る
国
粋
的
思
想
と
い
っ
た
要
素
を
や
や
文
学
的
な
表
現
に
よ
っ
て
指
摘
し

て
い
る
。
そ
し
て
『
魅
せ
ら
れ
た
る
魂
』
の
後
半
、
『
予
告
す
る
者
』
に
は
、

そ
う
し
た
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
読
者
は
知
っ
て
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い
よ
う
。
ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン
の
文
学
と
し
て
の
『
魅
せ
ら
れ
た
る
魂
』
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
闘
い
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
闘
い
は
、
論
説
集
『
革
命
に
よ
っ
て
平
和
を
』

P
a
r
l
a
mざ
olution、
la
P
a
i
x
 (
一
九
三
五
）

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ロ
ラ
ン
は
「
闘
争
し
建
設
す
る
革
命
的
平
和
主
義
」
と

い
う
ア
ク
テ

ィ
ヴ
な
姿
勢
で、

実
際
に
体
を
連
ぶ
こ
と
は
な
い
と
し
て
も
、
数
々
の
運
動
に
参
画
し
て
い
っ
た
。
一
九
三
二
年
四
月
、
バ

ル
ピ

ュ
ス
が

「
戦
争
に
反
対
す
る
全
党
派
世
界
大
会
」
の
計
画
を
ロ
ラ
ン
に
持
ち
か
け
、
そ
の
発
起
委
員
会
に
加
わ
る
よ
う
求
め
た
こ
と

か
ら
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
1
1
プ
レ
イ
ェ
ル
運
動
が
始
ま
る
。
ロ
ラ
ン
は
、
終
戦
直
後
に
、
バ
ル
ビ
ュ
ス
か
ら
、
行
動
し
な
い
純
粋
モ
ラ
リ

ス
ト
と
し
て
ロ
ラ
ン
デ
ィ
ス
ト
と
批
判
さ
れ
た
が
、
い
ま
や
あ
の
時
は
バ
ル
ビ
ュ
ス
が
正
し
か
っ
た
と
し
て
、
積
極
的
に
共
同
歩
調
を
と
っ

た
。

こ
う
し
て
二
人
の
署
名
に
よ
る
ア
ピ
ー
ル
が
発
せ
ら
れ
、
八
月
二
十
七
日
か
ら
三
日
間
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
三
十
八
カ
国
か
ら
二
、

一
九
六
名
の
参
加
者
を
得
て
開
か
れ
た
の
が
「
世
界
反
戦
会
議
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
注
目
す
ぺ
き
こ
と
に
ド
イ
ツ
か
ら
の
出
席
者
が

最
も
多

い
七
五
九
名
に
達
し
、
ナ
チ
党
が
第
一
党
に
躍
進
し
た
直
後
と
い
う
時
期
に
、
そ
の
ド
イ
ツ
の
労
働
者
や
政
治
家
が
大
挙
し
て
反

戦
•

平
和
の
意
思
表
示
に
馳
せ
参
じ
た
の
で
あ
っ
た

。

こ
こ
で

『
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
会
議
の
宣
言
』
が
採
択
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
一
九
一
四
年
の
苦
い
経
験
を
忘
れ
る
ぺ
き
で
は
な
い
こ
と
、

報
復
的
な
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
が
国
際
的
不
和
と
ド
イ
ツ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
助
長
し
た
元
凶
で
あ
る
こ
と
、
国
際
連
盟
は
帝
国
主
義
列
強

の
力
の
発
現
の
場
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
挙
げ
、
い
ま
や
帝
国
主
義
は
資
本
主
義
体
制
か
ら
発
生
し
た
経
済
危
機
を
武
力
闘
争
に
変
貌
さ
せ

つ
つ
あ
り
、
そ
れ
は
各
植
民
地
や
中
国
大
陸
で
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
、
い
ず
れ
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
を
共
通
の
敵
と
す
る
で
あ
ろ
う
こ

と
を
指
摘
し
、
「
帝
国
主
義
戦
争
が
全
世
界
に
波
及
し
な
い
と
は
い
え
な
い
」
と
笞
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

こ
の
宜
言
は
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
筆
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ロ
ラ
ン
は
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
執
筆
中
の
『
魅
せ
ら
れ
た
る

魂
」
の
「
プ

ロ
グ
ラ
ム
そ
の
も
の
」
で
あ
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
始
ま
っ
た

「
世
界
反
戦
会
議
」
の
第
二
同
会
議
が
パ
リ
の
プ
レ
イ
ェ
ル
会
館
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
以
後
、

ア
ム
ス
テ
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ン
の
二
人
だ
け
で
あ
る
。

革
命
作
家
芸
術
家
協
会

A
ss
o
c
i
a
t
i
o
n
d
e
s
 e
c
r
i
v
a
i
n
s
 et d
e
s
 artistes r
e
v
o
l
u
t
i
o
n
n
a
i
r
e
s
 
(
略
称

A
.
E
.
A
.
R
.
)

は、

年
十

一
月
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
の
首
都
ハ
リ
コ
フ
で
、
第
二
回
国
際
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
革
命
作
家
会
議
が
開
か
れ
、
そ
の
時
の
決
議
に

よ
っ
て
、
国
際
革
命
作
家
同
盟
フ
ラ
ン
ス
支
部
と
し
て
、
一
九
三
二
年
三
月
に
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

協
会
は
、
翌
三
三
年
七
月
、
機
関
誌
「
コ
ミ
ュ
ー
ヌ
』

C
o
m
m
u
n
e
を
創
刊
し
た
が
、
そ
の
監
修
委
員
会
に
名
を
連
ね
て
い
る
の
は
、

ァ
ン
リ

・
バ
ル

ビ
ュ
ス
、
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
、
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
イ
ア
ン
1
1
ク
ー
チ
ュ
リ
エ
の
四
名
、
そ
し
て
編
集

主
幹
は
ル
イ
・
ア
ラ
ゴ
ン
と
ポ
ー
ル
・
ニ
ザ
ン
の

二
名
で
あ
る
。
こ
の
雑
誌
は
月
刊
で
、
一
九
三
九
年
九
月
ま
で
、
つ
ま
り
第
二
次
大
戦

が
勃
発
す
る
ま
で
発
行
さ
れ
る
が
、
監
修
委
員
な
い
し
編
集
主
幹
と
し
て
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
名
を
と
ど
め
る
の
は
ロ
ラ
ン
と
ア
ラ
ゴ

ロ
ラ
ン
は
こ
の
雑
誌
に
、
不
定
期
に
文
章
を
載
せ
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
も
の
は
、

「
今
日
の
社
会
に
お
け
る
作
家
の
役
割
に
つ
い
て
』
と
い
う
一
文
で
あ
る
。

ロ
ラ
ン
は
こ
こ
で
、
作
家
の
役
割
に
つ
い
て
語
る
に
は
、
ま
ず
「
作
家
が
現
在
い
か
な
る
条
件
の
下
に
生
活
し
、
行
動
し
、
か
つ
創
作

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
と
述
ぺ
、
現
在
は
「
文
明
全
体
、
人
類
が
、
激
し
い
変
化
の
状
態
、

ー
ー

戦
争
の
状
態
に
あ
る
」
と
し
て
、

「
そ
れ
ゆ
え
わ
れ
わ
れ
に
課
さ
れ
た
真
の
問
題
は
」
、
「
戦
争
状
態
の
社
会
に
お
け
る
芸
術
家
の
役

ロ
ラ
ン
と
革
命
作
家
芸
術
家
協
会

一
九
三
五
年
五
月
の
第
ニ
ー

号
に
掲
載
さ
れ
た

ル
ダ
ム
1
1
プ
レ
イ
ェ
ル
運
動
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
運
動
が
次
の
革
命
作
家
芸
術
家
協
会
を
中
心
と
す
る
文
化
運
動
と
相
ま
っ

て
、
フ
ラ
ン
ス
で
は

「
人
民
戦
線
」
の
大
き
な
推
進
力
と
な
り
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
阻
止
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
事
実
は
、
歴
史
に
刻
印
さ

れ
て
忘
れ
ら
れ
る

こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
九
三
〇
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ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
関
い
と
と
も
に
I

加
齢
と
は
反
比
例
し
て

|

|
ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン
の

旗
糀
を
鮮
明
に
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
し
か
し
、
こ
の
時
代
に
は
、
ひ
と
り
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
み
な
ら
ず
、
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
の
作

火

の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
多
く
の
作
家
・
芸
術
家
が
同
じ
よ
う
な
危
機
意
識
を
抱
き
、
こ
う
し
た
問
題
に
ぶ
つ
か
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

わ
け
で
、
ロ
ラ
ン
は
そ
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

箪
命
作
家
芸
術
家
協
会
は
、

一
九
三
Ji
年
六
月
、

バ
リ
で
、

三
十
八
カ
国
か
ら
二
三

0
名
の
作
家
ら
が
参
加
し
た
文
化
擁
護
作
家
会
議

叫
ら
か
な
よ
う
に
、

；
わ
れ
わ
れ
は
巡
命
に
よ
っ
て
大
き
な
闘
争
の
さ
な
か
に
生
ま
れ
た
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
闘
争
か
ら
遊
離
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
ま
せ
ん
」。

そ
れ
が
今
日
の
作
家
・
芸
術
家
が
置
か
れ
た
条
件
で
あ
る
。
だ
か
、
「
芸
術
家
の
大
多
数
は
ま
さ
に
闘
争
か
ら
身
を

ひ
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
こ
と
を
誇
り
高

い
精
神
の
道
義
で
あ
る
と
し
、
ま
た
当
然
に
身
を
ひ
く
特
権
の
あ
る
芸
術
の
使
命

（
誰
か
ら
授
か
っ
た
も
の
か
？
）
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
ら
し
い
理
由
に
は
こ
と
欠
き
ま
せ
ん
。
真
の
芸
術
家
に
は
、

自
己
の
内
而
の
世
界
に
沈
潜
す
る
権
利
が
あ
り
、
ま
た
義
務
が
あ
る
と
い
う
言

い
分
に
対
し
て
、
誰
も
異
議
を
申
し
立
て
ず
に
い
ま

す
。

(
…
・
:
)
し
か
し
、
そ
の
場
合
に
真
の
芸
術
家
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
、
内
面
の
世
界
に
閉
じ
こ
も
っ
た
ま
ま
再
び
出
て
こ

ず
、
目
分
だ
け
安
全
な
場
所
に
身
を
避
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
内
面
の
世
界
か
ら
新
し
い
力
を
汲
み
と
っ
て
、
次

に
は
行
動
の
世
界
へ
と
立
ち
戻
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
今
日
の
西
欧
で
は
、
非
常
に
多
く
の
芸
術
家

た
ち
が
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
つ
く
し
、
あ
ら
ゆ
る
口
実
を
設
け
て
、
そ
の
こ
と
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
精
神
の
独
立

と
か
、
唯
美
主
義
と
か
、
作
家

の
品
位
と
か
、
永
辿
な
る
芸
術
と
か
、

芸
術
自
体
と
か

ー
ー

鎖
を
引
き
ず
っ
て
妍
び
へ
つ
ら
う
奴
隷

の
い
ろ
い
ろ
な
玩
弄
物
が
大
手
を
振
っ
て
い
ま
す
。
云
々
」

割
に
つ
い
て
ー
と

い
う
も

の
で
あ
る
と
汀
う
。
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こ。t
 

招
き
と
い
う
形
で
あ
っ
た
が
、

最
後
に、

を
開
催
し
た
。
「
わ
れ
わ
れ
作
家
有
志
は
、
幾
多
の
国
々
で
文
化
を
脅
か
し
て
い
る
危
機
に
直
面
し
、
文
化
擁
護
の
手
段
を
検
討
し
討
談

す
る
た
め
の
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
を
提
唱
す
る
」
と
い
う
の
が
そ
の
趣
旨
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
、
文
化
遺
産
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、

民
族
と
文
化
、
個
人
、
思
想
の
葬
厳
、
社
会
に
お
け
る
作
家
の
役
割
、
文
学
創
造
、
文
化
擁
護
の
た
め
の
作
家
の
行
動
、
と
い
う
八
項
目

の
テ
ー
マ
が
論
じ
ら
れ
た
。
い
ず
れ
も
時
の
現
実
と
対
峙
す
る
こ
と
な
し
に
は
す
ま
さ
れ
な
い
喫
緊
の
諸
問
題
で
あ
り
、
五
日
間
に
わ
た
っ

た
会
議
で
は
、

ナ
チ
・
ド
イ
ツ
か
ら
亡
命
し
た
作
家
ら
も
交
え
て
、
危
機
感
に
充
ち
た
白
熱
の
論
議
が
展
開
さ
れ
た
。

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
こ
の
会
議
に
参
加
し
な
か
っ
た
が
、
開
会
の
冒
頭
に
彼
の
電
文
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
ま
れ
、
ま
た
幹
部
会
員

に
選
出
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
存
在
は
重
き
を
な
し
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
会
議
か
ら
、
文
化
擁
護
国
際
作
家
会
議
が
誕
生
し
、
一
九
三
七

年
七
月
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
戦
争
さ
な
か
の
マ
ド
リ
ー
ド
と
バ
レ
ン
シ
ア
に
お
い
て
第
二
回
会
議
を
開
催
し
、
人
民
戦
線
擁
護
に
立
っ
た
ほ

か
、
国
際
義
勇
軍
を
組
織
す
る
一
粟
を
担
っ
た
こ
と
も
特
筆
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ロ
ラ
ン
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
旅
行

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の

一
九
三
五
年
の
ソ
連
訪
問
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

ロ
ラ
ン
は
、
す
で
に

一
九
二
七
年
に
、
ソ
連
か
ら
十
月
革
命
十
周
年
記
念
の
祝
祭
に
国
賓
と
し
て
招
か
れ
て
い
た
が
、
そ
の
際
は
健
康

上
の
理
由
で
訪
ソ
が
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も
、
作
家
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
招
き
が
何
度
か
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の

一
九
三
五
年
、

六
十
九
歳
の
年
に
、
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
の
お
よ
そ

一
カ
月
間
、

ソ
連
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
訪
ソ
は
、
ゴ
ー
リ
キ
ー
の

ロ
ラ
ン
の
希
望
で
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
会
談
が
セ
ッ
ト
さ
れ
、
な
か
ば
公
式
訪
問
と
い
う
ぺ
き
も
の
で
あ
っ

こ
の
訪
問
に
関
連
し

て
、
ま
ず
二
つ
の
こ
と
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
―
つ
は
当
時
の
仏
ソ
関
係
で
あ
り
、
他
の

一
っ
は
ソ
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辿
の
政
権
周
辺
の
事
情
で
あ
る
。

（亡

マ
リ
ー
は
ロ
ラ
ン
に
招
か
れ
、
ゴ
ー
リ
キ
ー
の

ス
イ
ス
で
ロ
ラ
ン
の
秘
書
を
務
め
て
い
る
ロ
シ
ア
人
の
マ
リ
ー
（
マ
リ
ー
ヤ
）
・
ク
ー
ダ
チ
ェ
ヴ
ァ
が
、

一
九
三
三
年
の
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
の
成
立
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
ソ
連
の
接
近
を
促
し
た
。
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
の
再
軍
備
の
要
求
を
拒
否
し
た
フ

ラ
ン
ス
政
府
は
（
す
で
に
三
二
年
十
一
月
に
仏
ソ
不
可
侵
条
約
が
結
ば
れ
て
い
た
が
）
、
三
四
年
九
月
に
ソ
連
の
国
際
連
盟
へ
の
加
盟
を

支
援
し
、
ま
た
三
五
年
五
月
に
は
仏
ソ
相
互
援
助
条
約
を
締
結
し
た
。
外
相
ラ
ヴ
ァ
ル
は
同
月
十
三
日
に
訪
ソ
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
ら
首
脳

と
会
談
し
て
友
好
関
係
を
確
認
し
合
っ
た
が
、
明
く
る
六
月
二
十
三
日
に
モ
ス
ク
ワ
入
り
し
た
ロ
ラ
ン
の
訪
問
は
、
そ
う
し
た
仏
ソ
関
係

の
雰
囲
気
の
中
で
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
他
方
、
当
時
の
ソ
連
政
権
の
内
外
で
は
、
容
易
な
ら
ぬ
権
力
闘
争
が
陰
に
陽
に
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
。
三
四
年
十
二
月
に
起
き

た
レ
＿
一
ン
グ
ラ
ー
ド
・
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
議
長
キ
ー
ロ
フ
暗
殺
事
件
を
契
機
と
し
て
、
三
六
年
に
本
格
的
に
始
ま
る
い
わ
ゆ
る
モ
ス
ク
ワ
裁
判

で
裁
か
れ
る
一
連
の
「
反
革
命
陰
謀
」
は
、
ロ
ラ
ン
の
訪
ソ
時
に
は
ま
だ
一
般
に
は
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
ロ

ラ
ン
は
滞
在
中
に
そ
う
し
た
事
態
を
徐
々
に
認
識
し
た
と
見
受
け
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
旅
行
に
は
、

ロ
シ
ア
で
生
活
し
て
い
る
息
子
の
セ
ル
ゲ
イ
に
会
い
に
行
く
な
ど
の
私
的
な
目
的
も
あ
っ
た
。
実
は
ロ
ラ
ン
は
、
一
年
前
の

三
四
年
四
月
、

二
十
九
歳
年
下
の
マ
リ
ー
と
結
婚
し
て
お
り
、
ロ
ラ
ン
夫
人
と
な
っ
た
マ
リ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
取
得
し
て
い
た
が
、
一
九
二
二
年
に

彼
女
が
初
め
て
ロ
ラ
ン
に
手
紙
を
書

い
て
以
来
の
文
通
に
始
ま
る
両
者
の
関
係
は
、
い
く
ら
か
機
微
に
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、

簡
明

で
は
な
い
。

こ
こ
で
必
要
な
限
り
を
い
え
ば
、
文
通
を
始
め
て
か
ら
七
年
後
の
一
九
二
九
年
八
月
、

仲
介
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を
入
手
し
て
初
め
て
ス
イ
ス
を
訪
れ
た
。
そ
れ
か
ら
二
度
の
短
い
滞
在
を
経
て
、
マ
リ
ー
は
三
一

年
八
月
か
ら
ロ
ラ

ン
の
も
と
で
秘
書
と
し
て
居
住
し
た
の
で
あ
る
。
ロ
ラ
ン
は
同
じ
月
、

「
ソ
辿
の
友
の
会
フ
ラ
ン
ス
支
部
」
の
名
誉
会
長
を
引
き
受
け
て

い
る
が
、
彼
の
ソ
連
へ
の
共
感
と
支
持
は
マ
リ
ー
を
得
て
い
よ
い
よ
熱
烈
と
な
り
、
『
魅
せ
ら
れ
た
る
魂
』
に
登
場
す
る
ア
ー
シ
ャ
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一
九
三
五
年
六
月
十
七
日
、
ス
イ
ス
を
出
発
し
、
ウ
イ
ー
ン
、
ワ
ル
シ
ャ

ヮ
を
経
て
六
日
後
に
モ
ス
ク
ワ
に
着
い
た
。
老
体
に
は
や
や
苛
酷
な
鉄
道
の
旅
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
の
一
週
間
、
ロ
ラ
ン
は
モ
ス
ク
ワ

に
滞
在
し
、
そ
の
間
に
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
会
見
な
ど
の
日
程
を
こ
な
し
た
の
ち
、
郊
外
の
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
別
荘
に
移
っ
て
、
七
月
二
十
一

日
ま
で
多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
た
。

そ
の
間
の
日
常
は
『
モ
ス
ク
ワ
紀
行
』

V
o
y
a
g
e
a
 Mo
s
c
o
u
に
克
明
に
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
旅
行
の
歴
史
的
な
意
義
は
、

ラ
ン
に
と
っ
て
は
、
西
欧
の
作
家
・
知
識
人
と
し
て
長
年
熱
い
眼
差
し
を
向
け
て
き
た
ロ
シ
ア
の
地
を
初
め
て
訪
れ
、
自
分
自
身
の
目
で
、

革
命
を
経
た
ソ
連
と
そ
の
国
民
を
見
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
と
り
わ
け
ソ
連
の
最
高
指
導
者
ス
タ
ー
リ
ン
と
会
見
し
、
そ
の
人
間
と
じ

か
に
接
し
た
こ
と
は
、
理
念
的
に
な
り
が
ち
な
ソ
連
観
を
た
だ
す
た
め
に
も
有
益
で
あ
っ
た
ろ
う
。

翻
っ
て
、
ソ
連
も
し
く
は
ス
タ
ー
リ
ン
に
と
っ
て
は
、
社
会
主
義
国
家
と
し
て
躍
進
し
つ
つ
あ
る
と
同
時
に
、
反
体
制
勢
力
が
台
頭
す

る
難
局
に
あ
る
時
、
西
欧
の
高
名
な
同
伴
者
が
訪
れ
て
ソ
連
を
称
え
て
く
れ
る
こ
と
は
、
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
慈
雨
で
あ
っ
た
。
会

見
の
冒
頭
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
「
世
界
で
最
も
偉
大
な
作
家
と
お
話
す
る
こ
と
が
で
き
て
光
栄
で
す
」
と
挨
拶
し
た
が
、
そ
れ
は
真
情
で

あ
っ
た
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
次
の
よ
う
に
応
じ
た
。
「
私
の
健
康
が
許
さ
ず
、
も
っ
と
早
く
こ
の
偉
大
な
新
し
い
世
界
を
訪

れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
大
変
に
残
念
で
す
。
貴
国
は
私
た
ち
全
体
の
誇
り
で
あ
り
、
私
た
ち
は
貴
国
に
希
望
を
託
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
も
し
お
許
し
い
た
だ
け
ま
す
れ
ば
、
私
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
の
古
く
か
ら
の
友
人
で
あ
り
同
伴
者
で
あ
る
と
い
う
二
重
の
資

と
も
あ
れ
、
そ
う
し
た
重
圧
を
も
背
負
っ
た
ロ
ラ
ン
夫
妻
は
、

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

メ
ル
、
イ
ス
ト
ラ
テ
ィ
、
ギ
ル
ボ
ー
ら
）
、

そ
し
て
、
他
方
、

ロ
ラ
ン
の
周
辺
で
は
、

マ
リ
ー
（
ロ
ラ
ン
は
彼
女
を
マ
ー
シ
ャ
と
呼
ん
だ
）

ロ

の
面
影
や
思
想
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。

マ
リ
ー
は
ク
レ
ム
リ
ン
の
「
使
命
」
を
帯
び
て
い
る
と
断
ず
る
向
き
さ
え
あ
っ
て
（
デ
ュ
ア

ロ
ラ
ン
は
こ
れ
ら
に
対
し
て
イ
ス
ト
ラ
テ
ィ
と
絶
交
す
る
な
ど
の
対
抗
措
置
も
と
ら
な
け
れ

命
ロ
シ
ア
人
で
マ
ル
ク
の
妻
と
な
る
）
に
は
、

-38-



そ
の
後
、

め
て
い
る
。

格
に
お
い
て
、
ま
た
西
欧
の
証
人
、

て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
」

ロ
ラ

フ
ラ
ン
ス
の
青
少
年
や
シ
ン
パ
サ
イ
ザ
ー
の
オ
プ
ザ
ー
バ
ー
、
親
友
と
し
て
、
あ
な
た
と
お
話
さ
せ

こ
う
し
て
始
め
ら
れ
た

二
時
間
に
わ
た
る
会
談
は
、
国
際
的
な
経
済
危
機
、
道
徳
的
危
機
か
ら
、
ソ
連
の
キ
ー
ロ
フ
事
件
や
裁
判
な
ど

の
国
内
問
題
に
及
び
、
ま
た
マ
ル
ク
ス
11

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
理
論
へ
と
展
開
さ
れ
た
が
、
総
じ
て
ロ
ラ
ン
の
問
い
に
ス
タ
ー
リ
ン
が
答
え
る

形
で
、
率
直
な
対
話
に
終
始
し
、
両
人
と
も
に
満
足
し
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
ロ
ラ
ン
は
と
り
わ
け
、
ソ
連
の
政
治
が
公
開
性
に
欠
け
、

そ
の
こ
と
が
西
欧
諸
国
に
誤
解
や
疑
念
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
キ
ー
ロ
フ
事
件
を
詳
し
く
説
明

し
つ
つ
、
国
内
外
の
テ
ロ
リ
ス
ト
集
団
が
ソ
連
政
権
の
打
倒
を
め
ざ
し
て
さ
ま
ざ
ま
に
暗
躍
し
て
い
る
こ
と
、
ツ
ァ
ー
時
代
の
残
滓
の
存

在
は
傍
目
で
思
う
ほ
ど
簡
単
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
固
有
の
条
件
が
あ
る
と
し
て
理
解
を
求
め
た
。
そ
し
て

彼
は
、
ソ
連
は
世
界
の
資
本
主
義
諸
国
に
存
在
す
る
二
つ
の
体
制
、
す
な
わ
ち
自
由
民
主
主
義
諸
国
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
諸
国
と
の
う
ち
、
前

者
と
連
携
し
て
後
者
と
は
対
決
し
て
い
く
と
し
て
、
最
近
の
仏
ソ
相
互
援
助
条
約
の
締
結
を
説
明
し
た
。

ロ
ラ
ン
は
、
そ
の
日
の
日
記
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
写
真
と
は
違
う
と
記
し
、
「
絶
え
ず
ま
っ
す
ぐ
な
力
強
い
視
線
を
向
け
、
謎
め
い
た

微
笑
を
た
た
え
て
い
る
」
が
、
そ
の
微
笑
は
真
心
の
こ
も
っ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
冷
淡
さ
か
、
う
か
が
い
知
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と

し
、
し
か
し
「
気
さ
く
な
男
」
で
、
し
か
も
自
制
心
を
失
う
こ
と
が
な
い
と
、
そ
の
人
柄
に
複
雑
な
強
い
印
象
を
受
け
た
こ
と
を
書
き
と

ロ
ラ
ン
は
ゴ
ー
リ
キ
ー
と
対
面
し
、
ソ
連
を
代
表
す
る
作
家
に
国
家
か
ら
貸
与
さ
れ
て
い
た
郊
外
の
別
荘
へ
案
内
さ
れ
、

こ
で
二
十
日
ほ
ど
滞
在
し
た
。
そ
こ
で
は
、
ソ
連
の
多
く
の
作
家
や
政
治
家
の
訪
問
を
受
け
、
対
話
や
意
見
交
換
を
し
て
い
る
が
、

ン
は
疲
労
の
た
め
に
休
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
ま
た
、
こ
こ
で
は
、
い
ま
や
マ
リ
ー
・
ロ
ラ
ン
と
な
っ
た
妻
の
息
子
夫
妻
と
の
出
会
い
が
あ
り
、

場
に
憫
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
こ
う
し
て
ロ
シ
ア
人
の
身
内
を
持
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
先
、

そ

ロ
ラ
ン
は
初
め
て
義
父
の
立

ロ
ラ
ン
の
言
論
活
動
に
多
少
と
も
眼
肘
を
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加
え
る
こ
と
に
な
る
事
実
は
、

匝
に
内
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
引
き
か
え
、

こ
の
よ
う
に
内
容
の
詰
ま
っ
た
四
十
日
間
ほ
ど
の
モ
ス
ク
ワ
旅
行
は
、
単
に
ロ
ラ
ン
個
人
の
思
い
出
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
い

わ
ば
歴
史
的
な
出
来
事
と
し
て
正
確
に
再
認
識
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
。
こ
の
翌
年
、
す
な
わ
ち
一
九
三
六
年
六
月
、
お
な
じ
く
ソ
ヴ
ィ
エ

ト
を
訪
問
し
た
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
の
旅
行
記
『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
紀
行
』
(
-
九
三
六
）
と
『
わ
が
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
紀
行
修
正
』
(
-
九
三
七
）

が
世
に
哨
伝
さ
れ
た
の
は
、
ジ
ッ
ド
の
文
学
的
・
思
想
的
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
何
よ
り
も
彼
が
ソ
連
に
失
望
し
、
そ
の
こ
と
を
率

ソ
連
擁
護
の
先
入
観
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
証
言
の
貴
重
さ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
ら
く
世
に
問
わ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

さ
て
、
ジ
ッ
ド
の
ソ
巡
訪
問
は
、
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
葬
儀
に
遺
遇
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
死
を
悼
む
哀
切
き
わ
ま
り
な
い
弔
辞
を

r
ヨ
ー
ロ
ッ
バ

』
に
載
せ
た
ロ
ラ
ン
も
、
モ
ス
ク
ワ
裁
判
の
進
行
に
つ
れ
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
実
を
知
り
、
や
が
て
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
死
も
暗

殺
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
こ
の
頃
か
ら
の
ロ
ラ
ン
の
世
界
認
識
や
心
情
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
公
刊
さ
れ
て
い
な

い

「
日
記
』
を
披
見
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
正
し
く
は
分
か
ら
な
い
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
し
か
し
研
究
者
に
よ
っ
て
す
で
に
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
ま
た
紙
誌
に
公
表
さ
れ
て
い
る
文
章
か
ら
推
し
て
、
ロ
ラ
ン
が
な
お
決
し
て
絶
望
せ
ず
、
そ
の
理
性
の
光
と

理
想
の
炎
を
輝
か
せ
て
い
る
こ
と
は
確
信
で
き
る
。
「
私
が
擁
護
し
て
い
る
の
は
ス
タ
ー
リ
ン
で
は
な
い
。
そ
れ
は
ソ
連
な
の
だ
。
」
（
一

九
二
七
年
十
二
月
の
日
記
。
『
モ
ス
ク
ワ
紀
行
』
序
文
で
の
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ト
レ
氏
の
引
用
に
よ
る
）
と
い
う
言
葉
は
、
そ
れ

を
物
語

っ
て
余
り
あ
る
。

だ
が
、
し
か
し
、

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
、

い
ず
れ
明
ら
か
に
さ
れ
よ
う
）
。

ロ
ラ
ン
の
場
合
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
バ
内
外
の
情
勢
は
、
ス
ペ
イ
ン
戦
争
、
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
の
崩
壊
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
協
定
、
そ
し
て
一
九

三
九
年
八
月
の
独
ソ
不
可
侵
条
約
締
結
へ
と
、
平
和
と
希
望
を
打
ち
砕
き
つ
つ
、
人
び
と
の
願
い
を
裏
切
っ
て
い
く
。
そ
う
し
て
同
年
九

月
三
日
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
で
あ
る
。

そ
の
日
、
ダ
ラ
デ
ィ
エ

首
相
へ
の
公
開
状
を
書
い
た
。
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の
運
命
で
あ
っ
た
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

に
表
明
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
」

「
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
が
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
押
し
寄
せ
る
ヒ
ト
ラ
ー
の
暴
政
の
行
く
手
を
さ
え
ぎ
る
た
め
に
立
ち
上
が
っ
た
、
こ

の
決
定
的
な
日
々
に
、
ー
こ
れ
ま
で
も
つ
ね
に
第
三
帝
国
の
野
蛮
、
不
実
、
狂
っ
た
野
望
を
告
発
し
た
、
老
い
た
平
和
の
闘
士
に

お
許
し
い
た
だ
き
‘
|
|
＾
7

日
危
機
に
瀕
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
と
世
界
の
民
主
主
義
の
大
義
に
対
す
る
全
面
的
な
献
身
を
、
あ
な
た

こ
う
し
て
両
大
戦
間
と
い
う
時
代
が
果
て
た
日
に
、
七
十
三
歳
に
し
て
こ
の
よ
う
な
ペ
ン
を
握
っ
た
の
は
、

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
そ
の
人

（
関
東
学
院
大
学
大
学
院
教
授
•
仏
文
学
）
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送
っ
た
、

『
最
後
の
扉
の
敷
居
で
』

だ
が
、

「
最
後
の
扉
の
敷
居
で
』
は
、
資
料
三
十
一
か
ら
一
九
四
二
年
に
入
る
。
極
東
で
は
、
一
日
本
軍
の
東
南
ア
ジ
ア
で
の
《
緒
戦
の
勝
利
》

に
、
国
民
こ
ぞ
っ
て
い
い
気
に
な
っ
て
い
た
時
期
だ
。
な
ぜ
か
、
こ
の
本
に
は
太
平
洋
戦
争
へ
の
言
及
が
な
い
。
推
測
で
し
か
な
い
が
、

真
珠
湾
奇
襲
の
報
道
を
知
っ
た
と
き
、
ロ
ラ
ン
は
日
本
に
落
胆
を
覚
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。
落
胆
と
い
え
ば
、
ロ
ラ
ン
は
そ
の
晩
年
に
い
た
っ

て
、
落
胆
の
苦
杯
を
飲
み
つ
づ
け
て
い
た
の
だ
っ
た
。
彼
は
苦
渋
の
あ
ま
り
、
日
記
帳
に
た
い
し
て
さ
え
、
日
本
へ
の
思
い
を
書
き
つ
け

る
気
に
な
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
今
後
研
究
が
進
め
ば
、
貴
重
な
証
言
が
発
掘
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ロ
ラ
ン
は
ア
ジ
ア
そ
の
も
の
へ
の
関
心
を
な
く
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
資
料
三
十
一
は
、

一
九
四
二
年

一
月
八
日
付
の
手
紙
の
抜
粋
だ
。

ロ
ラ
ン
は
そ
の
な
か
で
、
『
両
世
界
評
論
』
誌
の
一
九
三
九
年
三
月
お
よ
び
四

月
に
掲
載
さ
れ
た
、
ゴ
ワ
ヨ
ー
神
父
に
よ
る
教
皇
ピ
オ
十
一
世
を
め
ぐ
る
論
考
に
つ
い
て
感
想
を
述
ぺ
て
い
る
。
ピ
オ
十
一
世
は
、
信
じ

ら
れ
な
い
ほ
ど
の
数
の
布
教
団
を
組
織
し
、

「
彼
は
古
い
国
で
あ
る
中
国
と
、

)
れ
ま
で
に
な
い
広
や
か
な
精
神
が
見

ア
ジ
ア
お
よ
び
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
派
遣
し
た
。
そ
の
さ
い
教
皇
は
そ
れ
ら
の
国
に
、

だ
け
速
や
か
に
現
地
人
の
独
立
し
た
型
職
者
を
育
成
さ
せ
、
自
前
の
司
教
や
修
道
院
を
持
た
せ
よ
う
と
も
し
た
。
し
か
も
、

で
き
る

そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
伝
統
が
あ
り
、
祭
儀
さ
え
も
あ
る
固
有
の
土
壌
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
新
し
い
枝
が
伸
び
て
ゆ
く
よ
う
に
し
た
、
と
い
う
の
だ
。

そ
の
も
ろ
も
ろ
の
美
徳
に
た
い
し
、
敬
意
の
こ
も
っ
た
高
邁
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
さ
え
し
た
の
だ
よ
。

I

ぽ
く
は
若
い
修
道
士
た
ち
ゃ
、
《
異
教
徒
》
に
か
ん
す
る
最
近
の
数
々
の
書
物
の
う
ち
に
、

か
ら

6

ロ
ラ
ン
が
妹
の
マ
ド
レ
ー
ヌ
に
書
き

村

上

光

彦
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ら
れ
る
の
に
気
づ
い
た
の
だ
が
、
以
上
の
こ
と
は
そ
の
点
と
も
関
係
し
て
い
る
」
。

資
料
三
十
に
は
「
〈
わ
た
し
の
告
白
〉
も
し
く
は
、
わ
た
し
の
〈
わ
た
し
は
な
に
を
信
ず
る
か
〉
」
と
題
さ
れ
た
、

九
日
付
の
覚
え
書
き
だ
。
こ
の
資
料
は
、

と
い
っ
て
よ
い
。

一
九
四
二
年
一
月
十

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
晩
年
の
思
念
の
あ
り
ど
こ
ろ
を
知
る
う
え
で
、
ま
た
と
な
く
重
要
な
文
章

「
わ
た
し
た
ち
は
十
二
分
の
十
一
ま
で
目
に
見
え
な
い
世
界
に
生
き
て
い
る
」
と
、
彼
は
書
き
起
こ
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
「
十
ニ
オ

ク
タ
ー
ヴ
の
鍵
盤
上
、
赤
外
線
の
目
に
見
え
な
い
ス
ペ
ク
ト
ル
が
八
オ
ク
タ
ー
ヴ
あ
ま
り
、
紫
外
線
の
目
に
見
え
な
い
ス
ペ
ク
ト
ル
が
一
二

オ
ク
タ
ー
ヴ
を
占
め
て
い
る
」
か
ら
だ
。
残
り
は
一
オ
ク
タ
ー
ヴ
に
満
た
な
い
こ
と
と
な
る
。

可
視
・
不
可
視
の
問
題
か
ら
さ
ら
に
進
ん
で
、
彼
は
魂
の
認
識
に
移
る
。
「
暗
闇
が
魂
の
世
界
に
充
満
し
て
い
る
と
い
う
の
に
、
わ
た

し
た
ち
に
命
令
を
下
す
目
に
見
え
な
い
〈
現
存
〉
を
見
定
め
よ
う
に
も
、
わ
た
し
た
ち
は
諸
世
紀
を
通
じ
て
人
々
の
魂
を
導
い
て
き
た
、

も
ろ
も
ろ
の
重
力
お
よ
び
圧
力
に
頼
る
ほ
か
な
い
あ
り
さ
ま
な
の
だ
」
。

こ
こ
で
《
諸
世
紀
を
通
じ
て
人
々
の
魂
を
導
い
て
き
た
、
も
ろ
も
ろ
の
重
力
お
よ
び
圧
力
》
と
語
っ
た
と
き
、
ロ
ラ
ン
は
人
間
の
覚
醒

し
た
意
識
に
よ
る
統
御
の
届
か
な
い
領
域
、
つ
ま
り
フ
ロ
イ
ト
的
な
無
意
識
の
世
界
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
魅

せ
ら
れ
た
る
魂
』
を
読
み
直
す
な
ら
、
ロ
ラ
ン
に
お
け
る
無
意
識
の
役
割
の
重
要
性
が
わ
か
っ
て
く
る
は
ず
だ
。
つ
ぎ
の
段
落
で
用
い
ら

れ
て
い
る
《
引
力
と
斥
力
》
な
る
も
の
も
、
こ
の

《重
力
お
よ
び
圧
力
》
と
関
連
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
さ
て
、
ロ
ラ
ン
は
覚
え
書
き
を

続
け
て
こ
う
述
ぺ
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
理
性
は
も
っ
と
も
確
実
な
道
具
な
の
だ
。

ー

そ
れ
は
奇
跡
的
な
道
具
で
あ
っ
て
、
科
学
は
こ
れ
を
用

い
る
こ
と
で
、
近
づ
き
よ
う
の
な
い
も
の
に
近
づ
く
こ
と
も
、
ま
た
二
つ
の
無
限
[
極
大
方
向
の
無
限
と
極
小
方
向
の
無
限
]
の
深
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淵
の
奥
底
を
目
に
頼
ら
ず
に
読
み
取
る
こ
と
さ
え
も
、
可
能
と
な
っ
た
の
だ
。
し
か
も
魂
は
（
そ
し
て
そ
の
歴
史
は
）
引
力
お
よ
び

斥
力
に
引
き
渡
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
こ
の

二
通
り
の
力
の
じ
つ
に
膨
大
な
領
野
を
調
森
す
る
作
業
に
従
事
す
る

こ
と
を
哩
性
に
た
い
し
て
拒
否
し
た
り
す
る
の
は
、

理
性
を
放
棄
す
る
こ
と
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」

ロ
ラ
ン
は
さ
ら
に
思
考
を
進
め
る
。
こ
の
あ
た
り
、

直
訳
す
る
と
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
文
章
に
な
り
そ
う
だ
。
引
力
と
斥
力
と
の
領
野

の
調
壺
と
い
っ
た
研
究
は、

目
的
原
因
説

（世
界
の
進
行
は
目
的
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
自
然
お
よ
び
歴
史
の
な
か

に
現
出
す
る
こ
と
は
す
べ
て
、
理
に
か
な
っ
た
目
的
を
有
す
る
、
と
い
う
哲
学
説
）
を
科
学
の
な
か
に
組
み
入
れ
直
す
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
つ
の
で
は
な
い
か
。
と
こ
ろ
で
、
科
学
は
目
的
原
因
説
に
与
す
る
こ
と
を
恥
と
し
て
い
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
科
学
は
経
験
的
掃
納
法

と
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
近
い
と
こ
ろ
か
ら
順
次
、
原
因
の
連
鎖
を
遡
っ
て
ゆ
く
も
の
な
の
だ
か
ら
。
だ
が
ロ
ラ
ン
は
、
科
学

が
日
的
原
因
説
と
無
縁
で
は
あ
り
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
ら
し
い
。
彼
は
こ
う
語
る。

「
し
か
し
科
学
は
、
こ
っ
そ
り
と
目
的
因
に
助
力
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
。
科
学
が
重
大
な
仮
説
に
頼
る
と
き
が
そ
う

な
の
だ
。
そ
れ
ら
の
煎
大
な
仮
説
は、

結
果
か
ら
原
因
へ
の
緩
慢
な
登
攀
に
先
行
し
、

そ
れ
を
眼
下
に
見
下
ろ
し
た
も
の
だ
と
見
な

さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
ケ
プ
ラ
ー
と
か
ニ
ュ
ー
ト
ン
と
か
い
う
偉
大
な
学
者
は
、

精
神
世
界
も
物
理
世
界
も
同
じ
こ
と
で
、

双
方
の
世
界
の
大
き
な
謎
を
解
く
鍵
を
回
す
仮
説
は
同

一
物
だ
と
知
覚
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
同
じ
ひ
と
つ

そ
の
諸
法
則
、
と
み
な
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

の
太
陽
を
中
心
と
す
る
煎
力
と
、

仮
説
は
自
分
の
道
を
進
み
続
け
る
た
め
の
助
け
で
し
か
な
い
。
仮
説
は
一
時
的
性
格
の
も
の
で
あ
っ
て
、
よ
り
有
能
な
助
け
が
現

れ
た
ら
い
つ
で
も
席
を
譲
る
準
備
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
け
っ
し
て
忘
れ
な
い
ほ
う
が
よ
い
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
の
相
対
的
説
明

は
そ
れ
ぞ
れ
、
た
と
え
用
を
足
し
た
あ
と
で
席
を
譲
る
に
し
て
も
、
け
っ
し
て
虚
偽
だ
と
判
明
す
る
わ
け
で
な
く
、
た
だ
不
完
全
だ
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と
わ
か
る
だ
け
の
こ
と
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
仮
説
が
、
真
実
の
一
端
を
保
持
し
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
真
実
は
、
螺
旋
状
の
星
芸
の
よ

う
に、

宇
宙
空
間
に
突
入
し
て
逃
げ
て
ゆ
く
。
そ
れ
に
し
て
も
、
目
で
そ
の
あ
と
を
追
お
う
と
し
て
も
、
そ
の
本
体
に
追
い
つ
く
こ

と
は
お
そ
ら
く
け
っ
し
て
な
い
。
だ
が
、

そ
の
痕
跡
に
は
追
い
つ
け
る
か
ら
、
た
と
え
そ
の
本
体
が
消
え
失
せ
た
あ
と
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
は
現
存
し
て
い
た
、
と
確
言
で
き
る
の
だ
。

わ
れ
わ
れ
の
い
の
ち
は
〈
相
対
性
〉
の
し
る
し
の
も
と
に
展
開
し
て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
は
掟
く
ず
の
よ
う
に
、

〈相
対
性
〉
の
洪

水
に
運
び
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
な
か
で
溺
れ
そ
う
に
な
り
、
足
が
水
底
に
着
か
な
く
て
息
が
つ
ま
り
か
け
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
な
か
で
生
き
る
の
に

|
ー

漂
っ
て
ゆ
く
の
に

|
ー

慣
れ
て
く
る
に
つ
れ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
う
い
う
こ
と
を

発
見
す
る
の
だ
。
つ
ま
り
《
相
対
的
な
も
の
》
は
I

た
と
え
そ
れ
が
普
遍
的
に
広
が
っ
て
い
よ
う
と

l

自
分
で
勝
手
に
そ
う
思
っ

て
い
る
ほ
ど
は
絶
対
性
を
損
ね
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
相
対
的
な
も
の
と
無
と
を
比
ぺ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
物
差
し
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
。
精
神
の
な
か
に
か
。
精
神
が
測
定
す
る
宇
宙
の
な
か
に
は
、
い
っ
た
い
精
神
の
な
か
以
上
の
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

精
神
は
こ
の
目
立
た
な
い
力
を
ど
こ
か
ら
も
ら
い
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
人
間
の
精
神
は
、
な
ん
ら
か
の
絶
対
性
に
支
え
ら

れ
る
の
で
な
か
っ
た
ら
、

一
歩
た
り
と
も
前
へ
進
み
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
絶
対
性
は
精
神
か
ら
擦
り
抜
け
て

ゆ
く
。
と
こ
ろ
が
、
精
神
は
絶
対
性
か
ら
は
け
っ
し
て
擦
り
抜
け
る
わ
け
に
い
か
な
い
。
両
者
間
に
は
階
層
制
度
が
あ
る
の
だ
と
も

f

．口
え
そ
う
だ
。
人
間
は
相
対
的
な
も
の
に
た
い
し
て
し
か
支
配
力
を
振
る
え
な
い
。
人
間
は
絶
対
性
に
支
配
さ
れ
て
い
る
」
。

「
そ
れ
に
し
て
も
、
人
間
に
は
み
ず
か
ら
を
把
持
す
る
も
の

—
ー

そ
の
初
源
ー
ー

ま
で
遡
る
手
段
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

啓
不
さ
れ
た

〈
信
仰
〉
と
は
、
ま
る
き
り
信
用
状
を
持
た
ず
に
家
に
入
り
込
ん
で
く
る
麗
し
の
外
国
女
の
よ
う
だ
。
そ
れ
と
い
う
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の
も
、
彼
女
は
な
に
か
胄
か
れ
た
文
章
を
支
え
と
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
文
章
自
体
が
信
用
状
を
必
要
と
す
る
も
の
だ
か
ら
だ
。
そ

し
て
そ
の
文
窄
に
は
信
用
状
が
な
い
[
信
仰
は
聖
書
を
根
拠
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
聖
書
の
絶
対
性
を
保
証
す
る
も
の
は
な
い
、
と

い
う
意
味
]°

そ
の
文
章
は
、
そ
れ
自
身
I

そ
の
声
、
そ
の
信
仰
ー
以
外
の
な
に
も
の
も
不
要
だ
と
い
う
。
そ
の
麗
し
の
外
国

女
は
、
わ
れ
わ
れ
の
愛
を
勝
ち
と
る
こ
と
な
ら
で
き
る
o

|
ー
し
か
し
、
わ
た
し
の
信
頼
を
勝
ち
と
れ
る
の
か
。
愛
は
真
実
を
保
証

し
て
は
い
な
い
。
も
し
か
す
る
と
、
真
実
と
は
正
反
対
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
う
も
の
が
相
手
だ
と
、
わ
た
し
は
疑
念
を
か

き
立
て
ら
れ
か
ね
な
い
。

ー
~
わ
た
し
は
承
知
し
て
い
る
が
、
こ
う
い
う
の
は
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
に
非
難
さ
れ
る
考
え
方
だ
。
目
隠

い
っ
た
い
な
ぜ
だ
ろ
う
か
」
。

し
さ
れ
た
古
代
的

〈愛〉

の
教
理
だ
。
ー
だ
が
、
わ
た
し
が
目
を
受
け
取
っ
た
の
は
、

《

Z
u
m
S
e
h
e
n
 g
e
b
o
r
e
n
 

:・
》

参
考
「
望
楼
守

（
城
の
望
楼
に
あ
り
て
歌
ふ
）

物
見
に
生
れ
て
、

／
物
見
を
せ
い
と
言
ひ
附
け
ら
れ
て
、

／
塔
に
此
身
を
委
ね
て
ゐ
れ
ば
、
／
ま
あ
、
世
の
中
の
面
白
い
こ

と
。
／
遠
く
も
見
れ
ば
、

／
近
く
も
見
る
。

／
月
と
星
と
を
見
る
。

／
森
と
鹿
と
を
見
る
。
／
万
物
を
永
遠
な
る
／
飾
と
し

て
見
る
。
／
そ
し
て
総
て
が
己
に
気
に
入
る
や
う
に
、

／
己
自
身
も
己
に
気
に
入
る
。
／
幸
あ
る
我
目
よ
。
／
こ
れ
ま
で
見

た
程
の
物
は
、

／
何
が
な
ん
と
云
つ
て
も
、

／
兎
に
角
皆
美
し
か
っ
た
」
〔
森
幽
外
訳
〕
。

「合
麗
し
の
外
国
女
》
を
異
邦
の
女
性
と
は
思
わ
な
い
男
女
が
西
欧
に
は
大
勢
い
る
。
彼
ら
は
す
で
に
子
ど
も
の
こ
ろ
に
、
家
の

＊
ゲ
ー
テ

r
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
第
二
部
第
五
幕
「
深
夜
」
の
冒
頭
か
ら
。 [

見
る
た
め
に
生
ま
れ
て
]
＊
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な
か
で
彼
女
を
見
つ
け
た
の
だ
。
彼
女
は
父
母
に
と
っ
て
昔
な
じ
み
の
友
だ
ち
だ
っ
た
。
そ
れ
に
、
父
母
の
父
母
に
と
っ
て
も
そ
う

と
こ
ろ
が
わ
た
し
の
ば
あ
い
、
同
じ
ふ
う
に
は
行
か
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
わ
た
し
は
母
を
愛
し
て
い
た
し
、
母
の
感

受
性
か
ら
じ
つ
に
皿
●
か
な
も
の
を

l

そ
し
て
音
楽
も
ー
ー
受
け
継
い
だ
の
だ
っ
た
。
わ
た
し
が
信
仰
を
も
受
け
継
が
な
か
っ
た
の

は
ど
う
い
う
わ
け
だ
っ
た
の
か
。

信
仰
は
母
を
守
っ
て
絶
望
に
陥
ら
せ
な
か
っ
た
の
に
。
わ
た
し
は
、

信
ず
る
の
を
や
め
よ
う
と
な

に
か
を
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
信
じ
よ
う
と
し
て
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
し
た
の
だ
。
わ
た
し
は
信
じ
な
か
っ
た
。
畏
れ
か
ら
も
、
希

望
か
ら
も
、

わ
た
し
は
信
じ
た
い
と
願
っ
た
。
わ
た
し
は
信
じ
な
か
っ
た
。
わ
け
も
わ
か
ら
ず
に
、
雌
敬
心
か
ら
、
わ
た
し
は
ミ
サ

典
内
を
読
ん
だ
。
祁
敬
を
こ
め
、
哀
れ
み
を
こ
め
て
、
わ
た
し
は
〈
受
難
〉
に
つ
い
て
の
福
音
書
を
読
ん
だ
。
わ
た
し
は
悲
傷
の

〈人
〉
字
リ
ス
ト
]
に
向
か
っ
て
、
哀
れ
み
を
党
え
、
優
し
さ
を
い
だ
い
た
。
し
か
し
、
あ
の
方
が
〈
神
〉
だ
と
、
皆
か
ら
そ
う

言
わ
れ
た
し
、
自
分
で
も
索
直
に
談
論
し
な
い
で
、
心
の
な
か
で
そ
う
繰
り
返
し
た
。
だ
が
、
そ
う
感
じ
た
こ
と
は
つ
い
ぞ
な
か
っ

た
。
〈
神
〉
で
あ
り
な
が
ら
、

三
位

一
体
穴
人
と
子
と
精
霊
と
が
一
体
]
を
保
ち
な
が
ら
、
人
と
し
て
化
肉
し
た
こ
の
〈
神
〉
と
な

つ
い
ぞ
わ
た
し
の
思
念
の
な
か
に
入
り
込
ん
だ
こ
と
が
な
か
っ
た
。
信
仰
の
土
台
を
な
す
秘
儀
と
も
な
る
と
、
な
お
の
こ
と
、

そ
の
ど
れ
ひ
と
つ
と
し
て
入
り
込
ん
で
こ
な
か
っ
た
。
い
か
に
も
そ
れ
ら
の
秘
儀
は
、
最
初
の
敷
居
、

つ
ま
り
詩
的
・
形
而
上
学
的

敷
店
を
た
し
か
に
越
え
て
出
て
い
た
。

ー

そ
し
て
こ
の
形
を
し
た
秘
儀
に
し
て
も
、
も
っ
と
の
ち
に
な
っ
て
、

し
さ
に
感
咬
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
の
扉
、
す
な
わ
ち

《
a
d
s
u
m
!》
[
わ
た
し
は
お
り
ま
す
]
と
い

…
…

「
わ
た
し

う
加
の
と
こ
ろ
て
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
美
し
さ
か
、
そ
れ
と
も
奥
深
さ
か
。
問
題
は
ま
さ
し
く
そ
こ
に
あ
る
！

は
お
り
ま
す
」
両
者
の
あ
い
だ
は
も
ろ
も
ろ
の
世
界
で
附
て
ら
れ
て
い
る
。
両
者
は
同
じ
実
質
で
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
う

る
と
、

家
族
の
名
株
を
か
け
た
の
だ
。

か
か
る
こ
と
な
ど
、
彼
ら
は
思
い
つ
き
も
し
な
か
っ
た
。
彼
女
は
家
族
の
一
貝
だ
っ
た
。
彼
女
を
擁
護
し、

そ
の
深
遠
さ
や
美

彼
女
を
尊
ぷ
こ
と
に
、

だ
っ
た
。
彼
女
は
住
ま
い
の
守
護
聖
女
だ
っ
た
。
彼
ら
は
彼
女
の
膝
に
乗
っ
て
育
っ
た
の
だ
。

そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、

彼
女
を
疑
っ
て
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が
あ
る
場
で
は
、
生
と
死
と
が
問
題
に
な
る
の
だ
。

れ
て
い
る
]

の
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
な
り
〈
処
女
た
ち
〉
な
り
を
信
じ
な
い
わ
け
が
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
美
し
い
宗
教
的
神
話

の
な
か
に
、
生
き
て
い
る
〈
神
〉
と
の
赤
裸
の
燃
え
る
よ
う
な
接
触
を
わ
た
し
に
与
え
て
く
れ
る
者
が
、
だ
れ
か
い
る
だ
ろ
う
か
。

生
き
て
い
る
〈
神
〉
。
そ
う
、
わ
た
し
は
一
度
な
ら
ず
、
そ
の
〈
神
〉
と
の
火
と
燃
え
る
接
触
を
受
け
と
っ
た
こ
と
が
あ
る
°

|
ー

そ
れ
は
、
あ
の
い
く
つ
か
の
〈
閃
光
〉
[
『
内
面
の
旅
路
』
第
二
章
コ
ニ
つ
の
閃
光
」
参
照
]
体
験
の
い
ず
れ
か
に
お
い
て
だ
o

わ
た

し
は
そ
れ
を
物
語
ろ
う
と
努
め
た
こ
と
が
あ
る
。
ー
—
し
か
し
、
聖
書
の
〈
神
〉
を
介
し
て
そ
う
い
う
接
触
を
受
け
と
っ
た
こ
と
は

絶
え
て
な
か
っ
た
。
〈
神
〉
の
も
と
へ
行
く
に
は
、
そ
れ
は
よ
か
ら
ぬ
道
な
の
だ
。
聖
書
の
語
る
物
語
は
、
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
信

仰
の
場
で
は
な
い
。
[
…
…
]
相
対
性
と
可
能
性
と
に
関
わ
る
こ
と
で
し
か
な
い

o

ー
~
蓋
然
性
の
極
限
ま
で
近
づ
く
こ
と
が
あ
ろ

う
と
も
。
だ
が
、
そ
の
極
限
か
ら
確
信
ま
で
は
、
ま
だ
遠
く
隔
た
っ
て
い
る
。
物
語
で
読
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
確
信
で
き
る
こ
と
と
し

て
受
け
入
れ
る
気
に
は
な
れ
な
い
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
そ
こ
に
は
魂
の
生
死
に
関
わ
る
こ
と
が
な
い
か
ら
だ
。
と
こ
ろ
で
、
信
仰

わ
た
し
が
深
淵
の
ま
え
に
立
っ
て
覚
え
る
心
細
さ
や
恐
怖
を
あ
て
に
し
て
い
る
人
た
ち
は
、
ま
さ
に
そ
の
場
で
わ
た
し
を
待
ち
受

け
て
い
る
。
彼
ら
は
わ
た
し
に
言
う
だ
ろ
う
。

ー
ー

『
渡
り
板
を
出
し
て
あ
げ
ま
す
よ
、
い
い
か
ら
渡
り
な
さ
い
』
。

わ
た
し
は
そ
の
気
に
な
れ
な
い
。
恐
怖
か
ら
〈
神
〉
を
信
じ
た
り
し
た
ら
、
神
聖
な
〈
事
柄
〉
へ
の
、
ま
た
〈
神
〉
へ
の
敬
虔
と

尊
敬
と
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
、
最
悪
の
し
る
し
と
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
愛
な
り
認
識
な
り
に
よ
っ
て
〈
神
〉
を
信
ず

そ
う
で
な
け
れ
ば
『
い
い
え
！
』
と
言
う
が
よ
い
。
わ
た
し
は
〈
主
〉
に
気
に
入
ら
れ
た
く
て
嘘
を
つ
い
た
り
は
し
な
い
。

る
か
、

で
な
か
っ
た
ら
、
わ
た
し
は
フ
ィ
デ
ィ
ア
ス

[
紀
元
前
五
世
紀
の
ギ
リ
シ
ア
の
彫
刻
家
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
最
大
の
彫
刻
家
と
見
な
さ
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月、

一
九
四
ー

一年
四
月
七
日
付
の
手
紙
だ
。
そ
の
前

〈主〉

が
い
る
と
し
た
ら
、
ま
た
〈
主
〉
が
わ
た
し
を
作
っ
た
の
だ
と
し
た
ら
、
嘘
を
つ
い
た
り
し
た
ら
〈
主
〉
を
裏
切
る
こ
と
と

な
る
。
わ
た
し
は
自
分
の
受
け
と
っ
た
守
則
を
忠
実
に
守
る
。
ー
（
も
し
〈
彼
〉
か
ら
受
け
と
っ
た
の
で
な
い
と
し
た
ら
、
〈
彼
〉

よ
り
偉
大
な
ほ
か
の
い
か
な
る
〈
神
〉
か
ら
受
け
と
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
）
ー
た
と
え
わ
た
し
が
〈
彼
〉
を
誤
解
し
た
の
だ
と
し

て
も
、
わ
た
し
は
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
な
し
、
自
分
の
な
す
ぺ
き
こ
と
を
な
し
た
の
だ
。
《
I
c
h
k
a
n
n
 n
i
c
h
t
 a
n
d
e
r
s
 :
・
》
[
わ

た
し
に
は
ほ
か
の
こ
と
は
な
に
も
で
き
な
い
]
わ
た
し
は
自
分
が
そ
う
で
あ
る
以
外
の
者
に
は
な
れ
な
い
。

一
九
四
二
年
五
月
+
日
[
お
そ
ら
く
、
こ
の
文
章
を
書
き
終
え
た
日
ご

一
九
四
二
年
三
月
十
二
日
付
の
手
紙
だ
。

か
で
、
あ
る
若
い
ド
ミ
ニ
コ
会
修
道
士
[
こ
の
本
の
資
料
ご
て
の
他
に
出
て

vる
ピ
シ
ヤ
ー
ル
神
父
の
こ
と
ら
し
い
]

の
よ
こ
し
た
手
紙

「
キ
リ
ス
ト
を
十
字
架
に
か
け
た
者
た
ち
、
つ
ま
り
死
刑
執
行
人
の
下
僕
た
ち
さ
え
、
も
し
良
心
的
に
職
務
を
行
っ
た
の
で
あ
れ

ば
、
救
わ
れ
る
資
格
を
確
実
に
わ
が
も
の
に
で
き
る
と
い
う
の
だ
。
す
て
き
す
ぎ
る
ほ
ど
の
話
だ
か
ら
、
〈
教
会
〉
が
人
類
と
の
あ

い
だ
で
締
結
し
た
協
定
が
ず
っ
と
有
効
で
、
公
的
に
批
准
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
信
頼
す
る
気
に
な
れ
そ
う
だ
」
。

汽
料
三
十
四
は
、
ミ
シ
ェ
ル
・
ド
・
パ
イ
ユ
レ
神
父
か
ら
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
あ
て
の
、

ロ
ラ
ン
が
ド
・
パ
イ
ュ
レ
神
父
に

「内
面
の
旅
路
」
を
送
っ
た
の
で
礼
状
を
よ
こ
し
た
の
だ
。
神
父
は
そ
の
手
紙
の
な
か
で
、
こ
の

新
若
に
は
ロ
ラ
ン
が

「
ジ
ャ
ン
11

ク
リ
ス
ト
フ
」
に
お
い
て
提
示
し
た
重
大
問
題
が
見
い
だ
さ
れ
る
と
し
て
、
さ
ら
に
こ
う
続
け
る
。

に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

資
料
三
十
三
は、

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
か
ら
妹
の
マ
ド
レ
ー
ヌ
に
あ
て
た
、

ロ
ラ
ン
は
そ
の
な
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え
て
い
る
。

神
父
は
追
伸
中
で
こ
う
付
け
加
え
て
い
る
。
「
奥
様
か
ら
お
聞
き
及
び
の
通
り
、
わ
た
し
は
ク
ロ
ー
デ
ル
に
会
い
、
先
生
に
幾
重
に
も

よ
ろ
し
く
と
の
言
づ
て
を
言
い
つ
か
り
ま
し
た
。
ク
ロ
ー
デ
ル
は
、
状
況
と
ご
自
分
の
孤
立
と
に
苦
し
い
思
い
を
し
て
お
い
で
で
す
。
わ

た
し
と
た
っ
ぷ
り
二
時
間
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
て
、
氏
は
喜
ば
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
」
。

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
一
九
四
二
年
四
月
十
二
日
付
の
ド
・
パ
イ
ユ
レ
神
父
あ
て
の
手
紙
（
資
料
三
十
五
）

「
そ
う
で
す
と
も
、
〈
い
の
ち
の
主
〉
に
、
わ
た
し
の
た
め
に
祈
っ
て
く
だ
さ
い
。
（
『
わ
た
し
が
来
た
の
は
、
彼
ら
が

命
を
受
け
る
た
め
、
し
か
も
豊
か
に
受
け
る
た
め
で
あ
る
』
[
ド
．
パ
イ
ュ
レ
神
父
が
巳
フ
ン
に
あ
て
た
手
紙
に
引
用
さ
れ
て
い
た

聖
句
、
「
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
」
第
十
章
第
十
節
]
と
い
う
そ
の
美
し
い
こ
と
ば
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
す
か
）
。

わ
た
し
は
し
ば
し
ば
主
に
祈
り
ま
し
た
。

ー
ー

そ
れ
も
人
格
的
な
形
の
も
と
に
。

ー

と
こ
ろ
が
主
は
、
非
人
格
的
な
形
の
も
と

の
気
持
ち
を
申
し
上
げ
て
も
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
」
。

「
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
は
と
も
か
く
と
し
て
、
そ
の
提
示
の
仕
方
そ
の
も
の
に
、
先
生
と
キ
リ
ス
ト
教
的
思
考

ー
—

そ
の
光
り

輝
く
鮮
明
さ
に
お
い
て
も
、
ま
た
〈
秘
儀
〉
の
受
容
の
仕
方
に
お
い
て
も
ー
と
を
隔
て
て
い
る
す
ぺ
て
の
こ
と
が
目
に
映
る
の
は

確
か
で
す
。
し
か
も
な
お
、
そ
こ
に
は
さ
ら
に
い
っ
そ
う
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
な
に
が
ど
う
あ
ろ
う
と
、

先
生
が
キ
リ
ス
ト
教
的
態
度
と
ご
く
親
近
で
あ
る
所
以
が
、

[
羊
が
]

で
す
。
そ
れ
は
、
先
生
が
冒
頭
の
数
ペ
ー
ジ
で
早
く
も
明
確
に
語
っ
て

[
…
…
]
先
生
の
た
め
に
〈
い
の
ち
の
主
〉
に
お
祈
り
申
し
上
げ
て
も
、
ま
た
も
し
お
許
し
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、
恭
し
い
友
情

お
ら
れ
る
、
あ
の
〈
生
〉

へ
の
情
熱
な
の
で
す
」
。

で
、
神
父
の
こ
の
手
紙
に
答
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＜
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
」
と
い
う
。

ド
・
パ
イ
ユ
レ
神
父
の
追
伸
に
答
え
る
よ
う
に
、

そ
の
ま
っ
た
き
現
存
に
お
い
て
な
の
で
す
…
…
」
。

で
し
か
、

た
の
で
す
。
ま
る
で
空
か
、

の
で
す
が
、

一
九
四
二
年
四
月
十
六
日
付
の
手
紙
だ
。
こ
の
手
紙
も

つ
い
ぞ
わ
た
し
に
答
え
て
は
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
わ
た
し
は
生
涯
を
つ
う
じ
て
、

そ
の
非
人
格
的
な
形
に
包
ま
れ

そ
れ
と
も
光
の
大
海
原
に
包
ま
れ
る
よ
う
に
。
そ
れ
は
わ
た
し
の
ま
わ
り
を
流
れ
、
す
ぺ
て
を
満
た
す

で
も
わ
た
し
は
そ
れ
を
掴
め
な
い
の
で
す
。
た
だ
そ
れ
だ
け
が
実
在
す
る
の
だ
と
、
わ
た
し
は
盲
目
的
に
感
じ
と
り
ま

す
。
そ
し
て
わ
た
し
が
実
在
し
て
い
る
こ
と
が
疑
わ
し
く
な
り
、
わ
た
し
は
そ
の
な
か
で
溺
れ
そ
う
に
な
る
の
で
す
。
わ
た
し
が
存

在
し
、
行
動
し
、
創
作
し
、
愛
し
、
ま
た
戦
う
の
は
、
逆
説
的
な
生
の
本
能
に
よ
っ
て
で
す
。
ー
い
か
な
る
疑
惑
も
顧
慮
す
る
こ

と
な
し
に
、
ま
た
し
ば
し
ば
、
精
神
と
心
情
と
の
情
熱
に
運
ば
れ
、

そ
し
て
運
び
去
ら
れ
る
に
任
せ
つ
つ
。

キ
リ
ス
ト
教
の
人
格
神
へ
の
信
仰
を
じ
か
に
知
覚
す
る
た
め
の
扉
を
わ
ず
か
で
も
開
け
よ
う
と
し
て
、
わ
た
し
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と

を
い
た
し
ま
し
た
。
わ
た
し
の
仲
間
の
ク
ロ
ー
デ
ル
と
ペ
ギ
ー
と
が
そ
れ
を
受
け
と
っ
た
よ
う
に
で
す
。
徒
労
で
し
た
。
わ
た
し
の

宿
命
は
〈
光
〉
を
受
け
と
っ
て
渡
す
こ
と
で
は
あ
り
な
が
ら
、
た
だ
し
非
人
格
的
で
宇
宙
的
な
充
実
に
お
い
て
で
あ
り
、

顔
の
な
い

面
に
は
あ
る
宗
教
的
渇
望
が
感
じ
ら
れ
、

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
も
ま
た
追
伸
の
な
か
で
ク
ロ
ー
デ
ル
に
触
れ
て
い
る
。
「わ

た
し
た
ち
は
ク
ロ
ー
デ
ル
か
ら
、
聖
金
曜
日
の
カ
ー
ド
を
二
枚
も
ら
い
ま
し
た
。

ー

美
し
く
も
心
打
つ
カ
ー
ド
で
し
た
」
。

資
料
三
十
六
は
、
ル
イ
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
神
父
が
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
に
寄
せ
た
、

『
内
而
の
旅
路
』
の
読
後
感
を
記
し
た
も
の
で
、
『
コ
ン
ス
ト
リ
ュ
イ
ー
ル
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
同
書
の
書
評
が
同
封
さ
れ
て
い
た
。
ベ
ル

ナ
ー
ル
神
父
は
手
紙
の
冒
頭
で
『
内
面
の
旅
路
』
を

《音
楽
詩
》
と
呼
ん
で
い
る
。
だ
が
彼
は
、
「
三
つ
の
閃
光
」
と

「
射
る
者
」
の
卒

に
つ
い
て
は
、
し
っ
く
り
こ
な
い
と
率
直
に
述
ぺ
て
い
る
。
そ
れ
て
も
な
お
、

「
あ
ら
ゆ
る
食
い
違
い
を
越
え
た
と
こ
ろ
で
、

先
生
の
内

そ
れ
が
わ
た
し
の
渇
望
と

一
致
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
こ
と
を
申
し
上
げ
る
の
は
す
ば
ら
し
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ロ
ラ
ン
が
消
極
的
諦
念
に
陥
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
《
苦
痛
礼
賛》

を
拒
否
し
、
愛
も
な
く
人
間
と
し
て
の
同
情
も
な
い
キ

リ
ス
ト
教
を
拒
否
す
る
の
は
じ
つ
に
当
然
至
極
だ
、
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
神
父
に
言
わ
せ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
キ
リ
ス

ト
教
は
真
実
の
キ
リ
ス
ト
教
、
す
な
わ
ち

《福
音
書
と
聖
人
た
ち
》
と
の
キ
リ
ス
ト
教
で
は
な
い
。
神
父
に
と
っ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
と
は
、

ト

9
ン
ス
：
‘
ュ
タ
ノ
コ

ン

《変
容
を
め
ざ
す
絶
大
な
努
力
（
あ
る
い
は
む
し
ろ
絶
大
な
恩
寵
）
》
な
の
だ
。
「
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
、
死

は
生
の
源
泉
と
な
り
、
悪
は
善
の
源
泉
と
な
る
の
で
す
。
試
練
を
く
ぐ
り
抜
け
る
こ
と
で
真
新
し
い
地
平
線
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
り
ま

し
て
、
わ
た
し
は
悪
を
そ
の
よ
う
な
試
練
と
見
て
お
り
ま
す
」
。

神
父
が
信
じ
て
い
る
の
は
《
宇
宙
の
人
格
的
絆
で
あ
る
〈
お
方
〉
》
な
の
だ
か
ら
、
彼
に
と
っ
て
「
三
つ
の
閃
光
」
の
章
が
し
っ
く
り

こ
な
い
と
感
じ
ら
れ
る
の
は
当
然
だ
。
彼
は
こ
う
打
ち
明
け
る
。
「
人
格
的
で
受
肉
し
た
〈
神
〉
を
断
念
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

わ
た
し
は
退
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
わ
た
し
に
と
っ
て
は
、
そ
の
神
は
宇
宙
全
体
を
照
ら
し
だ
し
て
く
だ
さ
る
の
で
す
。

[:
・
…
]

拡
散
し
た
宗
教
性
に
陥
っ
た
り
し
た
ら
恐
ろ
し
い
こ
と
で
す
。
そ
の
よ
う
な
宗
教
性
は
、
わ
た
し
を
解
放
す
る
ど
こ
ろ
か
、
外
見
と
自
分

前
項
で
触
れ
た
『
コ
ン
ス
ト
リ
ュ
イ
ー
ル
』
誌
所
収
の
書
評
が
、
こ
の
本
の
資
料
三
十
七
と
し
て
再
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の

後
半
を
紹
介
し
よ
う
。

ロ
マ
ン
・
ロ

「
叙
事
詩
的
な
息
吹
が
こ
の
本
の
ペ
ー
ジ
を
運
ん
で
ゆ
く
。
こ
れ
は
自
伝
で
あ
る
と
と
も
に
一
編
の
詩
な
の
だ
。
自
然
が
か
わ
る

が
わ
る
愛
撫
と
打
撃
と
を
注
ぎ
か
け
る
さ
な
か
に
あ
っ
て
、
み
ず
か
ら
の
宿
命
と
格
闘
し
て
い
る
ひ
と
り
の
人
間
が
い
る
。
わ
れ
わ

れ
は
そ
こ
に
、
そ
の
人
間
の
数
々
の
希
望
、
夢
、
願
望
が
脈
打
っ
て
い
る
の
を
感
ず
る
。

こ
の
宿
命
の
う
ち
に
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
さ
し
く
〈
神
〉
を
予
感
す
る
。
そ
の
証
言
の
偉
大
さ
は
そ
こ
に
由
来
す
る
。

の
利
己
的
欲
望
と
に
従
属
さ
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
」
。

さ
ら

に
彼
は
、
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ラ
ン
は
幼
年
時
を
つ
う
じ
て
、
〈
神
〉
は
人
間
に
た
い
し
て
力
を
乱
用
し
て
い
る
、
と
感
じ
て
い
た
。
彼
は
一
度
と
し
て
信
仰
を
も
っ

た
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
、
母
親
が
祈
っ
て
い
る
〈
神
〉
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
夜
明
け
の
挨
拶
を
送
っ
た
。
人
格
的
な
〈
神
〉
か
ら

切
り
離
さ
れ
て
、
彼
の
宗
教
的
渇
望
は
、
と
く
に
音
楽
を
つ
う
じ
て
、
普
遍
的
生
命
と
合
一
す
る
な
か
で
自
己
を
達
成
し
よ
う
と
努

め
る
。
そ
し
て
ア
ガ
ペ
ー
の
冠
を
脱
が
さ
れ
た
エ
ロ
ス
は
感
覚
世
界
と
い
う
閉
ざ
さ
れ
た
地
平
を
め
ざ
し
て
羽
ば
た
く
。
こ
の
幼
児

は
、
彼
が
向
か
っ
て
い
っ
た
自
由
に
到
達
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
知
恵
と
諦
念
と
は
、
悪
に
た
い
す
る
真
実
の
勝
利
な
の
だ
ろ
う
か
。

存
在
が
高
次
の
次
元
へ
近
づ
く
に
は
苦
悩
を
通
り
抜
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は
生
命
の
法
則
で
も
あ
る
し
、
愛
す
る

〈
神
〉
の
法
則
で
も
あ
る
。
こ
の
大
作
家
の
感
動
的
な
打
ち
明
け
話
の
最
後
の
何
ペ
ー
ジ
か
を
播
読
し
た
あ
と
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は

〈
神
〉
に
向
か
っ
て
謙
虚
に
こ
う
お
願
い
す
る
。
種
子
が
死
ぬ
こ
と
こ
そ
そ
の
芽
生
え
の
条
件
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
、
ま
た
十

字
架
を
通
ら
な
い
か
ぎ
り
輝
か
し
い
歓
喜
に
行
き
つ
け
は
し
な
い
こ
と
を
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
に
理
解
さ
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
」
。

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
四
月
二
十
七

B
付
の
手
紙
（
資
料
三
十
八
）

の
な
か
で
こ
う
答

「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
エ
ロ
ス
は
た
し
か
に
キ
リ
ス
ト
教
の
ア
ガ
ペ
ー
と
は
異
な
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
ア
ガ
ペ
ー

と
『
ギ
ー
タ
』
の
い
う
《
神
的
結
合
》
と
の
隔
た
り
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
後
者
は
情
念
に
よ
る
染
み
も
汚
れ
も
な

い
、
《
変
わ
る
こ
と
な
き
霊
的
浄
福
》
な
の
で
す
。
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
存
在
の
う
ち
に
〈
神
的
自
我
〉
を
見
、
〈
神
的
自
我
〉
の
う
ち

に
あ
ら
ゆ
る
存
在
を
見
ま
す
。
そ
し
て
存
在
す
る
す
ぺ
て
の
も
の
の
う
ち
に
〈
神
〉
を
愛
し
、
つ
ね
に
《
生
け
る
〈
神
〉
》
（
原
文
に

は
《
わ
た
し
と
し
て
》
と
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
〈
神
〉
が
み
ず
か
ら
話
し
か
け
て
い
る
か
ら
で
す
）
と
し
て
生
き
ま
た

行
動
し
ま
す
」
。

え
て
い
る
。

ベ
ル
ナ
ー
ル
神
父
の
以
上
の
感
想
に
た
い
し
て
、
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は
わ
た
し
の
歌
を
歌
い
ま
す
」
。

思
想
上
の
二
大
陸
の
あ
い
だ
に
か
け
ら
れ
た
ア
ー
チ
と
い
っ
た
観
が
あ
り
ま
す
。

へ
の
正
し
い

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
あ
な
た
が
書
い
て
お
ら
れ
る
よ
う
な
聖
ト
マ
ス
の
考
え
方
は
、
わ
た
し
と
た
い
そ
う
親
近
性
が
あ
り
ま
す
。

ボ
シ
ュ
エ
と
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
と
の
論
争
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ボ
シ
ュ
エ
は
い
ま
の
と
こ
ろ
厄
介
な
局
面
を
過
ご
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

世
紀
の
変
わ
り
目
か
ら
こ
ち
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
考
え
方
に
完
全
な
方
向
転
換
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
っ
て
、
神
秘
は
長
ら
く
圧
迫
さ
れ
、
疑
わ
し
く
思
わ
れ
て
い
た
の
に
、
宗
教
的
合
理
主
義

ー
|
そ
れ
は
十
七
世
紀
中
葉
か
ら
こ
ち

ら
魂
を
厳
重
に
支
配
し
て
い
ま
し
た
が

|
ー
に
た
い
し
て
仕
返
し
に
出
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
神
秘
主
義
の
自
由
化
が
お

よ
そ
何
年
く
ら
い
に
始
ま
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
ま
っ
さ
き
に
始
め
た
の
が
ど
う
い
う
人
た
ち
、
ど
う
い
う
作
品
だ
っ
た
の
か
、
お
お

い
に
知
り
た
い
も
の
で
す
。
わ
た
し
の
感
じ
で
は
、
ほ
ぽ
時
を
同
じ
く
し
て
世
俗
思
想
に
お
い
て
も
、
硬
直
し
た
合
理
主
義
的
概
念

論
に
対
抗
す
る
同
様
の
反
乱
運
動
が
（
さ
ら
に
い
っ
そ
う
強
い
仕
方
で
）
堤
防
を
決
壊
さ
せ
た
の
で
す
。
プ
レ
モ
ン

レ
モ
ン
神
父
(
-
八
六
五
ー
一
九
三
三
）
。
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
宗
教
感
情
に
つ
い
て
の
文
学
史
』
（
全
十
一
巻
）

[
ア
ン
リ
・
プ

の
著
者
。
『
フ
ェ

ヌ
ロ
ン
の
た
め
の
弁
論
』
(
-
九
一

0
年
）
に
お
い
て
、
ボ
シ
ュ
エ
お
よ
び
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ム
を
批
判
し
、
神
秘
主
義
的
傾
向
を
明

ら
か
に
し
た
]
が
そ
の
問
題
を
語
っ
た
に
ち
が
い
な
い
と
思
う
の
で
す
が
。

あ
な
た
が
〈
三
つ
の
閃
光
〉
の
〈
神
〉
を
嫌
っ
て
お
い
で
な
の
は
ご
も
っ
と
も
で
す
。
人
格
的
で
受
肉
し
た
〈
神
〉

信
仰
を
ど
う
い
う
仕
方
で
で
も
揺
る
が
そ
う
と
試
み
る
よ
う
な
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
と
思
い
ま
す
（
そ
う
す
る
手
段
が
す
こ
し
で

も
わ
た
し
に
あ
る
と
し
て
の
話
で
す
が

l

そ
ん
な
力
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。
し
か
し
、
〈
神
〉
は
す
ぺ
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
〈
神

性
〉
は
一
種
類
し
か
な
く
て
、
ほ
か
の
は
違
う
な
ど
と
、
だ
れ
に
そ
ん
な
こ
と
が
言
え
ま
し
ょ
う
か
。
同
じ
日
光
が
、
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
水
滴
の
反
射
を
ほ
と
ば
し
ら
せ
る
の
で
す
。
わ
た
し
は
日
光
が
飲
ん
だ
そ
れ
ら
の
水
滴
中
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
わ
た
し

一
般
的
に
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率
に
思
え
る
。

釘
料
ニ
ト
九
は
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の

一
九
四
二
年
の
日
記
か
ら
抜
粋
し
た
文
章
で
、
編
者
に
よ
れ
ば
同
年
五
月
に
書
か
れ
た
も
の
だ
。

ロ
ラ
ン
は

一
、
二
年
前
か
ら
、
ロ
ラ
ン
夫
人
の
お
か
げ
で
ク
ロ
ー
デ
ル
の
詩
に
親
し
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（
同
時
に
ク
ロ
ー
デ
ル
の
ほ

う
も
、
ロ
ラ
ン
の
作
品
を
読
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
）
。
彼
は
そ
れ
ま
で
ク
ロ
ー
デ
ル
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
四
年
以
前
の
も
の

し
か
知
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
「
わ
た
し
に
は
、
一
九
二

0
年
以
後
の
作
品
の
ほ
う
が
、
比
ぺ
よ
う
も
な
く
美
し
く
、
と
り
わ
け
ず
っ
と
真

い
っ
さ
い
の
粉
飾
を
去
っ
た
彼
、
全
人
と
し
て
の
彼
が
出
て
い
る
」
と
記
し
、
さ
ら
に
こ
う
続
け
て
い
る
。

「
わ
た
し
は
カ
ト
リ
シ
ス
ム
に
接
近
し
よ
う
と
試
み
て
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
を
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
の
を
認
め
た
。
そ
こ
で
わ
た
し

は
、
目
に
つ
い
た
も
の
を
す
ぺ
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
啓
発
し
て
く
れ
る
も
の
を
す
ぺ
て
読
ん
で
み
た
。
お
お
い
に
驚
い
た
こ
と
に
、

一
連
の
注
目
す
ぺ
き
本
を
読
ん
だ
と
こ
ろ
、
幅
の
広
い
精
神
、
普
遍
性
の
あ
る
欲
求
が
、
あ
ら
た
な
幾
世
代
も
の
偉
大
な
カ
ト
リ
ッ

ク
信
者
に
霊
感
を
与
え
て
い
る
の
を
発
見
し
た
。
彼
ら
は
ほ
か
の
岸
に
住
む
人
々
の
思
考
を
理
解
し
、
包
摂
し
よ
う
と
高
邁
な
努
力

を
し
て
い
る
。
彼
ら
は
別
種
の
精
神
の
持
ち
主
に
た
い
し
て
き
わ
め
て
寛
容
だ
が
、
そ
の
寛
容
さ
は

〈神
〉
の
好
意
に
満
ち
た
正
義

へ
の
惜
し
み
な
い
信
頼
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
そ
の
信
頼
は
、
誤
謬
の
な
か
に
さ
え

ー
ー
そ
れ
が
公
正
で
純
粋
な
誤
謬
で
あ
り
さ
え

す
れ
ば

i

永
遠
に
至
る
種
子
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
て
い
の
も
の
だ
。
そ
し
て
わ
た
し
は
、
わ
た
し
の
出
会
っ
た
若
い
司
祭
や

修
道
士

た
ち
の
う
ち
に
も
、
同
じ
知
的

高
邁
さ
を
見
い
だ
し
た
。

—
ー

（
そ
れ
も
正
規
の
聖
職
者
に
追
随
す
る
世
俗
の
信
心
家
の
ば

あ
い
に
も
ま
し
て
、
ま
さ
し
く
そ
の
正
規
の
宗
教
家

ー
ー

ド
ミ
ニ
コ
会
、
イ
エ
ズ
ス
会
、
そ
の
他
の

|
—

の
あ
い
だ
の
ほ
う
が
ず
っ

と
多
い
。
）
わ
た
し
は
彼
ら
と
の
対
話
か
ら
も
、
ま
た
聖
ポ
ロ
や
、
ま
た
ご
く
最
近
に
出
た
聖
書
注
釈
書
を
読
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
も
、

な
に
が
彼
ら
の
信
仰
か
ら
わ
た
し
を
隔
て
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
、
ど
こ
へ
行
け
ば
、
ま
た
ど
う
す
れ
ば
、
わ
た
し
に
と
っ
て
も
扉

が
わ
ず
か
な
り
と
も
開
く
の
か
と
、

真
剣
に
探
っ
て
み
た
。

ー
ー

し
か
し
、
わ
た
し
は
挫
折
し
て
敷
居
ぎ
わ
に
留
ま
っ
て
い
る
」
。
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日
記
に
書
き
留
め
ら
れ
た
、
こ
の
断
章
の
末
尾
数
行
を
紹
介
し
よ
う
。

で
な
く
、
愛
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
だ
」
。

ロ
ラ
ン
が
言
う
に
は
、
彼
を
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
に
近
づ
か
せ
な
い
の
は
、
反
キ
リ
ス
ト
者
の
批
判
で
は
な
い
。
彼
ら
に
よ
る
批
判
は

た
い
て
い
の
ば
あ
い
、
皮
相
で
、
粗
雑
で
、
あ
ま
り
知
的
で
な
く
、
公
正
さ
に
欠
け
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
う
し
た
批
判
に
影
響
さ
れ

て
信
仰
に
入
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
語
る
。
「
わ
た
し
が
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
か
ら
隔
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
ず
る
の
は
、
ま

さ
に
そ
の
信
仰
に
よ
っ
て
な
の
だ
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
う
ち
で
も
最
高
に
優
れ
た
人
た
ち
（
彼
ら
の
性
格
か
ら
い
っ
て
も
、
知
性
か
ら
い
っ

て
も
、
わ
た
し
が
も
っ
と
も
敬
意
を
払
っ
て
い
る
人
た
ち
）
に
お
け
る
、
そ
の
信
仰
の
性
質
に
よ
っ
て
な
の
だ
。
そ
の
信
仰
が
な
に
よ
り

も
ま
ず
絶
大
な
〈
欲
求
〉
で
あ
り
、
高
揚
し
た
〈
愛
〉
に
養
わ
れ
た
燃
え
る
よ
う
な
〈
希
望
〉
で
あ
る
こ
と
が
、
わ
た
し
に
と
っ
て
は

l

彼
ら
の
告
白
そ
の
も
の
に
よ
っ
て

l

明
白
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
信
仰
は
理
性
の
う
ち
に
補
助
役
を
探
す
こ
と
は
で
き
る
。
し
か

し
、
そ
の
信
仰
に
と
っ
て
、
理
性
は
い
つ
も
決
ま
っ
て
二
流
の
使
用
人
で
し
か
な
い
。
彼
ら
の
信
仰
は
け
っ
し
て
理
性
に
も
と
づ
く
も
の

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
直
観
を
支
え
る
仮
説
を
確
信
だ
と
言
い
く
る
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
信
者
は
み
ず
か
ら
の
存
在
の
あ
り
っ
た
け

の
力
で
、
仮
説
を
確
信
だ
と
主
張
す
る
。
生
き
て
い
く
に
は
そ
れ
が
必
要
な
の
で
、
信
者
は
そ
れ
を
切
望
す
る
の
だ
。
す
る
と
、
幻
覚
に

憑
か
れ
た
よ
う
な
彼
の
呼
び
か
け
に
、

そ
れ
が
応
答
し
て
く
れ
る
。
彼
は
そ
れ
を
《
恩
寵
》
と
名
づ
け
る
。
じ
つ
は
、

分
の
た
め
に
こ
し
ら
え
た
恩
寵
な
の
だ
。
ロ
ラ
ン
は
イ
ン
ド
思
想
に
深
く
参
入
し
、

そ
れ
は
自
分
が
自

マ
ー
ヤ
ー
（
幻
）
の
こ
と
も
よ
く
知
っ
て
い
た
。
ヴ
ェ
ー

ダ
ン
タ
思
想
に
お
い
て
は
世
界
そ
の
も
の
も
実
体
の
な
い
幻
だ
と
い
う
。
ま
し
て
、
み
ず
か
ら
の
切
望
に
応
じ
て
〈
神
〉
が
答
え
て
く
れ

た
よ
う
な
気
が
し
て
も
、

そ
れ
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
幻
聴
に
す
ぎ
な
い
。
彼
は
そ
の
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
か
ら
、
イ
ン
ド
の
魔
術
師
の
よ

う
に
、

自
分
が
空
に
向
か
っ
て
放
り
あ
げ
た
縄
切
れ
に
す
が
っ
て
天
に
昇
ろ
う
と
試
み
た
り
は
し
な
か
っ
た
。

「
わ
た
し
の
必
要
、
わ
た
し
の
欲
求
が
ど
れ
ほ
ど
強
か
ろ
う
と
、
わ
た
し
は
自
分
の
た
め
に
そ
れ
[
恩
寵
]
を
こ
し
ら
え
る
わ
け
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資
料
四
十
二
は
、

ら
く
借
用
し
て
い
た
、

と
取
り
組
ん
で
い
た
の
だ
。

に
は
い
か
な
い
。
わ
た
し
は
否
定
し
た
り
は
し
な
い
。
『
お
そ
ら
く
』
と
言
う
の
だ
。
ー
〈
神
〉
は
、
も
し
実
在
せ
ら
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
公
正
と
い
う
第
一
の
義
務
を
わ
た
し
に
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
み
ず
か
ら
経
験
し
た
う
え
で
知
っ
て
い
る
こ
と
以
外
は
、
な

に
ご
と
も
言
わ
ず
、
ま
た
断
言
し
な
い
。
人
間
の
う
ち
に
な
に
が
し
か
神
的
な
も
の
が
存
す
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
こ
の
、
精
神
の

正
直
さ
そ
の
も
の
の
う
ち
に
あ
る
の
だ
。
そ
れ
は
自
分
が
欲
し
て
い
る
こ
と
と
か
、
自
分
の
利
益
に
な
る
こ
と
と
か
を
顧
慮
し
た
り

は
し
な
い
。
わ
た
し
は
〈
神
〉
に
よ
っ
て
人
間
精
神
の
敷
居
ぎ
わ
に
配
置
さ
れ
て
、
勤
務
中
に
自
分
の
見
た
こ
と
を
忠
実
に
報
告
す

る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。
わ
た
し
は
歩
哨
と
し
て
指
示
さ
れ
た
命
令
し
か
顧
慮
し
な
い
。
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
し
な
い
。
最
高
会
議

で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
語
る
の
は
、

一
介
の
兵
士
の
役
目
で
は
な
い
」
。

一
九
四
二
年
六
月
に
、
ロ
ラ
ン
は
パ
リ
ヘ
出
か
け
た
ら
し
い
。
ル
イ
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
神
父
か
ら
ロ
ラ
ン
宛
の
六
月
十
七
日
付
の
手
紙

（
資
料
四
十
）
に
は
、
残
念
な
が
ら
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
行
き
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
、
ロ
ラ
ン
の
パ
リ
滞
在
中
に
お
目
に
か
か
り

た
い
と
い
う
趣
旨
の
も
の
だ
。
そ
の
追
伸
に
、
「
先
生
の
『
ペ
ギ
ー
』
は
進
捗
し
て
い
ま
す
か
」
と
あ
る
。
こ
の
夏
、
ロ
ラ
ン
は
『
ペ
ギ
ー
』

資
料
四
十
一
も
ベ
ル
ナ
ー
ル
神
父
か
ら
ロ
ラ
ン
宛
の
手
紙
で
、
日
付
は
七
月
七
日
、
ジ
ェ
ル
メ
ー
ヌ
・
ペ
ギ
ー
嬢
の
住
所
を
教
え
る
た

め
の
も
の
だ
。
「
彼
女
は
喜
ん
で
、
先
生
に
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
て
文
通
す
る
で
し
ょ
う
」
と
保
証
し
て
い
る
。
手
紙
の
末
尾
に
は
、
毎

朝
の
ミ
サ
の
あ
い
だ
に
約
束
ど
お
り
[
ロ
ラ
ン
の
た
め
に
]
祈
つ
て
い
る
、
と
書
き
添
え
て
あ
る
o

ロ
ラ
ン
か
ら
ミ
シ
ェ
ル
・
ド
・
パ
イ
ユ
レ
神
父
あ
て
の
、

一
九
四
二
年
七
月
三
十
一
日
付
の
手
紙
だ
。
神
父
か
ら
長

マ
ル
セ
ル
・
ペ
ギ
ー
著
『
シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ギ
ー
の
運
命
』
を
返
却
す
る
に
あ
た
り
、
礼
に
添
え
て
感
想
を
記
し
た
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貸
料
四
十
三
は、

も
の
だ
c

い
る
c

さ
ら

に
、
こ
う
あ
る
。
「
し
か
し
、

一
語
（
良
い
の
も
悪
い
の
も
）
と
し

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
シ
ャ
ル
ル
の
長
男
の
マ
ル
セ
ル
・
ペ
ギ
ー
は
民
族
主
義
的
心
性
の
持
ち
主
だ
っ
た
。

は
、
「
ペ
ギ

ー
の
神
秘
上
義
は
た
し
か
に
民
族
主
義
の
土
台
に
立
っ
て
い
ま
し
た
」
と
し
て
、
そ
の
点
で
も
こ
の
本
に

《
真
実
の
種
子
》

が
見
ら
れ
る
の
を
認
め
て
い
る
。
彼
は
、
こ
の
書
物
に
は
お
か
し
な
箇
所
が
あ
る
の
を
心
得
た
う
え
で
、
得
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
述
ぺ
て

ペ
ギ
ー
を
知
る
た
め
に
は
、
ペ
ギ
ー
を
読
む
に
如
く
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ー

そ
の
す
ぺ

て
を
諒
む
こ
と
で
す
。
彼
の
う
ち
に
は
、
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
に
も
な
い
の
で
す
。

て
、
誠
実
で
な
い
こ
と
ば
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
そ
の
点
で
、
彼
は
比
類
が
な
い
の
で
す
」
。

を
読
む
と
、

ロ
ラ
ン
か
ら
レ
ー
モ
ン
・
ピ
シ
ャ
ー
ル
神
父
あ
て
の
手
紙
で
、
日
付
は
一
九
四
二
年
八
月
二
十
七
日
だ
。
こ
の
手
紙

ロ
ラ
ン
に
と
っ
て
パ
リ
ヘ
出
る
の
が
た
い
へ
ん
だ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
「
パ
リ
で
お
目
に
か
か
る
機
会
は
、
こ
の
先

な
か
な
か
得
ら
れ
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言

っ
て
、
彼
は
こ
う
説
明
し
て
い
る
。
「
そ
れ
と
い
う
の
も
、
い
ま
や
車
を
使
う
こ
と
を
禁

じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
行
け
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
鉄
道
は
、
わ
た
し
に
と
っ
て
ひ
ど
く
疲
れ
ま
す
し
。
そ
れ
に
、
列

市
に
乗
る
の
に
、
ま
ず
十
キ
ロ
先
へ
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ー
セ
ル
ミ
ゼ
ル
で
す
」
。

こ
こ
で
箪
者
の
思
い
出
を
挿
入
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
。
た
ぷ
ん
オ
ー
タ
ン
だ
っ
た
と
思
う
が
、
プ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
の
ど
こ
か
の
町
か

ら
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
ヘ
向
か
う
こ
と
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
こ
の
駅
は
無
人
駅
で
、
切
符
を
買
う
に
は
、
券
売
機
を
相
手
に
ロ
ポ
ッ
ト
と
話
す

よ
う
な
問
答
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
い
わ
い
、
そ
ば
に
親
切
な
人
が
い
て
、
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
ヘ
行
く
に
は
セ
ル
ミ
ゼ
ル
11

ヴ
ェ

ズ
レ
ー
行
き
の
切
符
を
買
う
よ
う
に
と
教
え
ら
れ
た
。
お
か
げ
で
切
符
を
買
い
、
か
な
り
遠
回
り
を
し
て
セ
ル
ミ
ゼ
ル
に
行
き
つ
い
た
の

だ
。

セ
ル
ミ
ゼ
ル
駅
は
有
人
で
、
親
切
な
駅
貝
に
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
行
き
の
タ
ク
シ
ー
を
呼
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
本
誌
第
三
十
二
号

所
載
の
拙
稿
「
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
播
祭
」
か
ら
も
、

ロ
ラ
ン
の
若
い
友
人
プ
イ
エ
の
証
言
を
つ
う
じ
て
、
戦
時
中
の
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
近
辺

に
お
け
る
鉄
道
事
情
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ヴ
ェ
ズ
レ
ー
は
丘
の
う
え
に
形
成
さ
れ
た
町
で
、
周
囲
が
平
原
で
な
く
て
洵
原
だ
っ

ロ
ラ
ン

-58-



る。 た
ら
島
の
よ
う
に
見
え
る
だ
ろ
う
。
タ
ク
シ
ー
の
窓
か
ら
丘
が
近
づ
い
て
く
る
の
を
見
て
い
て
、
ま
る
で
江
ノ
島
だ
と
感
じ
た
の
を
憶
え

て
い
る
。
戦
時
中
に
は
、

そ
の
こ
ろ
、

そ
の
丘
は
絶
海
の
孤
島
に
も
似
た
状
況
に
置
か
れ
た
の
だ
。

ロ
ラ
ン
は
ペ
ギ
ー
と
並
行
し
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
も
取
り
組
ん
で
い
た
。
彼
が
こ
の
手
紙
で
《
超
人
》
を
問
題
に
し
て

い
る
の
は
、
ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
こ
と
が
か
た
と
き
も
念
頭
を
去
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
彼
は
ピ
シ
ャ
ー
ル
神
父
に
こ
う
語
っ
て
い

「
あ
な
た
と
同
様
、
わ
た
し
も
《
超
人
》
が
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ー
彼
ら
の
度
外
れ
さ
が
、
自
分
は
弱
い
人
間
だ
と
い
う
、

奥
深
い
、
悟
り
に
似
た
気
持
ち
で
補
わ
れ
て
い
な
い
ー
あ
が
な
わ
れ
て
い
な
い

＇~
ば
あ
い
の
こ
と
で
す
が
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

に
せ
よ
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
せ
よ
、
か
つ
て
わ
た
し
が
そ
の
守
護
神
的
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
人
た
ち
は
、
こ
の
気
持
ち
を
悲
痛

な
ま
で
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
彼
ら
は
、
人
々
に
た
い
し
て
兄
ら
し
く
振
る
舞
う
義
務
が
あ
る
と
も
、
ジ
ャ
ン
11

ク

リ
ス
ト
フ
の
よ
う
に
生
の
大
河
の
岸
か
ら
岸
へ
と
《
渡
す
》
使
命
が
あ
る
と
も
、
感
じ
て
い
た
の
で
す
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
、
彼
ら

が
道
の
途
上
で
倒
れ
ず
に
す
ん
だ
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
ほ
か
の
人
た
ち
を
運
ば
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
人
間
ら

し
い
弱
さ
の
ゆ
え
に
人
の
助
力
を
求
め
つ
つ
も
、
そ
う
し
た
弱
さ
が
あ
る
こ
と
で
、

ひ
と
は
か
え
っ
て
強
く
な
る
の
で
す
」
。

資
料
四
十
四
は
、
「
一
九
四
二
年
九
月
」
と
い
う
日
付
の
あ
る
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
日
記
だ
。

「
パ
リ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
学
院
教
授
で
参
事
会
員
の
シ
ム
テ
ー
ル
が
来
訪
。
彼
の
訪
問
の
目
的
（
隠
し
て
は
い
る
が
）
は
苦
も
な
く

看
破
で
き
た
。
こ
れ
ら
、
〈
教
会
〉
の
連
中
は
、
老
人
を
回
心
さ
せ
よ
う
、
再
征
服
し
て
〈
主
〉
の
も
と
に
取
り
返
そ
う
と
し
て
、

ハ
エ
の
群
れ
の
よ
う
に
そ
の
ま
わ
り
に
駆
け
つ
け
て
く
る
。
わ
た
し
が
こ
れ
こ
れ
の
聖
職
者
と
話
し
合
っ
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
を
、
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彼
ら
は
日
伝
え
に
時
を
お
か
ず
に
聞
き
つ
け
る
o
|
|
そ
し
て
、
彼
ら
の
希
望
が
目
覚
め
た
の
だ
。
捕
ま
え
た
ら
、
す
て
き
な
獲
物

狩
り
に
成
功
す
る
の
は
だ
れ
だ
ろ
う
、
と
い
う
わ
け
だ
。
わ
た
し
は
い
っ
さ
い
隠
し
立
て
を
し
な
い
、
隠
す
こ
と
は
な
に
も

な
い
。
だ
が
、
わ
た
し
に
は
見
て
と
れ
る
の
だ
が
、
わ
た
し
が
な
に
か
言
う
と
、
な
に
も
か
も
言
質
と
し
て
引
っ
捕
ら
え
ら
れ
る
。

彼
ら
は
自
分
に
厄
介
な
こ
と
は
憶
え
て
お
か
な
い
よ
う
に
す
る
。
ー
|
わ
た
し
が
キ
リ
ス
ト
の
神
性
を
信
じ
て
い
な
い
と
公
言
し
て

い
る
こ
と
な
ど
。

[…
・:
]
わ
た
し
が
キ
リ
ス
ト
の
神
性
を
否
定
し
た
り
疑
っ
た
り
す
る
こ
と
に
た
い
し
て
、
わ
た
し
の
会
う
こ
れ

可
能
だ
と
い
う
こ
と
（
そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う
、
ー
わ
た
し
に
も
、

ロ
ラ
ン
は

ら
の
叩
職
者
は
だ
れ
も
か
も
弱
い
反
発
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
は
驚
い
て
し
ま
う
。
彼
ら
は
、
合
理
的
明
証
は
い
っ
さ
い
不

そ
れ
は
わ
か
り
す
ぎ
る
ほ
ど
わ
か
っ
て
い
る
）
に
立
て
こ
も
る
。

そ
し
て
シ
ム
テ
ー
ル
参
事
会
貝
は
、
〈
賭
け
〉
と
い
う
逃
げ
場
の
ほ
か
に
は
、
掴
ま
る
と
こ
ろ
が
見
つ
か
ら
な
い
始
末
だ

ル
流
の

〈賭
け
〉
—
ー
そ
う
で
は
あ
る
が
、
パ
ス
カ
ル
の
い
く
ぶ
ん
粗
野
な
、
利
益
が
ら
み
の
賭
け
の
か
わ
り
に
、
思
想
上
の
、
確

信
上
の

〈賭
け
〉
を
持
ち
だ
し
て
く
る
の
だ
）
。
し
か
し
こ
う
い
う
手
段
に
出
て
、

ル
ー
レ
ッ
ト
に
乗
せ
よ
う
と
い
う
わ
け
だ
。
こ

う
い
う
賭
け
事
で
は
、
な
に
を
選
ぶ
に
せ
よ
、
な
に
を
手
に
入
れ
る
に
せ
よ
、

《
ほ
か
に
仕
方
が
な
い
！
》
と
い
う
、
ず
い
ぷ
ん
お

粗
末
な
調
子
に
見
え
る
[
…
…
]
」
。

ロ
ラ
ン
は
、
こ
れ
ら
の
聖
職
者
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
〈
神
〉
に
固
執
し
て
、

《
わ
が
仏
尊
し
》
と
い
う
姿
勢
を
崩
さ
な
い
の
を
見
苦
し

く
思
っ
た
ら
し
い
。

〈自
分
た
ち
の
キ
リ
ス
ト
教
的
・
カ
ト
リ
ッ
ク
的
会
社
ー
た
だ
そ
れ
だ
け
、
ほ
か
の
も
の
は
い
っ
さ
い
な
し
〉
と

い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
、

〈
わ
が
社
》
の
こ
と
し
か
念
頭
に
な
い
会
社
員
と
い
っ
た
印
象
を
受
け
た
の
だ
ろ
う
。

嘆
く
。
「
イ
エ
ス
＂
キ
リ
ス
ト
に
先
立
っ
て
、
ほ
か
に
も
救
い
主
た
ち
が
い
た
、
ほ
か
に
も
福
音
を
告
げ
る
こ
と
ば
が
あ
っ
た
と
立
証
さ
れ

る
こ
と
に
た
い
し
て
、
彼
ら
は
子
ど
も
じ
み
た
恐
怖
を
見
せ
る
。
[
…
…
]
彼
ら
は
自
分
た
ち
が
排
他
愛
国
主
義
者
な
の
を
白
状
し
な
い
。

彼
ら
の
カ
ト
リ
シ
ス
ム
以
外
の
も
の
と
は
、

．
 

己こt
 

い
か
な
る
も
の
か
。
ー
ー
そ
れ
と
は
正
反
対
で
あ
っ
て
し
か
る
ぺ
き
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

（パ
ス
カ
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資
料
四
十
五
は
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
か
ら
ピ
シ
ャ
ー
ル
神
父
あ
て
の
、

あ
ら
ゆ
る
光
を
受
け
入
れ
、
呼
び
寄
せ
、
包
摂
す
る
偉
大
な
総
合
で
な
く
て
は
。

ー

そ
れ
ら
の
光
が
東
洋
か
ら
来
よ
う
と
西
洋
か
ら
来

よ
う
と
°

|
_
〈
神
〉
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
す
ぺ
て
の
光
は
〈
神
〉
か
ら
来
る
の
だ
」
。

同
じ
資
料
四
十
四
の
最
後
の
数
行
と
し
て
《
一
九
四
二
年
十
月
二
十
日
》
付
け
の
断
章
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

「
数
年
前
か
ら
、
わ
た
し
が
〈
教
会
〉
に
近
づ
く
よ
う
に
と
—
|
ま
た
、
わ
た
し
が
〈
教
会
〉
を
誠
実
に
理
解
す
る
努
力
を
す
る

よ
う
に
と
ー
—
努
め
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
。
わ
た
し
は
そ
の
た
め
に
、
そ
こ
か
ら
い
っ
そ
う
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
わ
た
し
の

死
後
、
〈
教
会
〉
が
わ
た
し
を
自
分
の
も
の
と
主
張
し
よ
う
と
し
な
け
れ
ば
よ
い
が
！

わ
た
し
は
信
じ
な
い
。

H
a
u
d
credo
 
[
ま
っ
た
く
信
じ
な
い
]
°
反
証
は
で
き
て
い
る
。
信
者
た
ち
の
埒
外
に
留
ま
っ
て
い
た
あ

い
だ
、
わ
た
し
は
自
分
の
無
信
仰
に
い
く
ら
か
の
保
留
を
残
し
て
お
い
た
。
最
高
に
優
れ
た
信
者
た
ち
に
お
け
る
信
ず
る
理
由
が
見

え
て
き
て
か
ら
は
、

ロ
ラ
ン
は
そ
の
な
か

そ
れ
ら
の
保
留
を
や
め
て
し
ま
っ
た
。
カ
ト
リ
シ
ス
ム
の
美
的
構
築
を
認
め
る
に
つ
い
て
は
、
わ
た
し
は
や
ぷ

さ
か
で
は
な
い
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
も
ろ
も
ろ
の
偉
大
な
宗
教
的
建
造
物
の
美
し
さ
を
越
え
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
美
的
領
域

内
で
の
こ
と
だ
。
「
テ
ン
ペ
ス
ト
』
の
美
し
い
詩
句
が
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、

は
希
望
と
欲
望
の
セ
メ
ン
ト
で
固
め
て
あ
る
。
そ
れ
は
も
ろ
も
ろ
の
世
界
に
注
が
れ
る
《
メ
ガ
レ
・
ヘ
・
モ
イ
ラ
》
[
大
い
な
る
宿

色
の
視
線
の
ま
え
で
は
、
ま
っ
た
＜
空
し
い
の
だ
」
。

そ
れ
は
《
夢
を
織
り
上
げ
て
い
る
》
布
地
だ
。
土
台

一
九
四
二
年
十
月
三
十
一
日
付
の
手
紙
だ
。

で
、
ピ
シ
ャ
ー
ル
神
父
が
送
っ
て
よ
こ
し
た
ポ
ー
ル
・
ル
ノ
ー
ダ
ン
の
著
書

「
十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
偉
大
な
女
性
神
秘
家
、
受
肉
の
マ

リ
ー
」
（
一
九
三
五
年
刊
）
に
つ
い
て
感
想
を
述
ぺ
て
い
る
。
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と
い
っ
た
状
態
は
、
こ
の
英
雄
的
な
女
性
の
神
秘
的
行
動
の
生
涯
に
お
い
て
、

で
の

一
段
階
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。
超
克
す
ぺ
き
も
の
だ
っ
た
の
で
す
」
。

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、

ル
ノ
ー
ダ
ン
の
本
を
読
ん
だ
お
か
げ
で
、

ン
ト
の
そ
れ
で
す
」
と
語

っ
て
い
る
。

こ
こ
で
注
を
つ
け
て
お
く
と
、

フ
ラ
ン
ス
に
は
〈
受
肉
の
マ
リ
ー
〉
と
呼
ば
れ
る
十
七
世
紀
の
修
道
女
が
二
人
い
た
。
こ
こ
で
は
、
フ

ラ
ン
ス
の
カ
ル
メ
ル
女
子
修
道
会
の
創
始
者
の
ひ
と
り
、
ア
カ
リ
ー
夫
人
(
-
五
六
六
ー
一
六
一
八
）
を
指
す
。
死
後
、
福
者
に
列
せ
ら

れ
た
。

ロ
ラ
ン
は
以
前
か
ら
、
プ
レ
モ
ン
の
著
作
に
よ
っ
て
、
こ
の
〈
受
肉
の
マ
リ
ー
〉
の
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
西
欧
の
宗
教
家
の
な

か
で
も
、
神
秘
的
結
合
と
行
動
と
を
示
す
好
例
と
し
て
彼
女
に
感
嘆
し
て
い
た
と
い
う
。
「
ル
ノ
ー
ダ
ン
の
、
こ
の
資
料
に
襄
打
ち
さ
れ

た
丹
念
な
著
内

の
お
か
げ
で
、
彼
女
に
感
嘆
す
る
理
由
が
ま
た
あ
ら
た
に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
」
と
、

辞
を
述
ぺ
て
い
る
。

た
だ
し
、
彼
女
が
天
上
の
夫
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
を
崇
敬
し
、
熱
愛
し
て
、
夫
婦
か
恋
人
ど
う
し
の
間
柄
を
思
わ
せ
る
文
体
で
心
情
を
吐

露
し
て
い
る
こ
と
に
は
、
ロ
ラ
ン
は
い
さ
さ
か
辟
易
し
た
模
様
だ
。
こ
の
無
邪
気
そ
の
も
の
で
い
て
肉
欲
的
な
表
現
は
、
ロ
ラ
ン
に
よ
る

と
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ド
・
サ
ー
ル
(
-
五
六
七
ー

一
六
二

二
、
聖
人
、
「
敬
神
生
活
序
論
』
『
〈
神
〉
へ
の
愛
を
論
ず
』
な
ど
の
著
作
が
あ
る
）

か
ら
始
ま
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。

仏
文
学
）

ロ
ラ
ン
は
こ
の
手
紙
の
な
か
で
、
こ
と
の
つ
い
で
に
「
わ
た
し
の
キ
リ
ス
ト
は
ジ
オ
ッ
ト
と
レ
ン
プ
ラ

ロ
ラ
ン
は
こ
う
い
う
こ
と
を
知
っ
た
の
だ
っ
た
。
「
こ
の
恋
す
る
魂

一
時
期
の
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
上
昇
の
途
上

（
成
践
大
学
名
脊
教
授

ロ
ラ
ン
は
ピ
シ
ャ
ー
ル
神
父
に
謝
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交
流
の
な
い
異
国
間
の
曲
で
す
が
、
彼
の
組
歌
と
、
バ
ロ
ッ
ク
音

ま
す
。
各
々
家
元
は
、
自
ら
作
曲
し
た
曲
を
広
め
る
為
に
自
作
を

の
没
し
た
年
に
西
欧
で
は
ヘ
ン
デ
ル
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

ん
ど
こ
ろ
）
や
孔
名
ま
た
は
管
名
を
文
字
や
数
字
で
表
さ
れ
て
い

「
六
段
」
で
有
名
な
八
橋
検
校
は
江
戸
時
代
の
作
曲
家
で
す
。
彼

国
の
江
戸
時
代
に
日
本
独
自
の
音
楽
と
し
て
花
開
き
ま
し
た
。

れ
る
よ
う
な
記
譜
法
の
発
達
は
近
世
ま
で
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

日

儀
式
を
司
っ
た
日
本
の
神
々
の
祈
り
の
音
楽
で
し
た
。
そ
れ
が
鎖
人
の
専
業
と
な
っ
た
音
楽
も
あ
っ
た
た
め
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
み
ら

す
。
古
く
は
埴
輪
に
も
残
さ
れ
て
い
る
、
立
琴
を
爪
弾
い
て
神
の

（
こ
と
）
と
い
う
楽
器
は
、
内
な
る
情
熱
を
秘
め
や
す
い
楽
器
で

日
本
伝
統
音
楽
の
記
譜
法

と
の
考
え
に
深
い
尊
敬
の
念
を
覚
え
ま
し
た
。
私
の
演
奏
す
る
等

各
国
民
が
ユ
ニ
ー
ク
な
文
明
、
固
有
の
伝
統
を
尊
重
す
る
ぺ
き
」

パ
が
、
あ
た
か
も
車
の
両
輪
の
よ
う
に
支
持
し
合
い
、
各
人
種
、

歩
と
平
和
の
た
め
に
い
か
に
必
要
で
あ
る
か
、
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ

れ
と
と
ま
ど
い
、
共
感
の
歴
史
で
も
あ
り
ま
し
た
。
西
洋
と
、
東

は
、
西
洋
音
楽
を
取
り
入
れ
発
展
し
ま
す
。
そ
れ
は
異
国
へ
の
撞

新
春
コ
ン
サ
ー
ト

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
、
「
東
洋
と
西
洋
、

ア
と
の
相
互
理
解
、
信
頼
、
尊
敬
と
両
者
の
協
力
が
、
人
類
の
進

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ

プ
ロ
グ
ラ
ム
ノ
ー
ト
よ
り

楽
に
は
多
く
の
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
時
代
は
流
れ
明
治
維
新
後

洋
の
楽
譜
の
記
譜
法
、
そ
し
て
戦
後
の
邦
楽
演
奏
家
の
試
み
を
一

部
で
す
が
述
ぺ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

日
本
伝
統
音
楽
で
は
一
般
に
秘
伝
的
傾
向
が
強
く
、
さ
ら
に
盲

本
の
記
譜
法
は
大
部
分
が
奏
法
譜
で
数
字
譜
、
弦
名
・
勘
所
（
か

東
洋
・
西
洋
の
出
会
い

大

谷

祥

子
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シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
し
て
い
く
、
モ
ノ
ク
ロ
ニ
ッ
ク
な

『
単
囮
的
時

楽
の
本
来
の
姿
な
の
だ
と
感
じ、

五
線
譜
で
は
表
し
き
れ
な
い
、

染
講
に
し
て
継
承
し
弟
子
の
数
を
拡
大
さ
せ
ま
し
た
。
生
田
流
で

い
え
ば
正
派
、
米
川
流
、
当
道
会、

宮
城
会
、
筑
紫
流
、

江
藤
流

な
ど
で
す
。
私
は
邦
楽
家
に
と
っ
て
、
不
即
不
離
の
関
係
と
は
邦

つ
か
ず
離
れ
ず
の
音
楽
は
改
め
て
不
思
議
で
魅
力
的
な
時
間
進
行
、

旋
律
進
行
な
の
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
能
を
見
る
と
、
例
え
ば

笛
の
旋
律
線
が、

謡
曲
と
ど
う
い
う
関
係
を
持
つ
の
か
、
不
思
議

さ
を
感
じ
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
簡
単
に
言
え
ば
、

笛
方

は
笛
方
の
時
間
を
も
っ
て
、

謡
は
謡
の
時
間
を
持
っ
て
進
ん
で
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、

謡
に
笛
が
『
あ
し
ら
わ
れ
る
』

時
に
は
、
ま
ず
、

謡
の
あ
る
個
所
か
ら
、
あ
る
個
所
ま
で
、
と
い

う
地
点
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
笛
は
そ
こ
で
入
り
、
終
わ
る
ま
で
、

謡
曲
の
テ
ン
ポ
や
リ
ズ
ム
と
は
無
関
係
に
進
行
し
ま
す
。
厳
密
に

言
え
ば
、

洋
楽
の
よ
う
に
直
接
的
な
縦
の
関
係
を
持
た
ず
に
、
相

互
に
不
即
不
離
の
関
係
を
保
ち
な
が
ら
進
行
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
す
。
与
え
ら
れ
た
「
入
り
」
か
ら
終
了
地
点
ま
で
の
間

で

『
み
は
か
ら
い
」
な
が
ら

「
あ
し
ら
う
』
の
で
す
。
こ
れ
は
洋

楽
の
よ
う
に
、

原
則
的
に
常
に
縦
割
り
の
垂
直
的
時
間
を
拍
子
で

間
』
構
造
の
上
に
は
成
立
し
得
な
い
も
の
で
す
。
こ
れ
は
本
来
邦

楽
家
が
得
意
と
す
る
分
野
で
あ
り
、

箪
曲
諸
、
尺
八
諸
、
能
狂
言

ズ
ム
・
漸
減
リ
ズ
ム
）

で
あ
っ
た
り
、

息
づ
か
い
（
間
・

無
拍
・

沈
黙
）
な
の
で
す
。
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
小
節
線
で
縦
割

り
の
出
来
な
い
音
楽
、
そ
れ
が
箪
曲
な
の
で
す
。
そ
れ
を
支
え
て

い
る
の
は
、
口
伝
ス
タ
イ
ル
で
確
立
さ
れ
た
何
十
通
り
も
あ
る
音

の
パ
タ
ー
ン
の
組
み
あ
わ
せ
や
付
か
ず
離
れ
ず
進
む
、
唄
と
手
の

パ
ラ
ン
ス
な
の
で
す
。
そ
れ
ら
を
洋
楽
界
の
作
曲
家
は
ゆ
ら
ぎ
を

持
っ
た
音
楽
、
あ
い
ま
い
さ
を
も
っ
た
音
楽
と
認
め、

評
価
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

同
じ
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
楽
譜
を
書
く

一
人
に

E
．
サ
テ
ィ
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
小
節
線
が
あ
る
と
、
小
節
内
で
フ
レ
ー
ズ
を
考

え
て
し
ま
い
、
小
節
線
を
ま
た
が
っ
た
場
合
な
ど
に
小
節
線
に
と

ら
わ
れ
て
し
ま
う
事
が
起
き
ま
す
。
E
．
サ
テ
ィ
や
西
村
朗
、
松

村
貞
三
、
吉
松
隆
、
人
野
義
朗
の
楽
譜
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
小
節

線
や
拍
子
記
号
を
書
い
て
な
い
も
の
か
ら
は
奏
者
が
自
由
に
う
た

い
小
節
線
に
と
ら
わ
れ
ず
フ
レ
ー
ズ
に
沿
っ
た
表
現
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

の
譜
で
書
け
ば
理
解
で
き
ま
す
。
そ
れ
は

「
お
と
し
」
（漸
増
リ
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音
楽
評
論
家
の
楢
崎
洋
子
は
こ
う
述
ぺ
て
お
ら
れ
ま
す
。
「
東

洋
の
序
破
急
は
一
方
向
の
流
れ
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
回
帰
性
を

め
ざ
し
た
も
の
で
は
な
い
。
川
の
流
れ
の
よ
う
に
過
ぎ
去
る
も
の

は
再
び
帰
ら
ず
、
去
年
の
春
は
今
年
の
春
と
同
じ
で
は
な
い
、
と

い
っ
た
流
動
感
も
、
日
本
の
諸
芸
に
共
通
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

一
方
向
の
序
破
急
的
リ
ズ
ム
感
は
空
間
に
お
け
る
建
築
や
造
園
の

相
称
性
の
否
定
や
、
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
拡
大
、
縮
小
の
否
定

と
と
も
に
、
大
き
な
視
野
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ

る
。
序
の
間
の
長
さ
、
準
備
に
か
け
る
時
間
の
長
さ
、
長
け
れ
ば

長
い
ほ
ど
、
観
客
は
い
ま
か
い
ま
か
と
緊
張
感
の
中
で
待
ち
、
期

待
す
る
。
そ
こ
か
ら
出
て
く
る
音
に
は
精
神
性
が
あ
り
、
深
み
が

あ
り
、

そ
の
一
音
で
満
足
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
待
つ
時

間
が
序
の
部
分
で
あ
る
。
邦
楽
の
音
に
は
一
音
一
音
に
精
神
が
込

め
や
す
く
、
そ
の
音
を
発
す
る
ま
で
の
動
作
、
準
備
に
時
間
が
か

か
る
こ
と
が
多
い
。
」

序
破
急
に
つ
い
て
調
ぺ
始
め
る
と
そ
の
奥
の
深
さ
に
と
ま
ど
い
、

方
向
性
を
見
失
い
そ
う
に
な
り
ま
す
が
、
普
段
あ
た
り
前
と
思
っ

て
い
る
感
覚
、
演
奏
法
が
序
破
急
だ
っ
た
の
で
す
。
三
絃
の
撥
で

2

序
破
急
に
つ
い
て

音
を
発
す
る
と
き
、
箪
の
余
韻
を
出
来
る
だ
け
長
く
伸
ば
そ
う
と

ヒ
キ
イ
ロ
や
押
し
は
な
し
を
し
て
い
る
時
、
空
間
が
生
ま
れ
、
そ

れ
が
音
楽
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
音
楽
は
全
て
を
包
み
込

む
自
然
を
描
写
し
て
い
ま
す
。
邦
楽
器
は
様
々
な
自
然
の
描
写
に

富
む
楽
器
で
あ
り
、
そ
こ
に
存
在
す
る
序
破
急
は
私
達
日
本
人
の

あ
り
の
ま
ま
の
姿
な
の
で
し
ょ
う
。
私
が
三
絃
を
弾
く
時
い
つ
も

気
を
つ
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
撥
の
ふ
り
上
げ
か
ら
糸
に
あ
た

り
そ
し
て
胴
に
張
っ
て
あ
る
皮
に
撥
が
あ
た
る
ま
で
の
瞬
間
の
こ

と
で
す
。
葉
の
先
に
つ
い
た
滴
が
葉
に
と
ど
ま
れ
ず
、
た
え
き
れ

ず
そ
の
ま
ま
池
に
ポ
チ
ャ
ン
と
お
ち
る
そ
の
一
瞬
、
ま
た
し
し
お

ど
し
に
水
が
溜
ま
り
自
身
の
重
み
に
耐
え
ら
れ
ず
竹
が
向
き
を
逆

さ
に
変
え
る
瞬
間
と
撥
の
動
き
は
似
て
い
る
と
私
は
感
じ
る
の
で

す
。
地
唄
用
の
撥
が
と
て
も
重
い
の
は
撥
の
重
み
を
よ
く
感
じ
て
、

ふ
り
あ
げ
た
撥
の
重
み
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
瞬
間
に
撥
を
振

り
糸
に
あ
て
音
を
出
す
と
深
く
澄
ん
だ
い
い
音
が
す
る
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

胴
の
裏
の
皮
に
も
よ
く
反
響
し
て
い
る
感

じ
が
し
ま
す
。
撥
を
振
り
上
げ
る
動
作
、
こ
れ
も
「
破
」
に
は
い

る
前
の
準
備
「
序
」
で
あ
り
重
み
の
あ
る
深
い
音
を
出
す
為
の
大

切
な
動
作
で
あ
り
、
時
間
で
あ
り
、
何
よ
り
も
大
切
な
間
も
そ
こ
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も
う
一
っ
、
西
洋
と
違
う
と
感
ず
る
の
は
、
序
破
急
の
急
（
終

結
）
の
部
分
の
捉
え
方
で
す
。
江
戸
時
代
の
有
名
な
光
崎
検
校
の

代
表
作
「
五
段
砧
」
を
見
て
み
ま
す
。
こ
こ
で
は
全
四
八

0
小
節

あ
る
中
で
終
結
（
再
現
）
部
分
が
た
っ
た
の
六
小
節
し
か
あ
り
ま

（
最
初
の
テ
ン
ポ
が
四

0
に
戻
る
四
七
六
小
節
目
の
事
を
さ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古

典
音
楽
に
お
い
て
は
、
終
結
部
分
に
は
い
っ
て
か
ら
が
長
い
の
が

通
常
で
す
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
運
命
」
を
例
に
と
っ
て
見
る

で
は
、
ソ
シ
レ
、
ド
ミ
ソ
が
永

と
、
最
終
楽
章
（
フ
ィ
ナ
ー
レ
）

遠
に
続
く
か
の
よ
う
で
す
。
ド
ミ
ナ
ン
ト
・
ト
ニ
ッ
ク
の
繰
り
返

し
が
執
拗
に
続
く
の
で
す
。
こ
の
序
破
急
の
最
初
の
序
の
部
分
が

長
く
最
後
の
終
結
に
あ
た
る
急
の
部
分
が
短
い
事
は
、
邦
楽
に
限

ら
ず
日
本
人
の
性
質
に
も
通
じ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
こ
こ
に
湯
浅
譲
二
氏
の
著
書
を
取
り
上
げ
て
考
察
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
湯
浅
譲
二
氏
の
著
書
「
人
生
の
半
ば
」
の
十
二
音
技

法
ー
|
時
間
性
へ
の
直
面
と
い
う
項
目
ー
「
実
際
の
作
曲
に
あ

た
っ
て
、
私
が
潜
在
的
に
志
向
し
て
い
た
も
の
は
、
シ
ェ
ー
ン
ベ

ル
ク
的
な
意
味
で
の
、
メ
ロ
デ
ィ
ッ
ク
な
動
機
と
そ
の
関
連
的
展

す
）
の
で
す
が
西
洋
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
？

せ
ん

に
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

現
を
と
れ
ば
『
時
の
裁
断
面
に
直
面
し
て
、
初
め
て
永
遠
の
い
ま

よ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
十
二
音
の
セ
リ
ー
自
体
の
成
分
か
ら
構

造
的
に
抽
出
さ
れ
て
く
る
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
ウ
ェ
ー
ベ
ル

ン
的
な
時
空
の
世
界
で
あ
っ
た
。
き
し
く
も
後
年
に
な
っ
て
、
私

と
同
世
代
の
観
世
栄
夫
氏
も
言
っ
て
い
る
が
、
私
は
そ
の
頃
、
能

の
持
っ
て
い
る
時
空
と
、
ウ
ェ
ー
ベ
ル
ン
の
そ
れ
と
に
共
有
共
存

す
る
も
の
を
見
出
し
て
い
た
。
『
七
人
の
奏
者
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
』
は
、
短
い
七
つ
の
楽
章
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
そ
の

―
っ
―
つ
が
当
時
の
私
に
と
っ
て
の
可
能
性
に
対
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
っ
た
。
私
は
そ
の
中
で
、
動
機
的
、
形
体
的
、
構
造
的
、

音
色
旋
律
的
な
工
夫
な
ど
、
十
二
音
技
法
の
中
で
の
多
様
な
可
能

性
を
模
索
す
る
と
同
時
に
、
何
と
か
し
て
、
私
が
以
前
、
能
や
仕

舞
を
通
し
て
学
び
取
っ
た
、
東
洋
的
、
日
本
的
時
間
に
立
脚
す
る

音
楽
的
構
造
を
生
み
出
し
た
い
と
、
苦
闘
を
続
け
た
。
例
え
ば
、

道
成
寺
の
白
拍
子
の
一
調
の
舞
の
よ
う
に
、
物
理
的
時
間
で
言
え

ば
、
約
二
十
秒
ほ
ど
の
間
を
も
っ
て
一
打
さ
れ
る
鼓
の
音
、
言
い

か
え
れ
ば
『
裁
断
し
て
初
め
て
時
と
な
る
』
時
間
、
非
連
続
的
な

一
瞬
一
瞬
が
全
き
時
と
な
る
よ
う
な
時
間
。
敢
え
て
観
念
的
な
表

開
と
い
う
、

い
わ
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
的
な
、
変
奏
の
概
念
に
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事
例
を
紹
介
し
ま
す
。
邦
楽
家
が
い
つ
か
ら
五
線
譜
を
使
用
し
始

3
 

つ
ま
り
、
禅
的
な
、
矛
盾
的
自
己
同
一

と
で
初
め
て
音
が
生
ま
れ
、
命
を
持
つ
。
そ
こ
に
は
旋
律
で
の
終

結
や
テ
ー
マ
の
繰
り
返
し
な
ど
は
存
在
し
な
い
で
し
ょ
う
。
時
を

破
っ
た
時
点
で
音
楽
が
生
ま
れ
、

そ
れ
が
全
て
な
の
で
し
ょ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
邦
楽
は
洋
楽
に
比
ぺ
て
「
序
」
の
部
分
に
重
き

を
お
い
た
音
楽
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
音
響
の
移

り
変
わ
り
、

音

の
持
続
の
変
容
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
音
楽
が
生
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
時
間
の
中
の
音
響
の
推
移
、
変
容
は
邦
楽
の
進

行
に
お
い
て
、
時
間
を
支
配
す
る
序
破
急
の
序
の
部
分
が
西
洋
に

比
ぺ
大
変
煎
要
で
す
が
、
終
結
（
急
）
の
部
分
は
西
洋
に
比
ぺ
そ

れ
ほ
ど
重
要
性
を
持
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
が
邦
楽
の
い
わ
ゆ
る
古

典
の

―
つ
の
特
徴
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

邦
楽
演
奏
家
の
海
外
進
出

邦
楽
演
奏
家
が
海
外
へ
行
き
、
両
国
間
で
の
影
勝
を
与
え
あ
う

二
十
秒
に
わ
た
る
長
い
序
の
部
分
が
あ
り
、
時
を
裁
断
す
る
こ

た
。」

的
な
瞬
間
を
内
包
す
る
時
間
に
立
脚
す
る
音
楽
を
模
索
し
た
の
だ
っ

が
よ
み
が
え
る
』
時
間
、

（
箪
曲
演
奏
家
）

を
長
期
的
な
視
野
を
も
っ
て
望
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
交
響
詩
「
海
」
の
初
版
の
ス
コ
ア
の
表
紙
は
葛
飾
北
斎
「
富
嶽

三
十
六
景
」
の
神
奈
川
沖
波
浪
裏
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

互
い
の
国
の
文
化
的
特
徴
を
理
解
し
、
自
国
の
文
化
に
反
映
さ

せ
る
作
業
は
大
変
や
り
が
い
の
あ
る
こ
と
で
す
。
現
代
に
お
い
て

洋
楽
の
作
曲
家
の
初
演
作
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
は
邦
楽
界
で
も
当

た
り
前
の
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
邦
楽
演
奏
家
に
洋
楽
の
作
曲

家
の
手
に
よ
る
曲
を
渡
さ
れ
る
機
会
も
増
え
ま
し
た
。
邦
楽
の
活

性
化
に
繋
が
る
の
で
は
と
い
う
期
待
も
込
め
て
演
奏
家
は
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

日
々
の
練
習

と
は
別
に
、
洋
楽
と
の
取
り
組
み
と
努
力
、
挑
戦
と
そ
の
情
熱
を

か
い
ま
知
り
、
私
達
若
い
世
代
が
今
し
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と

和
声
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

笙
の
和
音
の
五
線
譜
に
よ
る
図
表
か
ら
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
が
新
し
い

の
楽
器
・
楽
譜
な
ど
の
資
料
が
陳
列
さ
れ
、

そ
の
際
出
品
さ
れ
た

め
た
の
か
を
考
え
て
み
る
と
明
治
時
代
ま
で
遡
り
ま
す
。
明
治
時

代
、
川
上
貞
奴
等
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
行
っ
た
記
述
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
明
治
二
十
七
年
パ
リ
で
行
わ
れ
た
、
万
国
博
覧
会
に
雅
楽

-67-



か
ら
の
ピ
エ
ー
ル
と
リ
ュ
ー
ス
を
ふ
と
思
い
浮
か
ば
せ
る
も
の
が

の
あ
る
曲
で
も
あ
り
、
「
歌
の
翼
に
」
は
聖
な
る
ガ
ン
ヂ
ス
に
近

選
曲
は
最
初
、
ピ
エ
ー
ル
と
リ
ュ
ー
ス
の
愛
好
し
た
と
い
う
ド

ビ
ュ
ッ
シ
ー
を
、
と
思
い
ま
し
た
が
、
伴
奏
し
て
下
さ
る
能
田
由

紀
子
さ
ん
と
も
話
し
合
い
、
最
終
的
に
、
ロ
ラ
ン
の
作
品
に
関
係

の
あ
る
「
ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
」
、
「
美
し
い
つ
ば
め
」
の
二
曲
と
、

シ
ュ
ー
マ
ン
の
「
蓮
の
花
」
、

歌
い
終
え
て

歌
と

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
「
歌
の
翼

に
」
の
そ
れ
ぞ
れ
愛
を
歌
っ
た
二
曲
に
き
ま
り
ま
し
た
。
親
し
み

い
素
敵
な
地
に
、
歌
の
翼
に
の
せ
て
恋
人
を
伴
い
、
そ
こ
で
至
福

を
夢
み
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
詩
で
、
私
に
は
生
か
ら
解
放
さ
れ
て

『
ピ
エ
ー
ル
と
リ
ュ
ー
ス
』

さ
て
、
喜
寿
を
迎
え
る
身
に
は
、
発
声
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等
、

あ
り
ま
し
た
。

歌
唱
の
衰
え
が
と
て
も
気
に
な
り
、
何
と
か
自
然
な
歌
の
流
れ
を

聴
い
て
頂
け
る
よ
う
、
レ
ッ
ス
ン
に
通
う
傍
ら
、
毎
日
体
調
を
と

と
の
え
、
発
声
の
勉
強
を
や
り
直
し
、
ひ
た
す
ら
練
習
に
打
ち
込

み
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
何
度
か
自
信
を
な
く
し
、
出
演
を
取
り
止

め
よ
う
と
悩
み
ま
し
た
が
、
「
ご
自
分
の
あ
り
の
ま
ま
を
出
せ
ば

い
い
の
で
す
よ
」
と
、
宮
本
ヱ
イ
子
様
の
お
言
葉
に
、
何
だ
か
慰

め
ら
れ
、
心
の
安
定
を
得
た
思
い
で
、
又
努
力
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

朗
読
の
会
か
ら

下

郡

由
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に
」
を
心
に
念
じ
、

聴
者
の
知
ら
な
い
方
か
ら
「
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
」
と
お
声
を

を
め
ぐ
っ
て

こ
の
小
説
は
、
一
九
六
六
年
一

0
月
の
四
日
間
、
波
多
野
茂
弥
・

小
島
達
雄
の
脚
色
で
劇
団
京
都
ド
ラ
マ
劇
場
が
山
一
ホ
ー
ル
で
上

演
し
た
。
二

0
0六
年
―
二
月
九
日
に
至
り
、
今
藤
政
太
郎
作
曲
、

吉
行
和
子
朗
読
で
、
箪
・
十
七
弦
．
笙
．
笛
・
コ
ー
ラ
ス
（
四
名
）

に
よ
り
、
紀
尾
井
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
、
関
西
日
仏
学
館
で
は
翌

年
二
月
三
日
当
研
究
所
の
主
催
で
、
五
名
の
女
性
に
よ
る
朗
読
会

が
催
さ
れ
、
私
が
作
品
を
解
説
し
た
。
所
持
す
る
四

0
年
前
の
上

演
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
コ
ピ
ー
し
て
聴
衆
に
配
り
、

R
.
A
・
フ
ラ
ン

『
ピ
エ
ー
ル
と
リ
ュ
ー
ス
』

か
け
て
頂
け
た
の
は
思
い
が
け
な
い
喜
び
で
し
た
。

新
聞
の
小
さ
な
告
知
板
の
「
魅
せ
ら
れ
た
る
魂
』
の
文
字
に
導

か
れ
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
研
究
所
を
訪
れ
て
十
年
、
今
回
は
じ
め

て
少
々
の
働
き
を
さ
せ
て
頂
け
た
よ
う
に
思
い
、
う
れ
し
う
ご
ざ

シ
ス
教
授
の
近
著
『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
』
(
-
九
九
九
年
N
Y
)

か
ら
、
切
り
込
み
の
よ
い
一
節
を
訳
出
、
紹
介
し
た
。

「
戦
時
中
、
一
九
一
八
年
の
パ
リ
爆
撃
に
触
発
さ
れ
て
迅
速
に

書
き
上
げ
た
の
が
『
ピ
エ
ー
ル
と
リ
ュ
ー
ス
』
で
あ
る
。
主
人
公

は
聖
金
曜
日
に
サ
ン
ジ
ェ
ル
ヴ
ェ
教
会
内
で
死
ぬ
二
人
の
恋
人
で

あ
り
、
こ
の
非
道
な
場
で
ロ
ラ
ン
の
知
る
若
い
女
性
が
殺
さ
れ
た

（
『
戦
時
の
日
記
』
）
。
ロ
ラ
ン
の
青
年
期
に
よ
く
見
ら
れ
る
敏
感
な

魅
力
を
持
つ
プ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
ピ
エ
ー
ル
は
、
熱
狂
せ
ず
に
徴

い
ま
し
た
。

一
生
け
ん
め
い
歌
い
ま
し
た
。
終
演
後
、
来

当
日
は
満
足
し
た
出
来
と
は
云
え
ま
せ
ん
が
、
「
あ
る
が
ま
ま

尾

埜

善

司
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ス
』
を
や
り
ま
す
か
ら
」
と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
み
ん
な
ポ
カ

う
れ
し
く
な
っ
た
の
を
憶
え
て
い
ま
す
。
「
私
、
十
数
年
来
、

お
酒
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

そ
れ
は

一
昨
年
の
秋
の
こ
と
で
し
た
。
旧
友
た
ち
が
集
っ
て
、

い
つ
も
の
よ
う
に
楽
し
い
刻
を
す
ご

し
て
い
ま
し
た
。

突
然
、
仲
間
の
一
人
で
あ
る
今
藤
政
太
郎
（
三
味
線
奏
者
、
作

曲
家
）
さ
ん
が
、
「
今
度
の
演
目
の
―
つ
に
、
『
ピ
エ
ー
ル
と
リ
ュ
ー

『
ピ
エ
ー
ル
と
リ
ュ
ー
ス
』

幸
福
を
握
り
し
め
る
。
し
か
し
リ
ュ
ー
ス
は
彼
よ
り
現
実
的
で
、

世
間
が
決
し
て
二
人
を
結
婚
さ
せ
な
い
と
知
っ
て
い
る
。
二
人
の

か
よ
わ
い
出
来
事
は
、
ド
ビ
ッ
シ
ー
に
体
現
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の

上
品
で
優
し
い
面
の
死
の
影
を
映
す
。

二
人
の
大
好
き
な
彼
は
二

人
と
同
じ
週
に
死
ぬ
。

二
人
は
ど
こ
ま
で
も
パ
リ
ジ
ャ
ン
で
あ
り
、

兵
を
待
ち
つ
つ
、
低
層
階
級
出
身
の
リ
ュ
ー
ス
と
、

つ
か
の
ま
の

ロ

て
い
る
よ
う
だ
。
彼
は
こ
の
小
説
で
は
彼
の
反
戦
思
想
を
拡
げ
た

い
誘
惑
に
抵
抗
し
、
そ
れ
は
物
語
自
体
に
語
ら
せ
る
、
抑
制
さ
れ

て
簡
潔
な
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
」

西
成
勝
好
理
事
の
尽
力
で
、
京
都
精
華
大
学
中
田
実
紀
雄
ゼ
ミ

は
、
こ
の
小
説
の
ア
ニ
メ
化
を
計
画
し
て
い
る
。

と
リ
ュ
ー
ス
』
？

一
瞬
の
戸
惑
い
の
後
は
、

す
ぐ
期
待
へ
と
思
い
は
変
わ
り
ま
し
た
。
常
に
人
間
愛
を
ベ
ー
ス

に
挑
戦
し
続
け
、
進
化
し
続
け
る
人
、
政
太
郎
さ
ん
な
ら
こ
う
い

う
こ
と
も
あ
る
の
か
と
。
彼
と
の
距
離
が
急
に
ぐ
っ
と
近
く
な
り
、

邦
楽
と
ロ
ラ
ン
？

ン
と
し
て
い
ま
し
た
。
私
も
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
『
ピ
エ
ー
ル

と
今
藤
政
太
郎
さ
ん
と

岩

坪

嘉

能

子

ロ
ラ
ン
は
い
つ
も
批
判
し
て
い
た
こ
の
街
へ
の
稀
な
郷
愁
に
獨
れ
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ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
五
人
の
メ
ン
バ
ー
が
心
を
―
つ
に
し
て
取

を
具
現
化
す
る
行
動
の
一
っ
と
し
て
、
又
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
挑
戦
の
朗
読
は
村
田
ま
ち
子
先
生
の

設
立
35
周
年
記
念
の
一
環
と
し
て
の
〈
歌
と
朗
読
の
会
〉
を
も
た

次
は
、
私
達
研
究
所
の
朗
読
会
の
お
話
で
す
。

お
聴
き
下
さ
っ
た
皆
様
の
心
に
も
、
つ
ら
さ
や
む
ご
さ
よ
り
も
、

生
涯
の
最
も
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

感
謝
し
て
い
ま
す
。

J

と
の
よ
う
に
ど
き
ど
き
し
て
、
満
た
さ
れ
た
時
空
を
共
有
で
き
、
的
な
こ
と
な
の
か
、
創
造
の
歓
び
の
片
鱗
を
体
験
で
き
た
こ
と
に

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
十
分
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
我
が
わ
せ
て
―
つ
の
も
の
を
創
り
上
げ
る
こ
と
が
、
こ
ん
な
に
も
感
動

議
な
温
か
い
雰
囲
気
の
中
に
、
戦
争
の
残
酷
さ
を
表
現
す
る
と
い

な
ど
で
構
成
さ
れ
た
『
ピ
エ
ー
ル
と
リ
ュ
ー
ス
』
。
何
と
も
不
思

へ
の
紹
介
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
み
す
ず
書
房
へ
の
コ
ン
タ
ク
ト

喜
び
で
し
た
。

そ
し
て
実
現
し
た
の
が
、
昨
年
十
二
月
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
し
た
。

雨
の
激
し
い
夜
、
東
京
の
紀
尾
井
ホ
ー
ル
（
洋
楽
専
門
の
ホ
ー
ル
）

で
の
演
奏
会
。

吉
行
和
子
さ
ん
の
朗
読
、
箪
、
十
七
弦
、
笙
、
笛
、

コ
ー
ラ
ス

ロ
ラ
ン
研
究
所

り
組
み
ま
し
た
。
陰
で
支
え
て
下
さ
っ
た
方
も
含
め
て
、
力
を
合

温
か
い
心
が
広
が
り
ま
す
よ
う
に
と
祈
り
に
も
似
た
魂
で
挑
戦
し

た
朗
読
会
で
し
た
。

平
和
を
希
求
す
る
こ
と
を
生
涯
の
目
標
と
し
て
、

ロ
ラ
ン
の
魂

は
す
で
に
終
わ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
研
究
所
の
存
在
を
知
り
大

を
し
た
こ
と
か
ら
、
翻
訳
者
故
宮
本
正
清
先
生
夫
人
ヱ
イ
子
さ
ん

ラ
ン
研
究
所
の
読
書
会
の
メ
ン
バ
ー
な
ん
で
す
。
」
と
い
う
話
し
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タ
イ
ト
ル
の
番
組
が
放
映
さ
れ
た
。
ベ
ズ
レ
ー
は
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ

ル
を
送
り
ま
す
。
自
分
を
磨
く
こ
と
を
忘
れ
な
い
彼
の
未
来
に
は
、

東
山
魁
夷
の

「道
」
の
絵
が
重
な
り
ま
す
。
終
わ
り
の
な
い
一
筋

「
平
和
の
カ
ノ
ン
」

ス
縦
断
の
旅

ン
が

一
九
四
四
年
十
二
月
三
十
日
に
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
土
地
で

知
ら
れ
ざ
る
聖
地
ベ
ズ
レ
ー
か
ら
生
中
継
！
」
と

こ
と
は
と
り
あ
げ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
せ
め
て
彼
が
晩
年
の

六
年
間
を
過
ご
し
た
ベ
ズ
レ
ー
の
風
景
だ
け
で
も
見
る
こ
と
が
で

ン
ス
で
も
過
去
の
人
と
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
番
組
で
ロ
ラ
ン
の

二
0
0六
年
七
月
十
九
日
、

N
H
K
で
「
世
界
遺
産
フ
ラ
ン

あ
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、

ロ
ラ
ン
は
日
本
だ
け
で
な
く
フ
ラ

清

原

章

夫

す。

最
後
に、

最
高
の
芸
術
家
今
藤
政
太
郎
さ
ん
に
も
讃
辞
と
エ
ー

朗
読
を
ご
静
聴
下
さ
っ
た
皆
様
に
も
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

れ
ば
挑
戦
し
た
い
も
の
で
す
。

の
道
（
芸
の
道
）
が
輝
い
て
み
え
ま
す
。
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あ
あ
、
世
界
は
ロ
ラ
ン
を
忘
れ
て
い
な
か
っ
た
！
世
界
に
は

ま
だ
ロ
ラ
ン
が
必
要
で
あ
る
と
、
喜
ぶ
と
同
時
に
私
は
、
ぜ
ひ
こ

、デ
)
0

し

t 巡
礼
の
最
初
の
地
と
し
て
の
紹
介
の
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
直

後
の
一
九
四
六
年
に
一
人
の
司
祭
が
「
か
つ
て
人
々
が
目
指
し
た

理
想
の
世
界
を
築
こ
う
。
平
和
の
た
め
に
ベ
ズ
レ
ー
の
丘
で
祈
ろ

う
」
と
呼
び
か
け
た
結
果
、
イ
ギ
リ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
、

ス
イ
ス
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
か
ら
四
万
人
も
の
人
々
が

ベ
ズ
レ
ー
に
集
ま
っ
て
き
た
。
そ
の
白
黒
の
映
像
の
中
に
、
な
ん

廃
材
で
作
っ
た
十
字
架
を
担
い
で
い
る
姿
が
あ
っ
た
。
こ
の
「
平

和
の
行
進
」
を
見
た
だ
け
で
、
こ
の
番
組
を
見
て
良
か
っ
た
と
思
っ

と
こ
ろ
が
続
い
て
、
二

0
0六
年
の
六
月
十
一
日
に
同
じ
ベ
ズ

レ
ー
の
サ
ン
ト
・
マ
ド
レ
ー
ヌ
寺
院
で
「
平
和
を
祈
る
合
唱
際
」

が
お
こ
な
わ
れ
、
二
、
五

0
0人
も
の
人
々
が
集
い
平
和
の
祈
り

を
こ
め
て
歌
う
シ
ー
ン
が
映
し
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
最
後
に
ロ
ラ

ン
の
作
品
に
な
ら
っ
た
「
平
和
の
カ
ノ
ン
」
の
合
唱
が
教
会
に
響

こ。t
 

と
一
年
前
ま
で
フ
ラ
ン
ス
の
敵
国
だ
っ
た
四
人
の
ド
イ
ツ
人
が
、

き
た
ら
と
い
う
程
度
の
関
心
で
番
組
を
見
始
め
た
。

の
歌
詞
は
「
時
は
来
た
ら
ん
」
の
最
後
に
オ
ー
エ
ン
が
歌
う
賛
美

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
し
た
と
こ
ろ
、
「
F
l
o
r
i
l
e
g
e
3
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
の
楽
譜
の
中
に
「
C
A
N
O
N
D
E
 L
A
 P
A
I
X」
を
見

つ
け
た
。
同
時
に
C
D
も
探
し
た
が
残
念
な
が
ら
見
つ
か
ら
な
か
っ

こ。t
 さ

っ
そ
く
大
阪
の
楽
譜
屋
で
注
文
し
、

せ
て
も
ら
い
約
ニ
カ
月
後
に
入
手
で
き
た
。

フ
ラ
ン
ス
か
ら
取
り
寄

ま
ず
作
曲
家
の

F
r
a
n
c
;
o
i
s
 T
e
r
r
a
l
に
つ
い
て
調
ぺ
た
が
、
生
没
年
さ
え
知
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
曲
は
わ
ず
か
八
小
節
で
ソ
プ
ラ
ノ
、
ア
ル

ト
、
テ
ノ
ー
ル
、
バ
ス
の
混
声
四
部
合
唱
で
あ
る
。

「
C
A
N
O
N
D
E
 L
A
 P
A
I
X
」
（
平
和
の
カ
ノ
ン
）
の
タ
イ

ト
ル
の
下
に
「
L
e
tern p
s
 v

i
e
n
d
r
a
」
（
時
は
来
た
ら
ん
）
と
し

る
し
て
あ
っ
た
。
「
時
は
来
た
ら
ん
」
は
ロ
ラ
ン
が
一
九

0
三
年

に
発
表
し
同
年
に
上
演
さ
れ
た
戯
曲
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。
ロ
ラ

ン
全
集
を
調
ぺ
て
み
た
と
こ
ろ
、
「
C
A
N
O
N
D
E
 L
A
 P
A
I
X」

歌
の
歌
詞
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
歌
詞
の
原
文
と

「
時
は
来
た
ら
ん
」
の
片
山
敏
彦
の
訳
を
以
下
に
示
す
。
少
し
差

違
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。

の
曲
の
楽
譜
を
入
手
し
た
い
と
思
っ
た
。
番
組
が
終
わ
っ
て
す
ぐ
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そ
の
時
は
来
た
ら
ん
。

獅
子
は
子
羊
の
傍
に
臥
し
て
あ
そ
ぶ
|_

槍
は
変
わ
り
て
鎌
と
な
り
、

剣
は
変
わ
り
て
鋤
と
な
り
、

時
は
来
ら
ん
。

万
人
が
真
理
を
知
り
、

ン
」
は
歌
い
継
が
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

F
a
i
t
e
s
 q
u
e
 c
e
 t
e
m
p
s
 v
i
e
n
n
e
 

て
い
な
い
。
世
界
が
本
当
に
平
和
に
な
る
ま
で
、

「
平
和
の
カ
ノ

L
a
 p
a
i
x
 s
e
r
a
 n
o
t
r
e
 c
o
m
b
a
t
:
 

の
行
進
」
を
し
た
人
々
が
祈
念
し
た
戦
争
の
無
い
世
界
は
実
現
し

E
t
 les s
a
b
r
e
s
 p
o
u
r
 d
e
s
 h
e
r
s
e
s
,
 

二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
も
、

ロ
ラ
ン
や
六
十
年
ま
え
に
「
平
和

E
t
 n
o
u
s
 f
o
n
d
r
o
n
s
 les p
i
q
u
e
s
 p
o
u
r
 d

e
s
 f
a
u
x
 

L
e
 l
i
o
n
 s
'
e
t
e
n
d
r
a
 p
r
e
s
 d
e
 l
'
a
g
n
e
a
u
 

L
e
s
 h
o
m
m
e
s
 u
n
 J
o
u
r
 s
a
u
r
o
n
t
 la v
e
r
i
t
e
;
 

E
c
o
u
t
e
z
,
 le 
t
e
m
p
s
 v
i
e
n
d
r
a
 

百
科
事
典
『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

声
部
が
同
じ
旋
律
を
異
な
る
時
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
開
始
し
て
演
奏

一
般
に
輪
唱
と
訳
さ
れ
る
が
、
輪
唱
が

す
る
様
式
の
曲
を
指
す
。

全
く
同
じ
旋
律
を
追
唱
す
る
の
に
対
し
、
カ
ノ
ン
で
は
、
汎
な
る

音
で
始
ま
る
も
の
が
含
ま
れ
る
。
」
と
解
説
し
て
あ
る
。

(
W
i
k
i
p
e
d
i
a
)
』
に

「
複
数
の

な
お
「
平
和
の
カ
ノ
ン
」
の
カ
ノ
ン
は
音
楽
用
語
で、

フ
リ
ー
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れ
る
。
（
和
解
案
図
、

策
者
模
写
7
8
p
)

半
鐘
山
開
発
問
題

二

0
0六
年
十
二
月
二
十
六
日
、

二
十
七
日
の
両
日
、
「
半
鐘

山
和
解
・
大
幅
縮
小
」
と
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
見

出
し
で
報
じ
て
い
た
。
住
民
勝
訴
と
評
価
さ
れ
た
。
一
九
九
八
年

三
月
六
日
に
始
ま
っ
て
以
来
八
年
九
ヶ
月
に
し
て
、
京
都
地
裁

（中
村
隆
次
裁
判
長
）
で
和
解
が
成
立
し
た
。
山
の
周
辺
部
を
緑

地
帯
に
し
て
、
そ
れ
を
市
に
寄
付
す
る
大
幅
な
縮
小
案
と
な
り
、

損
害
賠
償
の
解
決
金
四
千
三
百
万
円
の
支
払
い
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

開
発
面
積
約
三
三
三
六
2m
の
と
こ
ろ
、
宅
地
面
積
は

一三
八
七

鵞

m
で
4
2
%、
緑
地
面
積
は

一
三
三
五
2m
の
4
0
%
、
公
園

一
0
0
"m
、

道
路
三
二
八
2m
の
1
0
%、
緑
地
用
避
難
管
理
道
路
が

一
八
五
，
m
の

6
％
と
な
り
、
酷
い
開
発
の
顔
で
あ
っ
た
崖
上
、
崖
下
も
緩
和
さ

当
初
の
計
画
（
図
7
6
p
)
で
は
、
宅
地
面
積
が
二
五
七
六
面
の

77

和
解

％
、
道
路
は
六
六
0
2
m
で
2
0
%
、
公
園
一

0
0
2
m
で
一
歩
た
り
と

も
譲
れ
な
い
と
し
た
エ
務
店
側
か
ら
す
れ
ば
青
天
の
露
震
で
あ
る
。

「
落
と
し
ど
こ
ろ
が
よ
か
っ
た
」
と
、
和
解
の
報
道
に
呼
応
し

て
、
す
ぐ
さ
ま
お
電
話
を
下
さ
っ
た
支
援
者
た
ち
の
声
は
あ
り
が

こ‘°
t,v 

工
務
店
が
一
貫
し
て
高
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
の
は
、
「
法
律
は

犯
し
て
い
な
い
」
し
か
し
、
「
も
し
裁
判
で
い
わ
れ
た
な
ら
…
…
」

と
い
う
こ
と
を
始
終
口
に
し
て
い
た
。
決
定
的
だ
っ
た
の
は
、
や

は
り
〈
工
事
差
し
止
め
〉
仮
処
分
決
定
（
永
井
ュ
タ
カ
裁
判
長
）

（
二
0
0三
年
十
二
月
十
八
日
）
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
す
ぐ
さ

ま
工
務
店
は
、
保
全
抗
告
を
京
都
地
裁
へ
、
さ
ら
に
大
阪
高
裁
へ
、

い
ず
れ
も
棄
却
さ
れ
、
自
ら
墓
穴
を
掘
る
状
況
に
陥
っ
た
。
そ
の

間
、
平
行
し
て
業
者
に
求
め
た
損
害
賠
償
訴
訟
が
続
行
し
つ
つ
、

宮

本

ヱ
イ
子
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ぎ
つ
け
た
。
四
月
に
部
長
の
移
動
が
あ
り
新
裁
判
長
が
就
任
し
た
。

光
す
る
に
あ
た
っ
て
風
致
地
区
の
景
観
を
保
つ
こ
と
。
⑥
謝
罪
。

④
 

住
宅
の
安
全
性
の
確
保
。
③

搬
出
土
砂
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
。

こ
れ
ま
で
受
け
た
被
害
捐
害
の
修
復
。
⑤

協
議
に
入
り
、

(
8
/
26
、

8
、

6‘

ー

5
/
2

5‘ 

9
/
1
 

宅
地
と
し
て
販

一
昨
年
の

二
0
0五
年
八
月
か
ら
裁
判
所
第
三
民
事
部
で
和
解

10
/
5
、
2
/
1
6
、
3
/
1
6
、
4

/

1
1
/
7
)
、
こ
れ
ら
の
要
件

ヽ

7
/
6
 

が
ほ
ぼ
満
た
さ
れ
た
一

0
回
目
の
十
二
月
二
十
六
日
、
和
解
に
こ

長
く
審
理
が
続
い
て
い
る
と
、
今
回
で
三
度
目
の
新
旧
交
替
、
そ

の
た
び
に
私
た
ち
住
民
に
一
抹
の
不
安
が
過
ぎ
る
。
が
、
右
陪
席

の
森
田
浩
美
判
事
が
二
0
0
1
―
一
年
九
月
の
現
地
検
証
以
来
、
常
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
下
さ
っ
た
。
も
と
よ
り
裁
判
所
は
独
立
し
て

的
に
緑
地
と
し
て
保
全
し
一
定
の
景
観
を
保
つ
目
的
。
②
隣
接

管
理
道
路
を
設
け
、
京
都
市
に
管
理
さ
せ
る
。
こ
れ
は
、
半
永
久

①

半
鐘
山
の
周
囲
を
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
で
囲
み
、
そ
の
内
側
に

和
解
案
は
次
の
骨
子
で
進
め
ら
れ
た
。

う
に
京
都
の
町
の
エ
務
店
を
襲
っ
て
い
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

世
界
は
ま
す
ま
す
環
境
保
全
の
方
向
に
進
ん
で
い
て
、

津
波
の
よ

裁
判
所
で
原
告
、
被
告
双
方
に
和
解
が
打
診
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

&;--:-
宮本

r 
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ほ
か
な
ら
ぬ
私
た
ち
住
民
が
こ
の
問
題
発
生
以
来
、
検
証
、
証
言

京
都
市
に
対
し
て
求
め
て
き
た
開
発
許
可
取
り
消
し
請
求
（
原

み
入
れ
な
い
レ
ベ
ル
（
行
政
の
指
針
も
公
共
交
通
施
設
や
原
発
等

こ
と
は
な
い
。
彼
女
は
そ
れ
ぞ
れ
に
的
確
な
質
問
を
投
げ
か
け
な

告
二
百
三
十
六
人
）
は
、
当
初
の
開
発
計
画
は
取
り
下
げ
ら
れ
た

の
で
、
許
可
が
取
り
消
さ
れ
た
の
と
同
様
状
態
に
な
り
終
結
し
た
。

も
該
当
の
箇
所
が
三
十
数
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
及
ぷ
と
い
う
理
由
で

受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
で
は
、
和
解
協
議
の
当
事
者
と
し
て

参
加
し
、
謝
罪
す
る
こ
と
を
申
し
入
れ
た
が
、
こ
れ
も
拒
否
さ
れ

た
。
し
か
し
、
京
都
市
代
理
人
の
崎
間
昌
一
郎
弁
護
士
が
最
後
の

弁
論
で
「
住
民
に
は
敬
意
を
表
す
る
」
の
一
語
が
残
さ
れ
た
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
半
鐘
山
の
開
発
は
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
な

さ
れ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
基
本
的
な
図
面
を
描
い
た
の
は

を
し
て
い
た
だ
い
た
土
木
・
建
築
・
地
盤
工
学
の
専
門
家
集
団

”
国
土
研
“
‘
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
幸
陶
一
氏
で
あ
っ
た
。
事

業
主
幸
田
工
務
店
が
住
民
の
要
望
を
受
け
入
れ
、
幸
氏
に
開
発
図

の
地
震
時
に
お
け
る
花
折
・
鹿
ヶ
谷
両
断
層
の
動
き
の
予
測
を
行

い
、
地
盤
変
形
等
の
結
果
を
反
映
し
た
開
発
計
画
を
実
現
す
る
と

い
う
こ
と
や
、
温
暖
化
の
異
常
気
象
を
予
測
し
、
条
例
に
定
め
て

い
る
時
間
降
雨
量
を
―
二

0
か
ら
二

0
0
m
m／
時
に
増
量
し
た
治

水
対
策
を
実
施
す
る
等
「
天
災
」
と
さ
れ
る
と
考
え
る
要
素
を
組

を
除
く
技
術
基
準
）
で
大
地
震
時
に
「
命
が
取
り
留
め
ら
れ
る
」
、

豪
雨
や
長
雨
で
「
崩
壊
し
な
い
崖
、
水
害
と
な
ら
な
い
水
路
河
川
、

浸
水
し
な
い
床
下
」
を
実
現
し
て
生
活
の
安
全
を
守
る
グ
レ
ー
ド

の
計
画
と
な
り
ま
す
。

と
」
を
強
く
求
め
て
き
た
が
、
半
鐘
山
を
購
入
す
れ
ば
、
ほ
か
に

京
都
市
に
対
し
て
は
再
三
「
半
鐘
山
を
取
得
し
て
保
全
す
る
こ

「
生
活
レ
ベ
ル
の
安
全
性
」
と
は
、
例
え
ば
迫
り
つ
つ
あ
る
次

＜ ゚

と
か
。

掲
げ
て
い
る
。
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
こ
こ
で
引
用
さ
せ
て
い
た
だ

注
が
れ
、
ど
れ
ほ
ど
不
慣
れ
な
私
た
ち
住
民
を
ほ
っ
と
さ
せ
た
こ

氏
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
生
活
レ
ベ
ル
の
安
全
性
」
の
向
上
と
維
持
を

が
ら
冷
静
沈
着
、
し
か
も
女
性
ら
し
い
繊
細
で
温
か
い
眼
差
し
が

面
を
依
頼
す
る
こ
と
で
和
解
協
議
が
大
き
く
前
進
し
た
。
幸
陶

解
過
程
の
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
プ
ル
で
も
直
接
お
は
な
し
す
る
と
い
う

高
く
そ
び
え
立
つ
も
の
で
、
裁
判
官
と
原
告
住
民
は
、
た
と
え
和
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和解案

一三ごさ二三三

今

道路

緑地

管理道路

h
”
4
'
4
 

プ
ラ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
」
と
な
る
「
生
活
レ
ベ
ル
の
安
全
性
」
の

し
た
が
っ
て
、
具
体
的
計
画
に
言
及
し
て
い
く
場
合
に
は
、
個
々

人
の
意
見
に
優
先
し
て
、
関
係
法
令
を
最
大
限
適
用
し
一
定
範
囲

の
区
域
の
安
全
を
考
え
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
…
…

…
…
開
発
を
促
進
す
る
法
令
に
従
っ
た
計
画
を
行
っ
て
も
「
良

質
で
安
全
の
計
画
」
は
実
現
し
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
上
に
「
和
解

向
上
を
具
体
化
し
て
行
き
ま
す
。

総
合
的
に
は
自
然
が
良
い
と
思
う
人
が
多
く
、
近
隣
の
生
活
実

態
に
は
関
係
な
く
、
不
特
定
多
数
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
た
め

の
常
套
手
段
で
す
が
、
景
観
に
配
慮
し
た
治
山
・
治
水
対
策
を
整

備
す
る
の
は
人
類
の
福
祉
施
設
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

度
の
機
会
を
利
用
し
て
、
治
水
機
能
を
高
め
る
こ
と
や
、
斜
面
の

安
定
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

以
下
、
各
部
の
具
体
を
表
に
ま
と
め
ま
し
た
。
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冒 雷 贋
部

の の の
崖 崖 崖

の
位

悶
を

樹種選 斜面 透浸慶暗 法面い 道路 り‘ 理道路 地宅栽植 設け 安定
既擁誓存 現状の

はて配勾 定の に か 擁壁開 とと

常緑理管 の

にグ 石積喜 路麿排水 維持管理 設てけ 仕上げる 接地隣ら けに 擁壁範囲 道路管理種用植
中に生

f 木と 兼用 斜面
リみ

と 労力に 余剰水 雨降゚ 傾斜面は 設たけ 排水雨降の 段差のンl 擁壁すすと
するるし ベを

す や の 量透全浸はさ 透排水路浸性 に

0 0 、
ル卜 取り

る° 費用が 排水に 植生にし は 石積低い

る

中

~ 畠 を壊
設さ

最低限と 備え ‘ 管理道路勾I み
に けな
小 るい

る° せる流砂で 擁壁
径

0 0 

＾ 
な が・流下す 造をり、

斎 る ‘ 崩土

り ため 法裾のる゚ に
、一 の に無 下管

防止すを 斜面崩壊 害侵止防を 体安全山の 葉被害‘ 木とし‘ 流下浸水 然斜面自

る° の プ遠景 i常t を 1このすに ラ よ 時
防

る。都̂  韮 イで るの コ
止

バシ 環境悪 流砂
ン

と セ
プ し、 プ
ラ ゜ 卜
イ プ
ノゞ ラ

近景‘ 善改0 無を< シ ィ
I ノ‘~ 

醤 シ でし
I る 落 ‘ 

゜
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ん
で
い
る
。
何
し
ろ
お
金
は
魔
物
。
四
千
三
百
万
円
の
内
二
千
万

ナ
ス
で
は
な
い
。

終
盤
で
、
経
済
的
基
盤
が
強
化
さ
れ
た
の
は
住
民
に
と
っ
て
マ
イ

優
し
い
開
発
ゆ
え
に
睛
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
。
和
解
協
議
の

゜
ニつ

資
金
的
な
面
で
工
務
店
は
開
発
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
求
め
て
、

つ

費
と
と
も
に
私
た
ち
直
近
の
原
告
住
民
が
分
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

住
民
で
千
二
百
万
円
供
託
し
て
い
た
。
そ
の
お
金
も
返
ら
ず
、
経

J

こ
で
、
お
金
に
関
し
て
多
く
の
方
が
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の

こ
う
し
て
幸
氏
の
プ
ラ
ン
が
和
解
に
寄
与
し
た
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。

で
少
し
記
述
し
て
お
く
。

長
期
化
し
た
裁
判
と
い
え
ば
、
企
業
で
あ
る
業
者
が
住
民
側
に

損
害
賠
伯
と
し
て
多
額
の
金
額
を
請
求
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
伝

聞
す
る
の
で
、
そ
う
思
わ
れ
た
方
が
あ
っ
て
も
当
然
で
あ
る
。
も

し
、
私
た
ち
住
民
が
完
全
に
負
け
て
い
た
ら
ど
う
な
っ
た
か
。
考

え
た
だ
け
で
ぞ
っ
と
す
る
。
コ
ピ
ー
代
で
も
何
百
万
円
と
聞
い
て

い
た
。

国
土
研
、
弁
護
団
へ
の
膨
大
な
検
証
、

書
類
費
。
工
事
差

し
止
め
仮
処
分
（
原
告
三
軒
）
が
決
定
し
、
地
裁
へ
銀
閣
寺
前
町

な
く
な
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
九
年
の
歳
月
の
空
虚
と
何
千
万
の

費
用
が
こ
れ
か
ら
の
日
々
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ

幸
か
不
幸
か
、
弁
護
団
の
功
績
で
住
民
側
が
多
く
を
受
け
取
っ

た
の
は
、
あ
り
が
た
い
。
が
、
他
方
で
人
々
の
誤
解
の
危
惧
も
卒

円
は
地
盤
改
良
費
に
充
て
る
と
い
う
。
そ
の
残
り
は
弁
護
団
、
国

土
研
、
専
門
家
な
ど
の
立
て
替
え
金
、
住
民
拠
出
金
な
ど
に
あ
て

ら
れ
る
よ
う
だ
。
特
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
住
民

い
か
な
る
分
配
を
す
る
の
か
、
は
じ
め
に
そ
の
方
式
が
協
議
さ
れ

な
い
ま
ま
金
額
が
決
ま
っ
た
こ
と
が
や
や
こ
し
い
。
弁
護
団
の
強

力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
禍
根
を
残
さ
ず
解
決
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

勝
者
の
裏
に
は
敗
者
が
あ
る
。
幸
田
工
務
店
が
負
の
側
に
立
っ

た
の
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
和
解
協
議
で
損
害
賠
償
金
の
交

渉
中
の
昨
年
六
月
、
大
阪
高
裁
か
ら
も
工
務
店
へ
保
全
抗
告
が
棄

却
さ
れ
た
。
私
た
ち
住
民
に
は
有
利
に
働
き
、
こ
れ
ま
で
の
額
が

倍
増
し
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

い
に
大
阪
の
不
動
産
業
者
由
利
土
地
株
式
会
社
を
獲
得
し
た
。
由

利
土
地
の
社
長
日
く
、
大
幅
な
縮
小
案
で
緑
を
保
全
す
る
環
境
に

個
々
の
精
神
的
被
害
は
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
こ
と
と
す
ぺ
き
で
あ
る
。
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今
年
一
月
に
堺
市
主
催
の
「
ユ
ネ
ス
コ
特
別
講
演
会
」
が
催
さ

れ
た
。
「
世
界
遺
産
と
現
状
と
展
望
」
の
テ
ー
マ
で
ユ
ネ
ス
コ
事

務
局
長
松
浦
晃
一
郎
氏
が
講
演
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
「
銀
閣
寺

清
々
し
い
。

由
利
土
地
は
津
多
屋
と
も
い
い
、
同
じ
頃
、
京
都
・
南
禅
寺
の

何
有
荘
を
裁
判
所
の
競
売
で
落
札
し
て
話
題
と
な
っ
た
。
何
有
荘

は
約
六

0
0
0坪
の
小
川
治
兵
衛
作
の
庭
を
擁
し
京
都
一
望
の
壮

大
な
豪
邸
で
あ
る
。
故
稲
畑
勝
太
郎
旧
邸
で
も
あ
り
、
そ
の
後
、

複
数
の
手
を
経
て
、
落
札
時
は
な
ん
と
半
鐘
山
の
続
き
、
小
山
町

を
開
発
し
た

0
氏
が
所
有
し
て
い
た
。
稲
畑
は
日
本
映
画
の
祖
で

あ
り
、
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
と
と
も
に
関
西
日
仏
学
館
の
礎
を

築
い
た
日
仏
交
流
史
に
欠
か
せ
な
い
経
済
界
の
重
鎮
で
あ
っ
た
。

京
都
市
が
昨
年
十
一
月
に
、
遅
蒔
き
な
が
ら
新
景
観
政
策
を
発

表
し
た
。
自
然
風
景
保
全
と
風
致
地
区
制
度
を
強
化
し
歴
史
都
市

京
都
の
保
存
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
京
都
に
あ
る
世
界
遺

産
一
四
社
寺
か
ら
の
眺
め
を
保
護
す
る
新
条
例
の
制
定
も
謳
わ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
半
鐘
山
が
銀
閣
寺
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
に
入
っ

て
い
る
と
し
て
保
全
を
強
く
京
都
市
に
促
し
た
こ
と
と
無
関
係
で

は
な
か
ろ
う
。
私
た
ち
の
要
請
が
無
駄
な
く
結
実
し
た
と
思
え
ば

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
も
一
般
の
方
の
訴
え
が
あ
り
無
事
に
解
決
し
た
」

と
話
さ
れ
た
と
い
う
。
た
ま
た
ま
参
加
し
て
い
た
関
係
者
か
ら
メ
ー

ル
が
入
っ
た
。
「
私
は
あ
な
た
の
こ
と
を
思
っ
た
」
と
。

振
り
返
れ
ば
、
二

0
0四
年
、
は
じ
め
て
ユ
ネ
ス
コ
ヘ
半
鐘
山

開
発
問
題
を
訴
え
、
そ
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

そ
し
て
、
飯
田
昭
、
玉
村
匡
両
弁
護
士
と
パ
リ
ま
で
行
き
、
ユ
ネ

ス
コ
や
イ
コ
モ
ス
ヘ
要
請
し
た
。
持
参
す
る
書
類
で
は
伊
従
勉
京

都
大
学
教
授
の
献
身
的
な
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
人
の

専
門
家
に
も
理
解
を
求
め
た
結
果
、
ユ
ネ
ス
コ
や
フ
ラ
ン
ス
の
新

聞
ル
・
モ
ン
ド
に
対
し
て
も
動
い
て
く
れ
た
。
現
代
絵
画
の
巨
匠

バ
ル
チ
ュ
ス
夫
人
の
節
子
様
も
ユ
ネ
ス
コ
三
十
年
記
念
レ
ク
チ
ャ
ー

で
半
鐘
山
問
題
を
取
り
上
げ
て
下
さ
っ
た
。
住
民
た
ち
も
は
が
き

を
書
い
て
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
そ
の
後
も
大
谷
暢
順
本
願
寺
法
主
が

松
浦
事
務
局
長
に
お
会
い
下
さ
っ
た
り
内
外
の
多
く
の
方
々
か
ら

ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
。

今
日
、
新
景
観
政
策
が
制
定
さ
れ
て
も
な
お
、
京
都
市
内
に
は

法
的
に
開
発
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
里
山
や
緑
地
部
分
が
残
さ
れ
て

い
る
の
は
気
に
な
る
。
し
か
し
、
新
景
観
法
に
対
し
て
京
都
新
聞

の
世
論
調
査
（
二

0
0七
年
二
月
十
五
日
付
）
に
よ
れ
ば
、

8
0
%
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も
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

て
く
る
。

の
人
が
規
制
強
化
に
賛
同
し
、
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
報
じ

ら
れ
た
の
は
う
れ
し
い
。
こ
れ
ま
で
京
都
市
民
の
無
関
心
さ
を
空

し
く
実
感
し
て
き
た
だ
け
に
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
も
っ
と
も

な
こ
と
と
は
い
え
、
我
が
意
を
得
た
気
持
で
あ
る
。
今
後
は
市
民

の
厳
し
い
目
が
古
都
の
景
観
を
監
視
す
る
だ
ろ
う
。

運
動
に
つ
い
て
は
、
始
ま
る
と
き
は
た
だ
ひ
と
つ
、
緑
保
全
と
、

危
険
開
発
を

一
丸
に
な
っ
て
訴
え
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
共
感
を

得
た
い
と
願
っ
た
。
し
か
し
出
口
に
な
る
と
ど
う
出
て
い
く
か
？

人
は
産
声
を
あ
げ
る
と
き
は

一
様
に
同
じ
顔
で
も
命
を
閉
じ
る

と
き
は
個
々
に
千
差
万
別
の
様
相
、
ま
る
で
人
生
そ
の
も
の
だ
。

ま
た
運
動
す
る
住
民
と
称
し
て
も
、
立
地
条
件
は
様
々
で
、
烏
廠

的
な
住
居
に
あ
る
人
た
ち
の
参
加
も
多
く
あ
る
。
後
半
に
な
る
と

彼
ら
の
方
が
直
接
被
害
を
う
け
る
虫
の
目
で
棲
ん
で
い
る
疲
れ
た

原
告
た
ち
よ
り
も
、
い
や
原
告
に
対
し
て
も
烏
の
よ
う
に
わ
め
い

運
動
に
一
応
の
目
処
が
つ
い
た
の
を
機
に
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で

項
目
別
に
検
討
す
べ
き
だ
が
、
矛
盾
を
克
服
で
き
な
い
の
が
住
民

運
動
の
宿
命
だ
ろ
う
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
運
ば
れ
る
危
険
性

で
の
ご
理
解
と
ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
や
勝

者
も
敗
者
も
な
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
て
、
京
都
の
東
山
の

景
観
と
そ
の
新
た
な
美
し
い
眺
望
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
く
思
い
ま
す
。
景
観
に
美
し
く
な
い
「
開
発
反
対
」
の
立
旗

も
お
ろ
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
工
事
が
着
手
さ
れ
ま
す
が
、
今
後
と
も
し
っ
か
り
と

見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

参
考
ま
で
に
拙
著
「
京
都
半
鐘
山
の
鐘
よ
嶋
れ
！
」
い
ま
一

度
ご
高
読
願
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
読
者
の
皆
さ
ま
、
長
い
間
の
こ
れ
ま
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神

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
没
後
五
十
五
年
と
日
本

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

佐
々
木
斐
夫

青
木
や
よ
ひ

財
団
法
人
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
研
究
所
設
立
三
十
年
記
念
コ

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
弾

v“

デ
ィ
デ
ィ
エ
・
シ
ッ
シ
ュ

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
〈
老
い
の
豊
か
さ
〉

神

谷

郁

代

尾

埜

善

司

今

井

祥

智

森

本

達

雄

園

田

高

弘

岡

田

暁

生

村

上

光

彦
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2
 

5
.
 

二

0
0四

11 ． 
22 ー3

 

5
.
 

゜
ー

5
.
 

二
4 0 11 
. 0 . 
19 三 11

゜
2
 

4
.
 

二
0
0
ニ

”
き
ょ
う
“
を
読
む
「
京
都
、
半
鐘
山
の
鐘
よ

朗
読
と
お
は
な
し
の
会

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
記
念
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
芯
ヒ
ェ
ー
ル
・
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ

ピ
ア
ノ
伴
奏
る
郁
子
・
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
後
継
者
た
ち

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
記
念
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

戦
争
と
平
和
、
科
学
を
考
え
る

プ
リ
ー
モ
・
レ
ー
ヴ
ィ
を
語
る

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
を
読
み
な
が
ら

喝
れ
！
』

峯

村

泰

光

今
の
世
界
を
考
え
る

解

説

西

成

勝

好

ジ
ル
・
ド
・
ジ
ェ
ン
ヌ

ピ
ア
ノ
演
奏
げ
沖
本
ひ
と
み

尾

埜

善

司

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
作
品
に
よ
る
音
楽
と
レ
コ
ー
ド

演
奏
ニ
ピ
エ
ー
ル
・
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ

郁
子
・
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ

焼
川

譲

10 ． 
29 5

 
2
 

6
.
 2

 
ー

6
.
 

，
 

2
 

ー
・

二
0
0五 ーー

9
.
 6

 

ー

7
.
 

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
ク
ロ
ー
デ
ル

通

訳

原

口

研

治

J
.
F
・

ア
ン
ス

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
記
念
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

演
奏
ニ
ピ
エ
ー
ル
・
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ

郁
子
・
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ

抗
日
中
国
に
お
け
る
中
仏
文
化
交
流

中
国
の
知
識
人
は
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
を
ど
の
よ
う
に
評

知
行

梅
原
ひ
ま
り

現
代
の
法
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

加
古
祐
二
郎
と
瀧
川
事
件

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
没
後
60
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

神
谷
郁
代
デ
ュ
オ

生
々
発
展
す
る
魂

ゲ
ー
テ
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
そ
し
て
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン

交
差
す
る
肖
像

青
木
や
よ
ひ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
こ
梅
原
ひ
ま
り

ピ
ア
ノ
演
奏
汀
神
谷

郁
代

価
し
た
か

お

は

な

し

尾

埜

善

司

朗

読

園
部

内
田

逸
夫

村
田
ま
ち
子
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2
.
3
 

二
0
0七

11 ． 
24 

二
0
0六

「
ピ
エ
ー
ル
と
リ
ュ
ー
ス
」
朗
読

歌
と
朗
読
の
会

尾
埜

豊

善
司

ほ

か

会

員

歌
二
下
郡

由

シ
ッ
シ
ュ
・
デ
ィ
デ
ィ
エ

シ
ッ
シ
ュ
由
紀
子

剛
秋
・
増
永
雑
記

大

谷

祥

子

琴

笙

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

に

よ

る

新
春

コ
ン
サ
ー
ト

通
訳

l
.
2
0

日
本
に
お
け
る
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
受
容
史

戦
間
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン

山

口

俊

章
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財
団
法
人
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
研
究
所
設
立
趣
意
書

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
(
-
八
六
六
ー
一
九
四
四
）
は
、
日
本
人
に
も
っ
と

も
強
く
深
い
、
精
神
的
、
道
徳
的
影
態
を
与
え
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
家

の

一
人
で
あ
り
ま
す
。
武
者
小
路
実
篤
、
志
賀
直
哉
等
の
白
樺
派
の
人
々

を
は
じ
め
、

高
村
光
太
郎
、
尾
崎
喜
八
、
大
仏
次
郎
、
小
島
政
二
郎
そ
の

他
の
作
家
、
音
楽
家
、
画
家
、
彫
刻
家
、
さ
ら
に
科
学
者
、
実
業
各
方
面

に
い
た
る
ま
で
、
そ
の
青
春
時
代
を
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
思
想
、
芸
術
の

光
に
照
ら
さ
れ
、
人
格
的
感
化
陶
治
を
受
け
た
者
は
枚
挙
に
い
と
ま
な
い

の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
真
の
偉
大
さ
と
、
存
在
価
値
は
、
た
ん

に
文
学
的
分
野
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
博
大
な
人
間
愛

に
あ
り
ま
す
。
人
種
、
文
化
、
文
明
等
の
あ
ら
ゆ
る
国
境
を
越
え
て
、

真

に
世
界
的
、
人
類
的
で
あ
る
彼
の
愛
の
精
神
は
、
「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト

フ
」
「
魅
せ
ら
れ
た
る
魂
」
そ
の
他
の
小
説
、
戯
曲
、
伝
記
、
文
学
的
、

音
楽
的
、
歴
史
的
研
究
の
み
な
ら
ず
、
現
代
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
不
正
と
戦

う
た
め
に
、
人
権
と
自
由
を
擁
護
す
る
た
め
に
、
多
く
の
政
治
的
、
社
会

的
論
争
を
生
涯

つ
づ
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ロ
ラ
ン
は
、
東
洋
と
西
洋
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
と
の
相
互
理
解
、

信
頼、

尊
敬
と
両
者
の
協
力
が
、

人
類
の
進
歩
と
平
和
の
た
め
に
、
い
か
に
必
要
で
あ
る
か
を
説
き
、
わ
れ

わ
れ
の
文
明
を
堕
落
と
頬
廃
か
ら
救
い
う
る
唯
一
の
道
は
、
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
が
、
あ
た
か
も
車
の
両
輪
の
よ
う
に
支
持
し
合
い
、
各
人
種
、
各

国
民
が
ユ
ニ
ー
ク
な
文
明
、
固
有
の
伝
統
を
尊
重
、
保
存
し
て
、
人
類
全

体
の
偉
大
な
共
有
財
産
と
し
て
、
現
存
の
そ
れ
に
勝
る
大
文
明
を
創
造
す

ペ
き
だ
と
言

っ
て
お
り
ま
す
。
ロ
ラ
ン
は
、
イ
ン
ド
の
哲
学
、
宗
教
を
研

設
立
者
・
初
代
理
事
長

究
し
た
数
巻
に
わ
た
る
著
述
の
中
で
東
洋
の
精
神
の
も
っ
と
も
深
遠
で
高

邁
な
も
の
は
、
西
洋
の
そ
れ
と
本
質
的
に
異
な
る
も
の
で
な
い
ば
か
り
か
、

両
者
が
ほ
と
ん
ど
完
全
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
実
証
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
思
想
家
、

芸
術
家
、

偉
大
な
人
間
が
、
わ
が
日
本
に
お
い

て
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
、
変
る
こ
と
な
く
、
今
も
な
お
、

青
年
層

に
親
し
ま
れ
、
愛
読
さ
れ
、

尊
敬
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
の
た
め
に
、

喜
ぶ
ぺ
き
こ
と
と
信
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。

一
九
七

0
年
十
二
月

●
講
演
会

●
読
書
会
・
研
究
会

●
機
関
誌
『
ユ
ニ
テ
』
発
行

◆
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
研
究
所
賛
助
会
員
に
つ
い
て

●
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
著
作
に
感
動
、
ま
た

●
彼
の
周
辺
の
芸
術
家
た
ち
に
典
味
、

●
あ
る
い
は
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
研
究
所
活
動
に
共
感

い
ず
れ
の
理
由
で
も
結
構
で
す
。
皆
様
の
ご
賛
同
を
お
待
ち
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

●
特
典
1
1
①
機
関
誌
「
ユ
ニ
テ
」
の
配
布
。
②
賛
助
会
員
の
参
考
に
資

す
る
情
報
、
資
料
等
の
提
供
。
③
公
開
講
座
無
料
。

●
会
員
11

一
般
賛
助
会
員
は
年
会
費

一
口
五
千
円
。
特
別
賛
助
会
員
は

年
会
費
十
口
以
上
。

◆
現
在
の
主
な
三
つ
の
活
動

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

公
開
講
座

宮

本

正

清
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青

木

や

よ

ひ

有

馬

通

志

子

安

藤

知

子

安

倍

シ
ッ
シ
ュ
．

D
.
由

紀

子

遠

藤

剛

熙

遠

藤

五

島

清

子

長

谷

川

治

清

福

井

友

栄

古

家

＊

本

郷

美

智

子

林

次

郎

日

野

二

三

代

池

垣

石
原
和
子
＊
稲
畑
産
業
株
式
会
社
（
稲
畑
勝
雄
）

石

川

楢

一

伊

藤

博

伊

藤

敬

子

今

江

祥

智

今

本

満

善

枝

井

上

豊

井

土

真

杉

伊

砂

利

彦

乾

昌

明

岩

坪

嘉

能

子

神

谷

郁

代

加

藤

富

美

子

加

藤

澄

子

狩

野

直

禎

清

原

章

夫

木

下

洋

美

黒

柳

大

造

熊

木

秀

雄

小

牧

久

時

近

藤

脩

森

薫

松

浦

さ

つ

子

峯

村

泰

光

松

居

直

宮

内

幸

子

村

山

香

代

子

村

田

ま

ち

子

村

松

敏

森

内

冨

美

子

森

内

依

理

子

森

本

達

雄

森

本

博

子

中

西

明

朗

宮

本

ヱ

イ

子

森

節

子

村

上

光

彦

永

易

秀

夫

西

村

七

兵

衛

西

村

喜

代

子

西

尾

順

子

永

田

和

子

能

田

由

紀

子

西

成

勝

好

野

村

庄

吾

乗

金

瑞

穂

小

尾

俊

人

大

石

清

貴

折

田

忠

温

大

出

學

大

川

起

示

子

奥

和

義

奥

村

一

彦

二
0
0六
年
度

勇
道
子

静
香

和
雄

賛
助
会
員
、
寄
付
者
名
簿

安
木
由
美
子

岡

島

コ

レ

ッ

ト

尾

埜

善

司

大

谷

祥

子

大

谷

史

朗

岡

部

素

行

大

谷

佳

世

子

佐

々

木

斐

夫

三
友
居
（
山
本
勝
）
坂
谷
千
歳
佐
久
間
啓
子

清

水

憲

一

志

賀

錬

三

下

郡

由

篠

原

孝

子

鈴

木

文

代

田

中

阿

里

子

田

代

輝

子

田

間

千

晶

多

田

淳

子

竹

本

浩

典

徳

永

勲

保

谷

口

け

い

こ

長

美

穂

上

原

徳

治

上

原

栄

子

馬

木

絋

子

上

西

妙

子

梅

原

ふ

さ

氏

家

玲

子

植

松

晃

一

和

田

義

之

山

下

雅

子

山

本

信

子

八

木

美

佐

子

柳

田

基

山

下

美

智

子

山

本

和

枝

ヴ
ァ
ン
チ
ュ
ー
ル
・
ミ
シ
ェ
ル
柳
父
閲
近

（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
・
敬
称
略
）
＊
特
別
会
員
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ら
へ
」
と
「
わ
ら
い
」
の
二
篇
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
、
抜
粋
を
そ
れ

ぞ
れ
表
紙
裏
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
原
詩
は
省
略
い
た
し
ま
す
。

パ
リ
で
の
ご
講
演
は
日
仏
文
化
交
流
の
上
で
の
―
つ
の
大
き
な
出

に
深
い
感
動
を
与
え
ま
し
た
の
で
、
「
焼
き
殺
さ
れ
た
い
と
し
子

さ
れ
た
い
と
し
子
ら
へ
」
の
詩
が
フ
ラ
ン
ス
語
で
紹
介
さ
れ
聴
衆

で
き
ま
し
た
。
バ
リ
で
の
講
演
で
最
後
に
宮
本
正
清
の
「
焼
き
殺

加
え
ら
れ
、
本
誌
の
た
め
そ
の
仏
文
と
訳
文
を
い
た
だ
く
こ
と
が

ノ
ル
マ
ル

奉
じ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
昨
年
三
月
十
日
、
パ
リ
の
エ
コ
ー
ル
・

デ
ィ
デ
ィ
エ
・
シ
ッ
シ
ュ
先
生
は
、
現
在
、
甲
南
大
学
に
職
を

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
生
誕
一
四

0
年、

ま
た
私
た
ち
の
研
究
所
設
立
三
十
五
年
目
に
あ
た
り
、
記
念
の
た

め
の
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
意
味
深
い
催
し
が
あ
り
ま
し
た
。

本
誌
は
そ
の
行
事
の
記
録
と
し
て
、
研
究
所
講
演
ほ
か
ご
覧
の

よ
う
な
内
容
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
ロ
ラ
ン
の
学
ん
だ
学
校
）
で
、
日
本
で
の
「
ロ
ラ
ン

受
容
の
歴
史
」
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
時
間
と
紙

面
の
都
合
で
、
そ
の
内
容
を
縮
小
し
、
修
正
し
た
も
の
に
補
注
が

昨
（
二

0
0六
）
年
は、

あ
と
が
き

人
類
の
精
神
の
最
大
の
高
み
に
立
っ
て
い
る
こ
れ
ら
二
人
の
巨

来
事
で
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
知
的
状
況
を
ロ
ラ
ン
を
中
心
と
し
て
み
ご
と
に
展

望
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
九
三
九
年
の
独
ソ
不
可
侵
条
約
—
ー
こ
れ
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

と
し
て
み
れ
ば
、
共
産
主
義
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
い
う
、
絶
対
に
両

立
で
き
る
は
ず
の
な
い
二
つ
が
組
ん
だ
わ
け
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
ロ
ラ
ン
の
「
新
し
い
世
界
」
へ
の
希
望
は
裏
切
ら
れ
、

ン
を
し
て
、
心
の
な
か
で
新
版
『
戦
い
を
超
え
て
』
の
構
想
を
用

意
さ
せ
た
事
件
で
す
。
ま
さ
に
前
世
紀
の
前
半
の
最
大
の
歴
史
現

象
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
転
換
点
に
い
た
る
知
的
世
界
の

推
移
に
つ
い
て
、
山
口
先
生
よ
り
多
く
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
村
上
光
彦
先
生
の
連
載
で
は
、
一
九
四

0
年
代
の
ロ
ラ
ン

の
晩
年
の
思
想
の
新
資
料
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
「
資
料

30
」
の

〈
私
の
告
白
〉
は
、
驚
く
ぺ
き
内
容
で
す
。

そ
の
深
い
言
語
能
力
の
重
要
性
は
、
静
か
に
多
く
の
人
々
の
心

に
理
解
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
に
引
か
れ
て
い

る
ゲ
ー
テ
と
の
深
い
絆
、
そ
の
親
和
性
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

ロ
ラ

山
口
俊
章
先
生
の
お
話
し
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
以
前
の
、
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ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

編
集
部

小

尾

俊

人

て、

二
十
世
紀
と
い
う
時
代
の
持
つ
複
雑
性
と
い
う
も
の
を
考
え

と
も
に
、
権
力
者
毛
沢
東
の
政
治
の
非
情
を
示
す
も
の
で
、
改
め

二

0
0四
）
も
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
文
化
を
荷
う
心
情
の
高
潔
と

ニ
ス
ト
の
息
子
に
宛
て
た
父
の
手
紙
（
榎
木
泰
子
訳
、
樹
花
舎
、

し
た
。
そ
の
際
の
遺
書
、
邦
訳
『
君
よ
弦
外
の
音
を
聴
け
』
ピ
ア

も
に
自
殺
（

一
九
六
六
）
し
た
と
い
う
事
実
を
最
近
知
ら
さ
れ
ま

驚
く
ぺ
き
こ
と
は
、
そ
の
偲
雷
は
が
文
化
大
革
命
で
、
妻
と
と

く
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

（
フ
ー
フ
ォ
ン
）

は
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
現
在
活
躍
中
の
方
で
よ

（
一
九
二
七
年
、
商
務
印
書
舘）

で
す
が
、

そ
の
息
子
の
博
聡

「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
』
の
中
国
語
に
訳
し
た
の
は
、
博
雷

祥
子
様
か
ら
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
」
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
の
記
録
を
尾
埜
善
司
理
事
長
は
じ
め
大
谷

さ
ら
に
、
研
究
所
主
催
の
新
春
コ
ン
サ
ー
ト
と
「
歌
と
朗
読
の

幸
福
感
を
思
わ
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

人
、
そ
れ
を
仰
ぎ
見
る
こ
と
の
で
き
る
歴
史
の
現
在
地
点
、

そ
の

村衛西七兵 小尾俊人 部^  編集ヽ

本宮 村野

ヱ

子イ 庄吾

-91-



No34 Avril 2007 

UN  IT E 
Numero Special 

140畑~Anniversarre de la Naissance de Romain Rolland 
＆ 

35 
UM 

anniversaire de la Fondation de l'lnstitut Romain Rolland 

Sommaire 

L'accueil de Romain Rolland au Japon Didier Chic he 

L'Europe de l'Entre-deux-guerres et Romain Rolland Toshiaki Yamaguchi 

Au seuil de la demiere porte: reflexions (suite) Mitsuhiko Murakarru 

Fusion Orient-Occident clans l'ambiance festive de la Nouvelle Annee Syoko Otani 

Chant et Lecture a haute voix 

Pierre et Luce 

Canon de la Paix 

La degradation de l'environement l'affaire Hansyoyama 
des arrangements (suite) 

Activites et objectifs de l'institut Romain Rolland 

Annuaire 2006 des membres et donateurs 

Postface 

Publication: Institut Romain Rolland 

32 Ginkakuji mae, Sakyo-ku, Kyoto〒606-8407

Yoshi Simogoori 

Zenji Ono 

Kanoko Iwatsubo 

Akio Kiyohara 

Eiko Miyamoto 

Toshito Obi 



Masakiyo Miyamoto 

Extraits de poemes: 

A mes tresors b位 les

Soixante-et-un jours enferme, 

Soixante-et-un jours tenaille par la faim, 

Le corps amaigri, epuise 

Disloque, 

L'esprit plein de stupeur, 

Et le seize aout, me voici brutalement sous le ciel bleu, 

Me void rendu a la lumiere du jour. 

Mon corps et mon esprit ne survivaient qu'a demi, 

Mais je n'etais pas mort! 

Effrayante liberte! 

Je suis libre, crie—je 

(. ..) 

Je suis libre, 

Libre de m'exposer a la poussiere tourbillonnante 

Et a la salete de la ville, 

Libre d'attendre interminablement 

Un train qui ne viendra jamais, 

Libre de faire couler toute l'eau qu'il faudra 

Pour nettoyer les larmes, la sueur et la salete de ces soixante-et une journees 

Je suis libre 

（．．．） 



L'accueil de Romain Rolland au Japon1 

Didier Chiche 

Le Japon est depuis plus d'un siecle une grande terre d'importation 

culturelle: c'est pourquoi Romain Rolland a ete tres present dans le monde 

intellectuel japonais du XXeme siecle. La perception au Japon des aspects les 

plus varies de son reuvre est tres instructive2. 

L'interet porte a Rolland s'ins~rit dans le vaste mouvement de decouverte 

et d'assimilation des cultures etrangeres accompli par le Japon a la fin du 

XIXeme et au debut du XXeme siecles. 11 y a eu alors un indeniable prestige 

intellectuel de la France. Determinant est a ce titre le role des intellectuels 
francophiles, et des revues telles que Chuo K6ron, revue de reflexion politique et 

sociale fondee en 1899, Shirakaba仏eBouleau Blanc), qui contribue a la 
connaissance de la pensee et de l'art europeen, et Taiyo (Le Soleil), dont les 531 

nwneros sortent entre 1895 et 1928, et qui se consacre, entre autres, a faire 
connaitre aux Japonais les litteratures etrangeres. 

I. Des annees 1910 aux annees 1930: l'age d'or. 

Tel est done le contexte dans lequel Rolland a fait son entree au Japon. Dans 

les annees 1910 et 1920, correspondant grosso modo au regne de l'empereur 

Taisho (1912-1926), on assiste a une certaine democratisation du pays: c'est ce 
qu'on a appele ulterieurement l'ephemere democratie de Taisho. 

Ce qui pennet au Japon de decouvrir Romain Rolland, c'est le travail de 

remarquables traducteurs (une vingtaine), qui sont souvent beaucoup plus que 

de simples traducteurs: intellectuels engages, souvent ecrivains ou artistes. 

Quelques figures me paraissent emblematiques, et je les evoquerai rapidement'. 
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D'abord, Kotaro Takamura (1883-1956), le plus ancien des≪rollandiens≫ 

japonais, artiste et poete, et qui a d'ailleurs reside a Paris en 1908. C'est lui qui 
a fait decouvrir Rolland a ses compatriotes, avec les premieres traductions, 
partielles, de: M: 硲伍ensd'aujourd'hui (1911) et de Jean-Christophe (1913) -

plus particulierement le debut du quatrieme livre (Sables mouvants). 

Le deuxieme exemple d'intellectuel≪rollandien≫est peut-etre encore plus 

interessant. II s'agit du romancier populaire Jiro Osaragi (1897-1973). C'est un 

bon connaisseur de la France modeme, auteur d'ouvrages remarques sur 

l'affaire Dreyfus (1930), sur le boulangisme (1935), et plus tard sur le scandale 

de Panama (1959). Osaragi a traduit Les Precurseurs en 1921, Clerambault en 

1922 - vigoureux manifeste contre le militarisme -, et Pierre et Luce en 1924. 

Ces traductions suivent de tres pres la publication des textes originaux. En vrai 

disciple de Rolland, Osaragi ne fera jamais mystere de ses idees de gauche. Dans 

un article publie le 28 mai 1933 par le journal Yomiuri, il protestera contre 

l'autodafe organise en Allemagne par Goebbels des livres condamnes par les 

nazis, et appellera a la resistance tous les Allemands dignes de ce nom." 
Autre grande figure enfin: Toshihiko Katayama (1898-1961). Par ailleurs 

poete et grand connaisseur de la litterature allemande, ii a joue un role actif dans 

la premiere association japonaise des amis de Romain Rolland et a traduit en 

particulier la Vie de Beethoven en 1938, ainsi que Le Jeu de l'amour et de la mort. 

Par ailleurs, en 1932, Katayama, a la demande de Rolland lui-meme, a donne, en 

fran~ais, une contribution au numero 112 de la revue Europe, consacre a Goethe: 
A Goethe-offrande dujapon. 

Takamura, Osaragi, Takamura: telles sont done quelques-unes des grandes 

figures qui ont contribue a faire connaitre Rolland. au Japon. 

Une premiere traduction complete du Jean-Christophe sort en 1917 et 1918 

en six volumes, publies par la Societe d'Edition des Livres de Poche (Kokumin 

Bunko Kankokai). Et entre 1920 et 1924, l'editeur Shinchosha publie une nou-

velle traduction du Jean-Christophe, cette fois en 4 volumes, due au traducteur 

-2-



Yoshio Toyoshima. Ce texte, repris en edition par Iwanami Bunko en 1935, est 

toujours disponible aujourd'hui5. D'autres traductions suivront: Les Loups 

(1925), Le feu de /'amour et de la mort (1926, repris en collection de poche en 

1927), la Vie de Beethoven (1938), etc6. 

Les editions de poche assureront a differents textes de Rolland une tres 
large audience: avant 1945, jean-Christophe aura ete vendu a 204 500 

exemplaires. Apres Jean-Christophe vient L'.Ame enchantee, vendue a 93 000 
exemplaires; puis Le jeu de /'amour et de la mort (83 500), la Vie de Beethoven 

(36 000), Millet (26 000) et Les Leonides (17 500)7. 

Enfin, pour en revenir a ce que je disais tout a l'heure, ii ne taut pas oublier 

le role joue dans la connaissance de Rolland par les revues intellectuelles Chuo 

K6ron et邸 z6 (La Reforme), dont le directeur, Sanehiko Yamamoto, 

rencontrera Rolland en France (j'en parlerai un peu plus loin). 

Rolland, bien sOr, a st1 tres vite qu'il avait au Japon des lecteurs fervents, et 

meme des disciples8. Des 1915, il commence a correspondre avec l'un de ses 
premiers lecteurs, Seichi Naruse, alors etudiant a l'Universite imperiale de 
Tokyo, qui lui a ecrit le 15 avril une lettre emouvante et respectueuse9. Rolland 

lui repond le 23 mai: ≪Continuez (. ..) d'apprendre a bien connaitre les langues 
et les pensees europeennes, mais soyez impregne de tout ce qu'il ya de grand 

dans la pensee d'Asie. Nous devons travailler maintenant a mettre en commun 
les richesses des deux mondes. L'Europe a autant besoin de l'Asie que l'Asie de 

l'Europe, j'en ai la certitude. 11 faut que ces deux fleuves immenses finissent par 

unir leurs eaux.≫10 Rien d'etonnant, donc, a ce que Rolland, ayant ecrit en 1919 
sa Declaration d'In必:Pendancede /'Esprit, confie a Tagore la mission de la faire 
connaitre au Japan. Par la suite, Rolland entretiendra un dialogue epistolaire 

nourri avec ban nombre de Japonais、recevanta l'occasion - sonjournal en fait 

foi- la visite de certains d'entre eux. Le 9 avril 1923, dans une lettre a Kihachi 
Ozaki, Rolland temaigne un interet reel pour le Japan, bien loin de taus les 

malentendus au de tous les a priori qui ont cours en Europe. Et s'il se felicite des 
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contacts que les Japonais multiplient avec le monde exterieur, il souhaiterait 

qu'ils n'accordent aucune priorite aux pays de langue anglaise. ≪Je crois qu'il a 

ete tres facheux pour le Japan de ne connaitre !'Europe que par I'intennediaire 

de la langue et de la pensee anglaises. ]'admire l'Angleterre; mais il est certain 

qu'a l'exception d'une elite, les Anglo-saxons sont, de tous Jes Europeens, les 

plus incapables de sentir l'細 edes autres races et de fraterniser avec elles.,, A 

l'inverse des Anglo-saxons, assez peu portes, selon Rolland, a admettre I'Autre, 

les Latins, en depit de 1 eurs tendances nationahstes, ne nournssent pas de 

prejuges racistes, et sauront mieux s'entendre avec les Japonais, dont la nature 

profonde est semblable a la leur. ≪]'imagine que des Japonais sympathiseraient 

bien plus facilement avec des Fran面sou avec des Italiens (ou des Slaves) 

qu'avec des Anglais ou des Americains. Leur vrai temperament, sensitif et 

nerveux, les en rapproche davantage.≫Le 16 decembre 1925, Rolland ecrit en-

core_ a Ozaki: sachant que le 29 janvier 1926, ses amis japonais ont !'intention de 

se reunir, ii leur adresse pour message un extrait inedit, ≪deux ou trois pages≫ 

du Voyage lnterieur, tire du Periple. 

Mais le disciple avec lequel il echange le plus de lettres, c'est Katayama Le 

Japon est mal connu, et Rolland ne peut s'en satisfaire: ≪II ne faut plus tarder, 

ecrit-il a celui-ci le 10 mars 1925, a faire connaitre en Europe votre pensee du 

Japon nouveau - (qui reste le Japon etemeO. Aucun grand peuple n'est moins 

bien connu que vous en Europe. On vous admire; mais on se trompe sur 

l'objet de l'admiration; on le restreint a un cote de votre nature. On est frappe de 

votre intelligence et de votre energie. On meconnait entierement votre 

fraicheur intime, votre profondeur d'emotion, et votre sincerite.≫11 Et dans la 

meme lettre, tout en se declarant heureux de savoir que ses amis japonais ont 

constitue une association, il met en evidence ce qui le rapproche de ces lointains 

admirateurs: la solitude. Si eux se sentent encore relativement seuls parmi leurs 

compatriotes, cette solitude, cet exil, est aussi, la ou il se trouve, ressentie par 

Rolland lui-meme. En aout 192612, Rolland adresse a son traducteur Katayama 
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une lettre autonsant ses arms Japona1s a tradurre taus ses ecrits: ≪... pour vous, 
mes amis Cle cher groupe d'amis fraternels: Kihachi Ozaki, vous, Hyakuzo 

Kurata, Takata, Yoshida, et vos intimes, vous etes toujours autorises par moi a 
traduire et publier ce que vous voudrez de mes reuvres, en japonaisげ Dansla 

meme missive, il evoque le voyage au Japon de son ami Charles Vildrac, et dit 

}'inquietude de celui-ci devant la montee du nationalisme japonais — tout en se 

refusant a desesperer de ce pays et de son peuple, sachant que≪tout le meilleur 
d'un peuple est aussi le plus secret.≫Rolland parle aussi de ses entretiens avec 

Tagore, qui a sejourne au Japon qu'il admire, et dont le peuple est pour lui 

≪l'aristocratie naturelle de l'Asie et du monde.≫14 

Certains de ses traducteurs, quand ils le peuvent, viennent lui rendre visite. 

Rolland accueille ainsi, le 8 septembre 1928, Akio Ueda; et le 2 juillet 1929, 

Toshihiko Katayama lui-meme15. Dans son Journal, il evoque cette visite en 

tennes assez precis: meme si la conversation n'est pas toujours facile - car 

pour les Japonais d'alors, on apprend encore le fran~s comme une langue 

morte, qu'il est plus aise de lire et d'ecrire que de parler―, il s'avoue touche 

par la personnalite de Katayama, ≪la beaute morale de cette nature, viri1e et 

tendre≫16, en meme temps qu'impressionne sa vaste culture et sa connaissance 

de la tradition europeenne: ≪Il nous est tres sympathique, une figure agreable et 

intelligente. Parfaitement simple, sans gene, avec une exacte mesure. Il est 

tres instruit, dans tousles domaines de l'art europeen, et aussi au courant, sinon 

plus que nous, de tout ce qui nous conceme.≫17 

En octobre 1929 parvient a Rolland le livre d'un jeune francisant: Masakiyo 
Miyamoto, dont j'aurai un peu plus loin }'occasion de parler plus longuement. Ce 

livre, publie a l'occasion du soixantieme anniversaire de Rolland, s'appellefean-
Christophe: une histoire de Romain Rolland. Rolland fait etat de cet envoi dans son 

Journal, a la date du 4 octobre 1929, et a cette occasion confie les impresssions 
qu'il retire de cette missive d'un lointain admirateur: ≪Masakiyo Miyamoto, 

m'envoie un volume (je crois, d'extraits) de Jean-Christophe traduit par lui, avec 
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une preface de Takamatsu Yosie, paru en 1926 a Tokyo. 11 s'y trouve de cocasses 

gravures qui nipponisent mes Rhenans. Miyamoto y joint une longue lettre 

respectueuse en fran~is (6 octobre). 11 a dit qu'il ya 8 ans qu'il la couvait, sans 

oser l'envoyer. Les livres l'ont fait ami de mes amis japonais Katayama, 

Takamura, Ozaki, Ueda, Takada, Yosida. Katayama, Ueda et lui sont de la 

meme province; "mais c'est vous, ecrit-il, qui nous avez lies dans la ville de 

Tokyo dans l'amour de l'eternelle lumiere, par la main amicale de Jean-

Christophe."18 

Une anecdote que lui a transmise Miyamoto peut flatter son orgueil 

d'ecrivain. Peu de temps avant le depart de Katayama pour l'Europe, Miyamoto 

et Katayama sont alles clans un temple de la vieille ville de Nara. Ils ont 

demande a voir une statue renommee qui, en principe, etait interdite au public; 
et pour arracher !'acceptation du moine qui veillait sur cette reuvre d'art, il leur 

a fallu arguer du fait que Katayama allait voir Romain Rolland. Le nom de Rolland 

etait un sesame qui ouvrait toutes les portes. Ce que Rolland retire de cet 

echange avec Miyamoto est de nature a nourrir ses interrogations sur ce pays 
encore si mal connu. Attentivement, il prend note des critiques que Miyamoto 

adresse au systeme educatif japonais: centre sur les connaissances scientifiques, 

ce systeme manquerait d'humanite, et ne favoriserait guere l'epanouissement 

des enfants. Il s'avoue par ailleurs deconcerte par la tendance de la jeunesse 

japonaise - comme d'ailleurs, de la jeunesse chinoise - a lire en priorite 
certains ses textes les plus pessimistes CAert, Les Vaincus). Cela en dit long, 

imagine-t-il, sur l'≪oppression morale≫qu'ils subissent19. De cette reflexion il 

fait d'ailleurs etat dans la reponse qu'il adresse a Miyamoto le 14 novembre 
192920. Si la jeunesse japonaise, lui dit-il en substance, apprecie tant Les Vaincus, 

il voit dans ce choix le signe d'un sentiment d'oppression. Mais Rolland voudrait 

etre d'abord et avant tout un messager de l'espoir, et souhaiterait que lajeunesse 

japonaise ne se laisse pas gagner par le pessimisme. Aussi invite-t-il Miyamoto 

- et a travers lui tous les Japonais de sa generation - a resister au decoura-
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gement et au pess1m1sme: ≪Pour que mes Vaincus exercent une attraction sur le 

jeune Japon C. ..) , ii faut qu'il y ait la-bas bien des tristesses et une lourdc op-

pression morale. Je les ai connues dans ma jeunesse. Je les ai vaincues. Amis, 

vainquez-les, avec moi! Les forces de l'Ame sont innombrables.≫21 

En decembre 1931 a lieu la rencontre de Villeneuve avec Gandhi. Est 

present a cet occasion un sculpteur japonais residant alors en France: Hiroatsu 

Takata (1900-1988) traducteur par ailleurs de la Vie de Michel-Ange. II 

sculptera le buste de Gandhi, et celui de Rolland lui-meme. Et en 1932, Rolland 

prefacera la traduction d'un ouvrage de Hyakuzo Kurata: Le Pretre et ses 

Disciples, qu'il a lu en anglais. 

Nul doute, donc, que Rolland attache une importance majeure a la diffusion 

de son reuvre au Japon: ses echanges avec ses interlocuteurs japonais, qu'il 

gratifie souvent d'une bienveillance toute paternelle22, nous revelent un Rolland 

a la fois soucieux de l'alterite japonaise, mais aussi peut-etre confusement inquiet 

de ce que l'avenir pourrait reserver a ce pays et a l'Asie, si le Japon persistait 

a imiter !'Occident dans ce qu'il a de pire: la volonte de conquerir et 

d'opprimer. De cette inquietude, le Journal des annees de guerre fait etat, a la date 

du 20 juillet 1918, a }'occasion de la visite a Rolland de Naruse: ≪(. . .) Le Japon 

professe naturellement le machiavelisme d'Etat. Il ressemble a l'Allemagne 

militariste; il en a les pires doctrines, et il les appliquera plus implacable-

ment≫ 竺

A ce point de mon expose, je terminerai par une anecdote significative. Un 

Japonais feru de langue et de culture fran<;aises: Takayuki Ochiai, employe 

depuis 1938 par le Ministere des Affaires Etrangeres de son pays, s'etait 

trouve en France au debut de la guerre. Au printemps 1940, il rencontre a Paris 

Sanehiko Yamamoto (1885-1952), createur de la revueKaizo (LaReforme). En 

compagnie d'un troisieme compatriote, le sculpteur Hiroatsu Takata, celui-la 

meme qui avait ete present a la rencontre entre Gandhi et Rolland, ils decident 

tous trois d'aller le dernier jour d'avril jusqu'a Vezelay rendre visite au Maitre. 
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11 est interessant de se reporter au recit que Takayuki Ochiai a fait 

ulterieurement de cette visite, qui a donne }'occasion de parler politique. Ce 

dernier evoque en ces termes les propos echanges avec Rolland: 

≪Spontanement, je lui adressai la parole: 

- Dans leur action, lui dis-je, les dirigeants de l'Union Sovietique ont-ils 

vraiment le souci de leur peuple? J'en doute fort ... 

Rolland posa sa tasse de cafe et, se tournant vers moi, me demanda: 

pourqu01? 

Et ii me jeta un regard plein de bienveillante sincerite, desireux qu'il etait 

de preter l'oreille aux propos de ce jeune etranger qu'il rencontrait alors pour la 

premiere fois. 

―-C'est que, lui repondis-je, apres avoir combattu au prix de leur vie pour 

le meme ideal, ils se sont mis, une fois assuree la victoire de la Revolution, a se 

soup~onner et a se hair les uns les autres, allantjusqu'a s'entretuer. N'est-ce pas 

la meme chose que partout ailleurs: des conflits entre politiciens manreuvriers, 

soucieux avant tout de leurs interets egoYstes? 

Je parlais lentement, et en pesant mes mots. Lejeune homme que j'etais 

alors ressentait jusqu'a l'ecreurement la laideur de ce monde livre a tant de vio-

lence. Le visage de Rolland jusque-la immobile s'anima, et avec un sourire plein 

de bienveillance il me dit: 

- Ce que c'est que la politique, Monsieur ... 

Cette reponse, dans sa simplicite, m'alla droit au creur, et il me sembla que 

j'y voyais plus clair. j'eus !'impression que toute la sagesse que m'avait depuis 

longtemps apportee la lecture de Romain Rolland se concentrait alors en moi et 

se mettait vraiment a porter ses fruits. Dans le regard paternel de Rolland, je vis 

comme un encourag~ment silencieux a ne jamais me laisser abattre et a 

resister.»2• Le jeune Ochiai etait apparernment intimide par le M滋tre,et ii y a 

dans son recit un ton de veneration qui donne la mesure de son emotion 

d'alors. Mais il faut ajouter, a la lumiere de ce que rapporte brievement Ochiai 
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lui-meme, qu'il ya eu vraiment un echange approfondi, nourri, a propos de sujets 

graves. 

Je me suis rendu en mars demier a la Bibliotheque Nationale, pour voir si 

le journal de Rolland, inedit ace jour, ne gardait pas trace de cette visite. Elle est 

en effet evoquee, et de fa~on detaillee, par Rolland lui-meme, a Ia date du 30 avril 

1940: ≪Le sculpteur TAKATA nous amene de Paris un grand directeur de journal 

japonais, Sanehiko Yamamoto, general editor de la revue mensuelle≪Kaizo≫, de 

Tokyo, accompagne de son jeune secretaire Takayuki Ochiai.≫Petite erreur de 

detail: Ochiai n'est pas le secretaire de Yamamoto. ≪Yamamoto a fait un tour 

d'Europe occidentale: Italie, Angleterre, France, etc. C'est un homme de 50 a 60 

ans, trapu, la face large et serieuse, sans aucun doute intelligent et libre dans ses 

jugements: je n'en veux pour preuve que ce qu'il dit de la Chine, ou il a fait plus 

de qua皿 tesejours, ou il s'est entretenu avec toutes le personnalites politiques 

et intellectuelles importantes, a commencer par Chang-Kai-Chek, et dont il dit: 

—‘、11 n'y a point de doute que tous ces hommes n'aient une superiorite 

d'intelligence [d'experience politique] tout a fait marquee sur tous les hommes 

揺 tatjaponais": il n'en est pas moins preoccupe de l'issue de la guerre actuelle, 

pour la Chine comme pour le Japon. —-Je me refuse a dire ma pensee sur cette 

question, qui depasse trop mes moyens de connaissance, — et d'autant plus que 

j'ai des amis que j'estime dans les deux pays. - Mais je reponds librement a 

toutes les questions qu'il me pose sur le conflit europeen, ―-et, en particulier, 

sur les personnalites des trois dictateurs. Hitler, pour qui j'ai suffisarnment 

manifeste mon inirnitie et la necessite de sa destruction, me parait neanmoins 

des trois celui qui a le plus de genie, mais desequilibre et mal assure sur ses 

bases. Mussolini est le moins original, — intelligent, apte a se grimer, a jouer 

des roles, commediante, tragediante25. Staline est fait du metal le plus solide, 

depuis 40 ans, forge et reforge sur l'enclume de la Revolution, avec laquelle il 

s'identifie, pas un seul jour n'ayant lache le gouvemail, d'une inebranlabilite 

inconcevable, au creur d'un enfer de combats et de conspirations. Je parle aussi 
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longuement de Gorki, de la grandeur de son r(}le de surintendant des lettres, des 

arts et des sciences, et de la profonde affection qui nous unissait. — Yamamoto 

dit qu'au Japon les intellectuels sont loin de tenir le rang qu'ils occupent en 

Occident, — meme en Italie fasciste, ou rien ne semble l'avoir plus frappe que 

l'intangibilite d'un Benedetto Croce, qu'un Mussolini n'a jamais ose frapper. 

— Il a organise, il y a quelques annees, la reception au Japon d'Einstein, qu'il 

vient de revoir en Amerique, et qui lui a dit, avec ce decouragement pratique qui 

m'a souvent frappe chez ce grand esprit qui n'est d'aplomb que dans le monde de 

ses equations, — que la guerre actuelle etait sans aucun but. (Wells n'a guere 

ete plus encourageant: l'avenir humain lui semble se resumer dans la lutte 

acharnee de 3 ou 4 imperialismes). Moi, j'exprime mon espoir d'une avancee 

vers l'etablissement d'Etats-Unis de l'Europe (ou de constellations d'Etats unis, 

dont l'intirne union franco-britannique serait un moyen: car le plus certain qui 

resulte de !'experience de ces derniers temps, c'est que !'existence de petits 

Etats isoles, independants, n'est plus possible: il leur faut se grouper. — 
Yamamoto m'invite a venir faire des conferences au Japon. - Mes livres y sont 

populaires. Gide y est lu, et Valery. 11 y a des cercles de stendhaliens; mais, 

chose curieuse, Balzac n'a jamais plu s'y implanter. — Yamamoto a bien connu 

Claudel a Tokyo; il va le revoir, ces jours-ci." 

Si je me permets de citer l'integralite de ce qu'ecrit Rolland a cette date, 

c'est pour montrer que l'entretien n'a rien de compasse. Tous les sujets y sont 

abordes: les plus brulants d'abord, ceux de l'actualite (en !'occurrence la guerre), 

mais aussi des sujets d'ordre litteraire, et surtout ceux qui comptent le plus aux 

yeux de Rolland et temoignent de son genie visionnaire: l'avenir sera domine par 

l'affrontement des imperialismes (ce que nous appelons les surperpuissances); 

et il faut que l'Europe s'unisse, sous la forme d'une federation (Etats-Unis de 

l'Europe) ou d'une confederation (constellations d'Etats unis). Tous les perils et 

les debats de l'apres-guerre: guerre froide, divergences sur la construction 

europeenne, sont deja la. 
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II. Les annees de guerre: les temps difficiles. 

Nous sommes, je le rappelle, en 1940: et ]'evolution politique va bientot 

amener les rollandiens du Japon a connaitre de mutiples epreuves. 

Le raidissement nationaliste et autoritaire du Japan, amorce depuis les 

annees 30, et son ralliement aux puissances de l'Axe conduisent naturellement 

a -voir Rolland et done ses lecteurs japonais d'un mauvais reil. Certains 

admirateurs de Rolland, comme Takamura, vont meme jusqu'a tourner le dos a 

leurs ideaux de naguere; mais en meme temps, les epreuves donneront aux plus 

resolus et aux plus sinceres des rollandiens I'occasion de montrer que chez eux, 

le caractere est a la hauteur de l'intelligence. Car malgre les liens noues entre le 

Japan et les puissances de l'Axe, le prestige de la culture fran~aise demeure in-

tact, et deux institutions contribuent a maintenir ce prestige: la Maison Franco-

japonaise de Tokyo et l'Institut Franco-japonais du Kansai situe a Kyoto, jadis 

fondes par le grand arnbassadeur qu'avait ete Paul Claude!. Les contacts que ces 

etablissements pennettent, envers et contre tout, de maintenir avec la culture 

fran~se, sont vitaux pour hon nombre d'intellectuels japonais, mal vus des 

autorites Cun rapport de police met l'accent sur la collusion entre Institut 

Franco-japonais, ≪mouvement culturel≫et≪front populaire≫a Kyoto, et 

stigmatise ses intellectuels polyglottes26). 

Ces intellectuels sont souvent des universitaires: parmi eux, Masakiyo 

Miyamoto (1898-1982), grand rollandien dont je parlerai un peu plus 

longuement, car son parcours pennet de voir comment l'四uvrede Rolland peut 

etre source de resistance27. 

Ne en 1898 a Kochi, dans l'ile de Shikoku, Masakiyo Miyamoto a d'abord 

ete etudiant a Tokyo. En 1927, lorsqu'a l'initiative de Claudel est fonde 

l'Institut Franco-japonais de Kyoto, il vient participer a la mise en route de 

l'etablissement, et y devient professeur. Passionne de litterature fran~aise, 

c'est depuis longtemps un grand lecteur de Rolland,et j'ai evoque tout a l'heure 
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l'echange epistolaire qu'il a eu avec Jui en 1929. 

C'est dans la periode difficile des annees 40 que Masaki yo Miyamoto va 

pleinement s'imposer comme traducteur, puisqu'il sera ]'auteur de Ia premiere 

traduction complete de L ilme enchantee. Alors que le pays tout entier est 

mobilise au nom de l'unite nationale, et que la censure est omnipresente, en 

octobre 1940 sort le premier volume de L ilme enchantee, chez I'editeur Iwanami 

Bunko, traduit precisement par Masakiyo Miyamoto. En 1941, un durcissement 

de la Loi sur le Maintien de I'Ordre Public intensifie !'oppression: mais malgre 

ces obstacles, le professeur Miyamoto poursuit son travail. En 1941 sortent Ies 

volumes 2, 3 et 4 de L J1me enchantee, et en 1942, les volumes 5, 6 et 728, m卵

avec des passages laisses en blanc (dans le volume 6 par exemple, cinq passages, 

et dans le volume 7, ving-trois passages ont ete coupes, soit par decision des 

autorites, soit parce que l'editeur avait juge preferable de pratiquer I'auto-

censure). Exemple de coupure clans l'epilogue de Mere et Fils, un passage du dia-

logue entre Annette et Marc: ≪Si la guerre venait te prendre, qu'est-ce que tu 

lui dirais? ―Je lui dirais: ―≪Non!≫29. Ce passage≪subversif≫et qui, pense-t-

on, nuirait au moral de la Nation en guerre, disparait du texte japonais竺

Plus tard, a l'automne 1954, clans la postface a la reedition en poche de 
L'.Ame enchantie, Masakiyo Miyamoto evoquera les conditions dans lesquelles il 

lui aura fallu travailler: ≪Cette traduction a ete faite entre 1940 et 1942, en temps 

de guerre. Ce n'est pas rien, quand on songe a l'atmosphere qui regnait alors: 
atmosphere d'exclusion, d'hostilite a tout ce qui venait d'Europe; atmosphere 
lourde, etouffante. Sous la pression chaque jour plus forte du militarisme et du 

nationalisme incitant au repli sur soi et a la fermeture intellectuelle, et avec la 
penurie qui etait une circonstance aggravante, la publication d'une reuvre de 

Romain Rolland fut en elle-meme un grand acte de resistance.≫31 

En aoOt 1942, sort le volume 7 de L'.Ame enchantee, tire a 13 000 
exemplaires. La meme annee a lieu ce qu'on a appele l'affaire de Yokohama: une 

soixantaine d'editeurs ou de journalistes, soup~onnes d'etre des≪rouges≫, ont 
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ete arretes, tortures, souvent condamnes au tennc de proces expeditifs, vmre 

pour quatre d'entre eux assassines dans leur prison. Les revues Cll1lo Karon et 

Ka£z6―qui existait depuis 1919 et dont le directeur, on s'en souvient, avait 

rendu visite a Rolland en avril 1940 - sont interdites. C'est done de maniere 

discrete, sinon cl皿 destine,que les admirateurs japonais de Rolland ont, pendant 

toute la gue1Te, continue d'entretenir la tlamme. Le 15 juin 1945, le professeur 

Miyamoto (en meme temps qu'un professeur fran~ais de l'Institut de Kyoto, 

Jean-Pierre Hauchecome) , est arb1trairement arrete, puis torture. A sa sortie 
de prison, le 16 aout' - c est-a-dire le lendemain de la capitulation du Japon 

— , le professeur Miyamoto ecrira deux poemes pour dire sa souffrance, et la 

joie de la liberte retrouvee. Le titre d'un de ces textes: A mes trおorb点lお， fait

allusion a tous les documents du professeur Miyamoto qui avaient ete 

confisques puis brules au moment de son arrestation竺

Ill. La renaissance de l'apres-guerre. 

La defaite du Japon est aussi une liberation du pays: liberation politique, 

intellectuelle et morale. Dans ce pays meurtri par le defaite et qui s'ouvre a nou-

veau, le message universaliste et pacifiste de Rolland est plus que jamais 

d'actualite. Conditions favorables s'il en est a la redecouverte de son reuvre. 

Autre chose, egalement, a joue en faveur de ce retour de Rolland au Japon: 

l'action energique et patiente de l'editeur Toshito Obi, fondateur de la maison 

Misuzu. Ce dernier decide en effet de publier tout Rolland en japona1s. 

Tache diffficile, car les textes de Rolland avaient une telle force subversive 

qu'apres avoir ete censures par le regime liberticide qui avait conduit le pays a 

la guerre, ils pouvaient aussi eventuellement etre mal vus par I'occupant 

americain, qui controlait tout ce qui se publiait alors. 

A force de tenacite, et au prix d'un travail de plusieurs annees mettant a 

contribution toute une equipe de traducteurs, Misuzu est tout de meme parvenu 
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a ses fins. 

Une lettre de Rolland lui-meme a considerablement facilite les choses. 

Cette lettre, que j'ai citee plus haut, datee du rr aoflt 1926 et destinee a 

Katayama, autorise la traduction et la publication de tous ses ecrits, quels 

qu'ils soient'3. La premiere edition par Misuzu des CEuvres completes de Rolland 

compte 50 volumes et s'etale sur sept ans: de 1947 a 1954. Vient ensuite une 

seconde edition, puis une troisieme et demiere, entre 1979 et 1985: cette 

edition compte 43 volumes34. 

Nul doute qu'au Japon, l'enonne travail des editions Misuzu a donne aux 

ecrits de Rolland un extraordinaire retentissement. II faut d'ailleurs ajouter que, 

si ces≪CEuvres completes≫ne le sont pas a proprement parler, puisqu'elles ne 

comportent ni le journal ni les lettres de Rolland dans leur integralite, certains 

textes de Rolland encore inedits a ce jour en France sont disponibles en 

traduction japonaise: je pense en particulier a bon nombre de lettres qu'il a 

adressees a ses admirateurs ou traducteurs japonais: pour les lire, on a le choix 

entre consulter le fonds Rolland a la Bibliotheque nationale de France, et les lire 

en japonais. Les chiffres sont eloquents: en 1975, Jean-Christophe aura ete vendu 

a 554 000 exemplaires, et L'Ame enchantee, a 627 90035. 

L'impact de Rolland dans les annees de l'apres-guerre s'est egalement fait 

sentir sous d'autres fonnes: dans le monde de la musique, au theatre, et meme 

au cinema, puisqu'une adaptation cinematographique de Pierre et Luce - qui a 

grandement emu le public japonais - a ete faite en 1950 par le realisateur 

Tadashi Imai. On peut done dire que les annees de l'apres-guerre et de la recon-

struction sont une veritable renaissance des etudes rollandiennes au Japon. 

En 1949 est fondee au Japon une association des Amis de Romain Rolland; 

et parmi les intellectuels qui se sont associes a cette initiative fig1. 江ele 

professeur Kazuo Watanabe, par ailleurs grand specialiste de Rabelais,et qui a 

compte au nombre de ses disciples le futur prix Nobel de litterature 

Kenzaburo Oe. En 1948, le professeur Watanabe a ecrit un essai intitule: En 
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pensant a Romain Rolland. Dans ce texte, apres le rappel des evenements qm ont 
marque l'histoire de son pays dans les annees precedentes, il invite ses 

compatriotes a mediter le message de Rolland, pour ne pas reproduire les erreurs 

passees . 36 

J'ai dit plus haut }'importance de Kyoto dans le developpement des etudes 

rollandiennes. Cette importance est bien stlr due au role qu'y a joue le professeur 

Miyamoto: apres les epreuves de la guerre, de la censure et de la detention, il 

pousuit ses activites a l'Institut de Kyoto. II enseigne par la suite a 

l'Universite Municipale d'Osaka, et en 1950 se rend en France afin de poursuivre 

ses recherches - et aussi pour negocier avec Albin Michel. Masakiyo 

Miyamoto, traducteur, non seulement de L'.A.me enchantee, mais aussi de Colas 

Breugnon, s'est attache -jusqu'a sa mort survenue le 16 novembre 1982 -

a promouvoir la connaissance de Rolland au Japon. II a fonde en 1971 l'Institut 

Romain Rolland, situe a Kyoto, pour qu'apres lui les documents qu'il avait 

collectes sur Rolland ne soient pas eparpilles. 

＊
 

＊ 女

Si le professeur Miyamoto est au Japan le type meme de l'intellectuel 

rollandien, on comprend done qu'il n'est fort heureusement pas le seul. 

L'importance de Romain Rolland au Japon est bien la preuve qu'il ya toujours eu 

dans ce pays, en toutes circonstances, des hommes libres, determines et 

courageux, et chez qui le caractere a ete a la hauteur de l'intelligence. La chance 

de Rolland au Japon est d'avoir ete servi par ces admirables passeurs, engages 

dans les remous d'une Histoire, qui fut souvent douloureuse, mais sachant 

precisement - du moins pour beaucoup d'entre eux - faire face aux evene-

ments, et traduire leurs convictions dans !'action. Et meme si, de nos jours, 

Rolland n'a plus, au Japon, l'audience qui etait encore la sienne il y a une 

trentaine d'annees, sa presence peut encore, a telle occasion, se faire sentir. 
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J'en veux pour preuve une representation theatrale organisee en decembre 2006 

par le grand maitre du shamisen, Masataro Imafuji (qui avait tres marque dans 

sa jeunesse par la lecture de Rolland). Cette representation consiste en une 

declamation d'un texte reprenant l'histoire de Pierre et Luce―texte lui-

meme adapte, a partir de la traduction de Miyamoto, par Masako Takeda; la 

recitation a ete donnee par l'actrice Kazuko Yoshiyuki. C'est dire que Rolland 

continue d'avoir au Japon une posterite. Tout cela temoigne de la presence au 

Japon, envers et contre tout, d'un ecrivain dont le nom est synonyme de 

resistance. 

1 Le present texte reprend, avec quelques suppressions, ajouts et modifications, une 

conference que j'ai donnee a l'Ecole Normale Superieure le 10 mars 2006: Presence de 
Romain Rolland au Japon, pour l'Association Romain Rolland (texte publie en 2006, in 

Eludes Rollandiennes, 16). 

2 Je tiens a exprirner ma gratitude a M. Toshito Obi, fondateur des editions Misuzu, qui 
a bien voulu me transmettre un texte ecrit de sa main (auquel il sera fait reference sous 

le titre: T. Obi, manuscrit) et evoquant, outre les experiences editoriales de M. Obi, 

l'historique de l'accueil de Romain Rolland au Japon. Ce texte tres riche m'a ete du plus 

grand secours. Ma gratitude va egalement a Mme Marie-Laure Prevost, Conservateur 

a la BnF, qui m'a permis d'acceder aux documents inedits Clettres et journal) du fonds 
Romain Rolland. Enfin, je tiens a remercier l'Institut Romain Rolland de Kyoto pour son 
aide, en particulier pour m'avoir permis d'acceder aux documents du professeur 

Miyamoto. Le bulletin annuel de l'Institut Romain Rolland de Kyoto: Unite, auquel il est 

souvent fait refence dans ce texte, est egalement une source d'informations parti— 

culierement nche. 

1 manuscn. 3 T. Ob. 

4 Cite dans T. Obi, Romain Rolland to Nihonjintachi 2 ,Romain Rolland et /es ]aponais 

(2),, Unite 23 (mars 1996), pp. 32-33. 

5 Sur jean-Christophe, voir: T. Obi, manuscrit. 

6 Renseignements donnes dans: Romain Rolland honyaku shuppan nenpyo, ,Chronologie 

des traductions japonaises de Romain Rolland au ]apon,, presente par T. Obi dans 
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Unite 28 (avril 2001), pp. 31-33. 

7 Chiffres donnes dans: T. Obi, Nihon ni okeru Romain Rolland juyoshi, ,L'acc叫 Ide 

Romain Rolland au Japon,, dans Unite 17 (mars 1990), p. 16. 

8 Sur la conscience que Rolland a eu de sa presence au Japon, j'ai utilise avec profit 

}'article bref mais substantiel de Marie-Laure Prevost, ≪Rencontres Japonaises", dans 

Les Vo比 Kyoto,numero 51, ete 1990, p. 16. 

, Lettre citee par Rolland dans son Journal必 anneesde guerre 1914-1919, Albm 

Michel, Paris, 1952, p. 369. 

10 Id., p. 370. 

11 Lettre de Romain Rolland a Toshihiko Katayama, 10 mars 1925. 
12 Cette lettre date du l"'aot1t ou du 9 aoO.t―du moins est-elle repertoriee comme 

telle a la BnF, m函 peut-etrede maniere erronee. 

13 BnF, fonds Romain Rolland, Lettre a Katayama, 9 aot1t 1926. 

14 Ibid. 

15 BnF,fonds Romain Rolland, Journal, 8 septembre 1928. 

16 BnF, fo,uis Romain Rolland, Journal, 2 juillet 1929. 

17 Ibid. 

18 BnF,/onds Romain Rolland, Journal, 4 octobre 1929 

19 Ibid. 

20・BnF,/onds Romain Rolland, Lettre a Miyamoto, le 14 novembre 1929 . On trouve une 

traduction japonaise de cette lettre par M.Miyamoto dans: Romain Rolland, 

CEuvres completes, Misuzu, Tokyo, 1979, T. 36, p. 473. 

21 Ibid. 

22 Voir a titre d'exemples le ton affectueux de la lettre adressee par Rolland a Katayama 
le 4 fevrier 1930, et }'affection paternelle que Rolland declare a Ueda dans sa lettre du 
8 mai 1930. Et clans son Journal des annees de guerre 1914-1919, Rolland parle avec af— 

fection du≪petit Naruse≫. 

23 Journal如 anneesde guerre 1914-1919, p. 1538. 

24 Cette rencontre est rapportee pas Takayuki Ochiai, dans: Romain Rolland no omokage 

dmage de Romain Rolland,, Unite 23 (mars 1996), pp. 48-49. 

25 Expression fame use employee par un pape a l'occasion de sa rencontre avec 
Napoleon. 
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26 Voir: ltsuo Sonobe: 邸 koY1ijir6 to Takigawa jiken nado , Yi,jir6 Kako et /'affa1re 

Takigawa,, Unite 32 (a面 I2005), p. 9. 

27 Sur la vie et la caniere du professeur Miyamoto voir Unite 16 (novembre 1988), 

(numero consacre :t la memoire de ce grand universitaire), chronologie initiale. 

28 Pour cette chronologie de la publication de L :4.me e叫 a嘩， voir:Romain Rolland 

honyaku shuppan nenpyo,、Chronologiedes lraductions japo11aises de Romain Rolland ai, 

Jap011,, presente par T. Obi dans Unite 28 (avril 2001), pp. 31-33. 

29 L'.Ame enchantee, Edition d邸nitive,Albin Michel, Paris, 1951 (premiere edition: 

1934), p. 723. 

30 T. Obi, Fushigi na shizukesa、,meitrange sirinite,, dans: Miyamoto /vlasakiyo bot.sugo 

kinen koen、hommagea la m細 oirede Msakiyo 1¥1iyamoto, dにansaprむ sadisparilion,, 

Unite 20, pp. 54-55. 

:n L'.Ame enchantee, trad. M. Miyamoto, volume 1, reedition de 1989, Iwanami Bunko, 

T6kyo, p. 476. 

32 Voir Unite 16 (novcmbre 1988), pp. 2-3. 

33 Conccrnant Jes conditions de la publication dans l'apres-guerre,voir: T. Obi, Romain 

Ro/la11d zenshu no shuppatsu 110 koro de lancmrent de la publication des au町 es

comp/iles de Rmnain Rolla叫 Unite28 (avril 2001), pp. 18-15. 

34 T. Obi, Manuscril. 

35 Chiffrcs donnes clans: T. Obi, Nilw11 ni okem Romain Rolland juyoshi, ,L'accueil (k 

Romain Rolland a, ヽJapan,,clans Unifi 17 (mars 1990), p. 16. 

36 Cite dans: T. Obi, Romain Rolland to Nihonjintachi (2) , ,Romain Rolland et les 

fapo11ais (2), Unite 23 (mars 1996), pp. 36-37. 
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